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「先生には、願いがありますか？」

「え？」

　ショパンが再生される中、闖ちん入にゆう者しやから唐とう突とつに向けられた質問の意味が理解できず、若い音楽教師はただ首を傾かしげた。

「言っても無む駄だですよね。先生は、もう大人なんだから」

　問いを発した長い髪の少女は、無表情のまま白い手を女教師の頭に伸ばした。相手がリアクションを起こす一瞬さえも待たず、そのまま五線譜のラインが引かれた黒板に叩たたきつける。

　音は、意外にあっけなかった。ドラマや映画のような派手な物音はしなかった。

　人間の頭が潰つぶれたというのに。

　飛び散った液体が黒板の色と混じり合って黒い斑まだら模も様ようを作る中、めりこんだバレッタだけがひと房の髪を垂らしたまま銀色に輝いていた。

　床にこぼれた汚物は四色。血と肉の赤、髪の黒、骨と歯の白。そして脳の灰色。

　居合わせたクラスメイトたちが悲鳴を上げる中、音楽室のいちばん後ろで櫂かい原ばら智ち笑え美みは口を噤つぐみ、凍りついたように硬こう直ちよくしていた。

　生臭さと鉄てつ錆さびが入り交じった独どく特とくの臭い。

　これを嗅かぐのは初めてではない。人間の頭が割られ、夥おびただしい血が流れるのを目まの当たりにするのは二度目だ。

　だけど、違う。あの時とは違う。

　前回はほんの数センチの距離、流れ出た血が智笑美の顔にまでかかった。

　それでも、単なる流血だった。頭そのものが潰れ、消失したりはしなかった。

　幻げん覚かくか錯さつ覚かくだと思って──思いこみたくて眼鏡を外す。元々視力は悪くない。三つ編みの髪と同じ、外見を地味にするためだ。改めて見ても、少女の手には何もない。

　間違いない。彼女は素す手でで教師の頭を叩き潰し、殺害したのだ。

　恐きよう慌こうに駆られたクラスメイトたちが立ち上がり、ドアに殺さつ到とうする。だが、音楽室に扉はひとつしかない。少女が入ってきたその扉しか。

　少女は無表情のまま、グランドピアノの脚を掴つかんで持ち上げた。三〇〇キロの重量物を片手で無む造ぞう作さに掲かかげ、ドアの前に放り投げる。

　真っ先に逃げようとした女子に命中し、彼女を緩かん衝しよう材ざいにしてピアノは斜ななめに寄りかかって扉を塞ふさぐ。壊れたのは、外板の一部と足が一本。甲かん高だかい音を上げて切れた弦げんが数本、宙に踊る。

　即死せず、気絶もしなかったのを幸運と言っていいのか。脚を潰されて動けない女生徒は這はいつくばり、流れ出る己の血で濡ぬれた床をびちゃびちゃと叩きながら弱々しい悲鳴と呻うめきを上げている。薄紫の制服は既に真っ赤に染まっていた。

　恐慌に陥おちいった級友たちが扉に殺到し、ピアノの犠ぎ牲せい者しやを文字通り踏みにじる。

　だが、三〇〇キロのピアノは動かない。

　意味を伴わない甲高い泣き声で叫びながら、十人を越える生徒が闇やみ雲くもにピアノに押し寄せ、殴なぐりつける。足元の犠牲者は既に沈黙していた。

　弾はじけて暴れる弦に顔を撃たれ、逃げようとしていた中のひとりがうずくまる。彼女もまた、クラスメイトの群れに踏まれて潰れていった。

「二に階かい堂どうさん」

　殺到する中のひとりの襟えり首くびを、長い髪の少女が掴つかみ、引き寄せる。

「えっ？　ひぃっ[image: ]」

　名前を呼ばれた二階堂梓あずさは引き倒されるまま尻しり餅もちをつく。ドアに押し寄せていたうちの半数が黒髪の闖入者から離れようと教室の奥へ逃げ戻る。立ちつくしていた智笑美が、人の波に押される。残る半数は、パニックのあまり恐怖の根こん源げんが接近した事にさえも気づかない。

「あ、あの……ごめんっ[image: ]　ごめんなさいっ[image: ]　あたし、あなたの事、友達だと思ってたから……。ほら、中等部からの横入りだし。その、いじめるとかじゃなくて、コミュニケーションっていうか……」

　恐怖に声を震わせ、懸命に取とり繕つくろう梓は忘れている。『横入り』という言葉自体が、幼稚舎や初等部から淑しゆく鵬ほう女学院に在ざい籍せきしている生徒が、この少女や智笑美のような中等部からの中途編入者に向ける蔑べつ称しようだという事を。

　青ざめた顔に、少女の手が伸びていく。

「やめてやめてやめてやめて[image: ]」

「あたしも言った」

　頭を激しく左右に振って長い髪を振り乱す梓に、少女は短く告げた。

　白い顔には何の表情もない。怒りも、恨うらみも、憎しみも。ただ、透明な意志だけに満ちている。

「やめてって言った。お願いした。だけど、二階堂さんたちはやめなかったよね」

　長い髪の少女の、話し方は奇妙だった。喋しやべりだす前に、一拍を置く。まるで発声に必要な空気をその都つ度ど吸いこんでいるかのように。

「ごめん……ごめんね……もうしないから[image: ]　許して[image: ]　お願い、許して[image: ]」

「もう遅いの。あたしは、もう止める事ができないの」

　少女の手が、そっと梓の頬ほほをなぞり、首くび筋すじにかかる。

　教師の頭を潰した力が、首をねじ切る──智笑美の脳裏に、惨さん劇げきの映像が浮かぶ。

　しかし、違った。

「え？　あ、ああ……？　あああああっ[image: ]」

　梓の身体が震える。

「あたしは、こういうものになっちゃったんだ。あなたたちに復ふく讐しゆうするために変わっちゃったんだ。だから、やめられない。絶対に」

　白かった梓の肌が茶ちや褐かつ色しよくに変じ、乾かわき、ひび割れていく。皮ひ膚ふが収しゆう縮しゆくして口唇がめくれ上がり、むき出しになった歯は茎ぐきが腐くさったリンゴのようにしなび、支えを失った歯が抜け落ちる。色も艶つやも失って白く変じた長い髪がばさりばさりと落ちて床に広がる。皮膚が骨に密着した指は枯れ枝のようだ。

　瞼まぶたも引きつるが、目が見開かれていた時間は短い。眼球そのものも乾いて縮み、白く濁にごったガラスのくるみのように変わって眼がん窩かの内側へと落ちていったから。

　人間にできる事ではない。教師の頭を潰したり、ピアノを持ち上げたりした怪かい力りきも人間離れしているが、これはそういう領りよう域いきさえ超えた理り不ふ尽じんな現象だった。生きた人間を、触れただけでミイラ化してしまうなど。

　あり得ない、考えられない、非現実としか思えない出来事が眼前で繰り広げられ、智笑美はただ凍りついたように凝ぎよう視しする事しかできない。

　見知っていたクラスメイトが、人間ではないモノに変わってしまった。

　潰れた死体に。ミイラに。人を殺す怪物に。

　まだショパンは鳴り続けている。優しく、軽やかなピアノのメロディは止まらない。誰も止める者がいない。誰も聞く者もいない。

　全員がパニックを起こしているわけではない。既に何人かは失しつ神しんしている。

　冷静──と言っていいのか。ドアではなく窓に向かった者もいた。だが、音楽室は填はめ殺しの二重窓だ。分厚いガラスを素手で叩いても外への逃げ道は開けない。仮に破れたところでここは三階。下はコンクリート舗ほ装そうの駐車場だ。

「伊い坂さかさん」

「ひぃいぃぃっ[image: ]」

　少女は、続いて座りこんだままの伊坂鞠まり奈なに視線を向けた。

　冷たい声で名前を呼ばれた鞠奈は失しつ禁きんし、濡れたスカートで床をこすりながら懸けん命めいに遠ざかろうとする。下半身だけではない。顔も涙とよだれで濡れている。

「やめてやめてやめてやめて。お願い、やめる。やめる。もうしないから[image: ]」

「そんな簡単にやめられるの？」

　激しくかぶりを振りながら懇こん願がんする鞠奈に、少女は淡々と告げる。

「簡単にやめられるのなら、どうしてあたしが頼んだ時にやめてくれなかったの？　命をかけてでもやり通したい事じゃなかったの？」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

　壊れた機械のように謝しや罪ざいの言葉を唱となえ続ける鞠奈の首筋に、少女の手がかかる。

「あたしは、もうやめられないの。ねえ、伊坂さん。あなたに願いはある？　命に代えても、絶対に叶かなえたい願いはあるの？」

「え？　な、ない。何にもない[image: ]　そんなのない[image: ]」

　とがめられてるのかと思ったのだろう。鞠奈は懸命に否定する。

「そう？　じゃあ、死ぬしかないね」

「えぇっ[image: ]　違う[image: ]　違う違うっ[image: ]　願い、ある[image: ]　あるよ、あるもん[image: ]　死にたくな
い[image: ]　あるから殺さないで[image: ]」

「……じゃあ、試ためしてみようか」

「えっ？　あああ、ああ、あ、ああ、あばあばあばばあばばばばばばばばばば[image: ]」

　開かれた口から、血の泡と一緒に意味不明のあえぎが漏れた。硬直しつつある舌が不ふ随ずい意いに痙けい攣れんしているのだ。梓と同様に、鞠奈も急激に干ひ涸からびていく。

　水分を──否、生命を失った皮膚が強こわばり、張りつめてひび割れる。

　吐き出されて溢あふれた血が乾き、鞠奈の口元に茶色くこびりつく。しかし、すぐに肌そのものが褐色に変じて目立たなくなってしまう。

「その願いは、嘘ね。あなたを生かすほどのものじゃない。あたしも、嬉うれしいわ。あなたが願いを持っていない──存在する資格がない事が」

　完全に乾ききった制服姿のミイラをそのまま片手で持ち上げ、出口を叩き続ける生徒の群れに投げつける。

　害虫にむしばまれた枯れ木にも似た褐色の塊かたまりがあっさりと砕くだけ、飛び散る。

　自分の顔に降りかかった乾いた破片が、級友の成れの果てだと気づいて悲鳴を上げた者は半分。残りは状況を理解する冷静さもなく、大声で喚わめき続けているだけだ。

「あなたたち、生きていたい？　生きて、叶えたい望みはある？」







[image: ]







　訊たずねているのか。それともただの独り言なのか。繰り返しながら、少女は恐慌に陥ったクラスメイトたちに歩み寄る。

　ピアノを殴り続ける者、座りこんで幼児のように首を振り続ける者、周囲にぶつかるのも構わず椅い子すを振り回す者もいる。

　その椅子が少女の頭部を直撃した。反動で弾け飛んだ椅子は、無関係な隣の生徒の頭に跳はね返って床に落ちた。巻き添えを食った生徒はあっさり気絶して倒れる。

「あは、あははは、はひ、ひ。やった[image: ]　やたっ[image: ]　た……っ？」

　殴なぐりかかった町まち田だ香か澄すみの引きつった笑いが止まる。

　少女は歩みを止めない。ただ、椅子だけが壊れた。スチールのパイプが頭の形に曲がり、合ごう板ばんの座板が割れている。殴った香澄の腕力では起こるはずもない破壊。むしろ少女の肉体の方が椅子を拒み、跳ね飛ばし、ねじ曲げたかのような有様だった。

　彼女は一滴の血さえ流していない。それどころか、頭を殴られたのに長い髪に乱れさえもない。同じ髪型、同じ表情。現れた時と違うのは浴びた返り血だけの少女が、振り返って香澄の首に手をかける。

「それが、あなたのやりたい事？　あたしを殴って、倒して、そうしてここから逃げても、何かしたい事なんてあるの？」

　質問の意味を──意図を理解できず、叫ぶだけの香澄を片手で持ち上げる。

「ぐぎ……っ[image: ]」

　握力だけで頸けい椎ついを粉ふん砕さいされた香澄の首が、かくんと折れ曲がった。後頭部が背中につき、長い髪が重力に任まかせて垂れ下がる。体内にため込まれていた汚お物ぶつが、脳の制せい御ぎよを失って脚を伝い床に滴したたり落ちた。

　ぶちっ[image: ]

　そのまま首を握りつぶす。床にこぼれた血と尿によう、さまざまな体液の混合物の上に香澄の胴体が落ちる。浅い水面から、赤い飛沫しぶきが上がる。

　更に次の級友を、そしてその次の犠牲者を、掴つかみ、捕らえ、潰し、踏みにじり、叩きつけ、引き裂く。奇妙な問いを繰り返しながら。

　血と肉の匂いが部屋を満たす。

　呆ぼう然ぜんとその光景を見ていた智笑美の右肩を、羽は嶋しま薫かおるが揺さぶった。

「櫂原ぁ[image: ]　何とかしてよっ[image: ]　あんた、クラス委員でしょ[image: ]　死にたくないよぉっ[image: ]　あいつを止めなかったら、あたしがあんた殺すからっ[image: ]」

　錯乱して薫が理り不ふ尽じんな事をわめきちらす。

「お願い。智笑美ちゃん、助けて[image: ]」

　涙目で左腕を引っ張っている小こ宮みやつぐみは智笑美たちと同じ、公立小学校からの編入組だった。

　音楽が途切れ、次の曲が始まる。ショパンのピアノは優しい旋律。

「智笑美ちゃん」

　長い髪の少女が、不意に向き直る。やはり何の表情もない。憎しみも、怒りも、復ふく讐しゆうの解放感さえも。ただ純粋な意志だけをたたえた透明な眼まな差ざしが智笑美を見ていた。

「ひぃっ[image: ]」

　薫は逃げ出したが、閉ざされた音楽室だ。どこにも行けない。ただ闇やみ雲くもに両手で窓ガラスを叩いたり、教室の奥の方で走り回ったりするだけ。

「羽嶋さん」

　床一面に広がった血と汚物を蹴け立たてて走り回る薫を、少女が捕まえる。

「いやぁあああっ[image: ]　死にたくないっ[image: ]　殺さないでっ[image: ]　殺さないでぇえっ[image: ]」

「したくないとか、されたくないっていうのは、願いじゃないの。それは状況とか他人任せで『叶える』……決着がつく事があり得ないから」

　少女が冷たい言葉を放つと同時に、薫は乾き、崩れ落ちた。

　既にクラスの大半が少女の手にかかっていた。失神して動かない者も含めて、まだ生きている生徒は両手で数えられるほどだ。

「お、お願い……もう、やめて[image: ]」

　智笑美は叫んだ。震えているのは自分の身体か。それとも、しがみついているつぐみの方か。

「これ以上殺したって何にもならないでしょ[image: ]　死んじゃった二階堂さんたちの代わりにわたしが謝あやまるから[image: ]　謝ってすむ事じゃないけど……もう、お願いっ[image: ]」

　膝ひざが揺らぐ。机に突いた両手で辛かろうじて身体を支えながら、智笑美は訴える。

　まだ、現実感がない。悲鳴と混じり合うショパン。鉄錆の臭いと生臭さとアンモニア臭が混じった饐すえた空気。素手で人間を破壊し続け、触れただけでミイラ化させるクラスメイト。

　どこか麻ま痺ひした現実感の中で、それでも智笑美は血ち塗まみれの少女を見つめる。

　今から止められるのか。止める事に意味はあるのか。自分に止める資格はあるのか。

　頭の片隅で考えながら、カチカチと打ち合う歯を懸命に押さえて呼びかける。

「智笑美ちゃんには、願いはある？」

「え？」

「智笑美ちゃんだけは、あたしを助けようとしてくれた。だから死なせたくないの。よく考えて答えて。願いはある？　命を捨てても、自分が自分でなくなっても、それでも叶えたい願いは、あるの？　でも、気をつけてね。何かをしたくないとか、してほしくないとか、そんな決着がつかない事は願いじゃなから」

　願い。命に代えても構わないほどの強い願い。

　そんなものが自分にあるだろうか。その願いの有う無むと、惨劇には何の関係があるのだろうか。

　不意に、ふたりの面おも影かげが智笑美の脳のう裏りをよぎる。

　同じ響きの名を持つ、どちらも智笑美にとってはかけがえのない人。

　一方は己おのれに強い禁きん則そくを課し、もうひとりは遠すぎる理想に手を伸ばし続けている。あのふたりは、この問いに答えられるだろうか。どんな答を返すのだろうか。

　自分は、どう答えればいいのだろうか。

「お願い、答えて。智笑美ちゃんには、願いはあるの？」

　少女の手が、ゆっくりと、しかし真っ直ぐに智笑美へと伸びる。血に濡れた指が智笑美の頬をなぞる。

「願いは、あるの？」

「わたしは……わたしには……」

　無表情だった彼女の口元に、微かすかな笑みが浮かんだかのように智笑美には見えた。

　まだ、ショパンは鳴り続けていた。







第一章　　優毅と勇生







　きっかけは午後一番の授業で、現代社会の教師が口にしたニュースだった。

「だからさ。本当は政府もちゃんと対テロ部隊作ってんだよ」

「警察のＳＡＴとかいう奴やつ？」

「違う違う。重じゆう装そう備びで黒ずくめのヤバいチーム。犯人すぐ殺すんだってよ。ネットで結けつ構こう情報流れてるぜ」

「ンなの、当てになるかよ。実はテロじゃなくてどっかの金持ちが飼ってる虎が逃げて野生化してるってのと同レベルのネタ話じゃん」

「猛獣ならまだいいぜ。俺おれもネットで読んだけど、狼おおかみ男おとこみたいな怪物が人を食うために襲おそってるって。あんなのネタっていうか、都市伝説だろ。なあ、優ゆう毅き？」

「ん？　まあ、そうかもな」

　休み時間、席の周りに集まった友人たちの会話に、櫂かい原ばら優毅は相づちを打った。

　一八〇を越える長身と広い肩幅。外に広がる短めの髪は、意図的に逆立てているのではなく生せい来らいの硬さゆえだ。真っ直ぐな眉まゆ。骨格の際だった男らしい風ふう貌ぼう。ただし、穏やかな眼まな差ざしとやや屈かがみ気味の姿勢のせいで威い圧あつ的てきな印いん象しようは薄い。

　ただし、拳こぶしに残る打撃ダコに気づかなければ、の話だが。

　今はやめているが、優毅がかつて空手を学び、段位を授かっている事を周りの友人たちは知らない。この高校には同じ中学の出身も少ないから、公おおやけに報道されなかった三年前の事件を知る者もいない。

　クラスメイトが休み時間に彼の机に集まるのは、人気や人望があるからではない。単に長身のため列からはみ出した最後尾の席で、周囲のスペースが広いからだ。もちろん嫌きらわれたり浮いたりしていないからでもあるが。

　入学して半年。優毅は控えめな態度を常に心がけていた。トラブルを招きたくない。揉もめ事には関わらない──巻きこまれるのはもちろん、引き起こすのも──というのは優毅の行動を律する第一条文だ。

「何だよ、優毅。はっきりしないな。お前、どっちに賛成なわけ？」

「俺は判断つかないっていうか、保ほ留りゆう。実際見たわけでもないしな」

　無ぶ遠えん慮りよな強さで背中を叩くクラスメイトの後ご藤とうに、曖あい昧まいな苦笑で答える。

　この一年ほど首都圏では物ぶつ騒そうな事件が多い。先週も、毒ガスによって二〇人近くが一度に殺されるという事件があった。ニュースでは反政府テロだと報道されていたが、テロリストがカラオケボックスを狙ねらい客や従業員を皆殺しにするというのは、優毅には納なつ得とくできなかったが。

「ひょっとしてお前も《息を潜ひそめる部屋》読んだ？」

「何だ、その部屋って？」

　聞き慣れない言葉を口にした平ひら口ぐちに、優毅は首を横に振った。

「結構人気のサイト。『自分の五感で確かめていない事を鵜う呑のみにしてはいけない。もちろん、このメッセージ自身も』って書いてあったんだ」

「じゃあ、その受け売りしてるお前はどうなんだよ」

「いや。本当にいい事書いてるんだってば」

　後藤に混ぜっ返された平口は《息を潜める部屋》について語りだした。

　素す性じよう不明の管理人が自作のエッセイやコラム、小説などを掲けい載さいしている、コンテンツの構成そのものはありふれたサイトだ。ただし質が高く、あちこちで引用されたり、商業出版の噂うわさも流れているという。もっとも、パソコンを所有せず、携けい帯たいも普通に電話にしか使わない優毅には人気サイトと言われてもピンと来ない。

「正体はプロの小説家とか、何人ものライターがチーム組んでるって話もあるけどさ。内容からして俺おれたちくらいの若い奴だと思うね。あのセンスは」

「へえ……。じゃあ、今度どうにかして読んでみるか？」

「読め読め。タイトルで検索するといちばんに来るからさ」

　まるで己おのれの事を誇るように、平口が優毅の肩を叩く。

「……くだらない」

　不意に、隣の席から冷たいソプラノが聞こえた。

「……何だよ、岬みさき？」

「くだらないから、くだらないって言ったの」

　優毅たちの方を見もせずに呟つぶやいたのは、クラスメイトの岬理り緒おだ。

　教室の最後尾、優毅の隣だがこちらは特に長身という訳ではない。どちらかと言えば小柄な方だ。ややつり上がった目に、細い顎あご。夏の間も長袖の冬服のままだが、あまり汗もかかない。硬質で、よそよそしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　制服の上でもわかる引き締まった身体からだと、肩にも届かないほど短く切った髪からすると何かスポーツが似に合あいそうだが、実際には帰宅部員だ。

「本当、くだらない……あなたたちは、何にもわかってない」

　冷たく硬い声で言うだけ言うと、理緒は優毅たちの方を見もせずに静かに立ち上がった。そのまま廊下へ出ていく。背筋は真っ直ぐに伸び、歩幅は自然に一定で無む駄だがない。ひょっとしたら、自分と同様に武道経験があるのかも知れないと優毅は思った。

「何だよ、あれ」

「そういや岬が喋しやべるのって珍めずらしくね？」

　後藤が口唇を尖とがらせ、平口が小首を傾げる。

　確かに高校に入学し、同じクラスになって半年、隣の席の優毅にも彼女が他の女子と会話している印象はない。授業はきちんと受けているが、休み時間には何をするでもなく、ひとりでじっと座っているだけだ。

「何かキモいよな、あいつ。確か、病気とかしてるんじゃなかったっけ？」

　空になった席に向けて悪あし様ざまに後藤は呟いた。

　理緒は、欠席が多い。週に一度くらい学校に顔を出さない事がある。持じ病びようの治ち療りようや検けん査さのためだと以前担任が説明していた。クラブや委員会にも所しよ属ぞくしていない。

　優毅は知らない事だが、同性からも理緒は敬けん遠えんされている。背が高くないのに最後尾にはみ出した席になったのは、誰も彼女の隣になりたがらず友達同士で固まりたい女子のグループから弾き出されたからだ。

「病気じゃなく、クスリか宗教やってんじゃないの？　今のも何か電波っぽいし」

「……ちょっと変だからって、そういう言い方やめようぜ。割と美人だしさ」

「おっ？　優毅、お前ああいうのが好みなわけ？　趣しゆ味み悪わりぃな」

「そうじゃねえよ。ただ見た目の感じは悪くないってだけで」

　平口にからかわれ、優毅は苦笑した。席が隣なので目に入ってしまうだけで、別に注目しているつもりはなかった。

　無口で無愛想な態度が印象を悪くしているが、顔立ちそのものは整っている。ただしその事を認識しているのはクラスでも優毅ひとりだ。それに、優毅が理緒を意識するのは単に彼女が美人だからではない。

　何かを隠しているような、他人を寄せつけない冷たい態度。それこそが優毅が理緒に興味を──いや、共感を覚える理由だ。

　不意に理緒が出ていった扉が開いた。担任教師の姿に、平口たちは慌あわてて自分の席に戻ろうとする。

「櫂原、ちょっと来てくれ」

　まだチャイムは鳴っていないし、次の授業は担任の科目ではない。不ふ審しんに思いながら担任のところに行ってみると、中年の教師はもう秋だというのにハンカチで額ひたいの汗を拭ぬぐいながら声を潜めて告げた。

「ご家庭で不幸があったらしい。すぐに帰宅しなさい」

「不幸……？」

　優毅が最初に想像してしまったのは妹の事だった。だが、今朝普通に登校して、今はまだ授業中のはずだ。交通事故などに遭あうとは考えにくい。父か、それとも母か。

「詳くわしい事はわからないが、とにかく自宅に。いいね？」

　担任に一礼し、ノートを鞄に詰めこむ。歩きながら父の携帯に電話してみたが『電源を切っているか電波の届かないところ』云うん々ぬんというおきまりのアナウンスが流れただけだった。自宅も留守電だ。

　不幸というが、具体的には何の事か不明のままだ。多分、何かが大げさに伝わっているのかも知れない。留守電がそのまま機能しているという事は、我が家が火事にあったり荒らされたりした訳ではないのだから。まあ、嫌いな数学をさぼって堂々と下校できるなら、むしろ幸運な事かも知れない。

　優毅はそう考える事に──思いこむ事にした。

　不吉な想像はいくらでも湧いてくるが、今それに囚われてもどうしようもない。

　それは推測や達たつ観かんではなく、願望だった。

　ほとんどの人間は、自分や家族が事件や事故に巻きこまれるリスクにリアリティを感じない。たとえ都内で二けたの人間が一度に死ぬ無差別テロが起きても。

　だが、優毅は違う。ニュースやドラマでしか目にしないような悪意が、暴力が、危険が、身近に潜み、ある日突然、予告無く襲いかかってくる理不尽がある事を優毅は知っている。

　否いな、経験している。

　雨が近いのか。まだ昼下がりだというのに、空は灰色の雲に覆おおわれて薄暗い。優毅の家は東京郊外、幹線道路から外れた住宅街にある。私鉄の各駅停車を降り、降りださないうちに帰るべく自宅へ向かって足を速める。

「そこの、君」

　声をかけられ振り向くと、黒いバイクに跨またがった若い女性がいた。

　優毅とさほど歳は変わらない。ヘルメットを抱え、全身を黒のライダースーツで包んでいる。更に肩や胸にプロテクターを着けていた。髪も艶つややかな黒で、今時珍めずらしい腰まで届くロングヘアー。

　興きょう味みのない優毅には中型のオフローダーとしかわからなかったが、彼女のバイクはカワサキＫＬＸ２５０Ｒ。近年、防ぼう衛えい庁ちようが偵てい察さつ隊たい用に採用した車種だ。しかも、市販仕様ではなく、自衛隊と同等の改造が施ほどこされている。

「このあたりで、ガソリン入れられるところはない？」

　顔立ちそのものは、端たん正せいで優しげと言っていい。声の響きも穏やかだ。だが、その少女には表情が欠落していた。服の上からもわかる整いすぎたプロポーションのせいもあって、まるで彫ちよう刻こくか人形だ。美しいのに、どこか近寄りがたい。

　理緒のあからさまな冷たさとは違う、もっと厚く硬い壁。

　違う──優毅は理解する。この少女から放たれている非日常性は気配や雰囲気という曖あい昧まいなものではない。

　匂いだ。

　金かな臭ぐささと生臭さが入り交じった、優毅にとっては決して忘れられない、血の匂い。

　どこか傷ついているのか。それとも──。

　黒一色の装よそおいでは、どこかに汚れがあっても目立たない。装いに反して、泥や土はほとんどついていない。

　彼女が着ているウェアも普通ではない事に優毅は気づいた。肩や胸を守る防具も真っ黒で、盾たて型のエンブレムが描かれている。プロテクターもモトクロス用とは異なり、むしろ警察の防ぼう弾だん装そう備びに似ていて、しかもより洗せん練れんされた形状だ。

　長く伸びた脚や引き締まった腰の線は、ウェアの内側の鍛きたえられた筋肉のしなやかさを想起させる。

「どうしたの？　ガソリンスタンドの場所を訊きいてるんだけど？」

「あ、悪いな。真っ直ぐ行って、ふたつ目の交差点を左折してすぐに……」

「わかった。ありがとう。まだバイク馴れてないから、燃料の減り具合とかよくわからなくてね」

　言葉には謝意があるが、表情は止まったまま。ヘルメットを被かぶって少女はバイクを走らせた。不慣れという言葉に反した安定したライディングフォーム。残ったのはマフラーが吐き出したガスの悪臭だけ。

　優毅は軽く鼻先を擦こすった。排気ガスで打ち消され、もうさっきの不吉な匂いは感じない。あれは錯さつ覚かくだったのだろうか。家族に不幸があったという知らせが記憶のどこかを刺激して、実際とは異なる感覚を喚かん起きしただけなのかも知れない。

　頭を振り、自宅へ向かう。

　一いつ介かいのサラリーマン世帯には不ふ釣つり合いな、祖父譲ゆずりの広い家に帰り着いた頃には雨が降り始めていた。深呼吸してから玄関の扉を開ける。「ただいま」の声に返事はない。居間で優毅を無言で出迎えたのは、父と母。そのふたりだけ。市役所に勤める父も、パートタイムで働く母も、遠い学校に通う優毅よりも先に帰宅していた。

　両親がいるという事は、つまり──不吉な予感が頭を埋うめ尽くす。

「まさか……智ち笑え美みが？」

　優毅の問いに、ソファに座りこんだままの母は何も答えない。スーツの上着を脱ぎ、ネクタイを緩ゆるめた父は小さく頷うなずいて「もうすぐ警察が来るそうだ」と呟いた。

　つけっぱなしのテレビでは臨時のニュース番組が流れている。

　優毅も写真で見覚えがある古めかしくも典てん雅がな様式の校舎。門に押し寄せるマスコミを警察が締め出している。字幕は『事件があった淑しゆく鵬ほう女学院中等部』。

『繰り返します。本日午後一時二〇分頃、東京の私立淑鵬女学院中等部で、生徒のひとりが教室で爆弾を爆発させるという事件がありました。三〇人以上の犠牲者が出たものと見られております』

　淑鵬は一流の名門ではないが、有名人や企業経営者の娘が多く通っている。番組でもその点を強調し、殊こと更さらに騒ぎ立てていた。具体的な名前は出していないが、大手不動産会社社長令れい嬢じようや名の通った評論家の娘も犠ぎ牲せいになったらしい。

　現場は三階の音楽室。そこにいたのは間違いなく智笑美が所属するクラス。教室内に生存者はなし。いじめられた恨うらみによる犯行か。生存者はなし──興こう奮ふん気味の女性アナウンサーの声が、優毅の耳を通りすぎる。

『授業中にいきなりサイレンが聞こえて、パトカーがグラウンドに止まって……。それからすぐ、ドンって大きな音が聞こえて……怖かったぁ』

　何本ものマイクを向けられた生徒が早口で喋しやべる。興奮した口調は、どこか嬉しそうでさえあった。

　最初に小型だが殺さつ傷しよう力りよくの強い鉄片やパチンコ玉入りのものを爆発させてクラスメイトを殺傷し、警察が踏みこんだ瞬間に大型の爆弾を作動させて自殺した。警官にも負傷者が出た模も様よう──カメラが切り替わったスタジオで、男性アナウンサーが淡たん々たんと説明しながら、また著名人や財界人の娘が犠牲になった事を強調する。まるで、それ以外の死者には報じる価値もないかのように。

　何故だ。何故、智笑美がこんな目に。

　三年前にもあんな事件に遭って、今度もまた──。

「優毅……[image: ]　落ち着きなさい」

　父に言われ、初めて自分が握り拳を震わせている事に優毅は気づいた。強すぎる力のせいで、爪つめが皮膚に食いこんでいる。痛みを感じないのは、怒りが強すぎるせいか。

「頼むから落ち着いてくれ。まだ詳しい事は何もわからないんだ。お前が怒ったところでどうにもならん」

「大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫だよ、親父おやじ。俺、何もしないから……」

　息を整え、開いた手を父の肩に乗せる。優毅の背は、もう父親よりも高い。

　どうにもならない。何もしない。何もできない。

　父は恐れているのだろう。三年前の出来事が再現されるのを。

　けれど、あの時とは違う。憤いきどおったところでもう間に合わない。ニュースの通りなら、智笑美を殺した犯人も一緒に爆弾で死んでいるのだ。

　父がどれだけ心配──余よ計けいな心配をしても、握った拳はどこにも向けられない。

「……地元の学校に行ってれば……こんな目に遭わなかったのに……[image: ]」

　顔を覆い、ソファに腰掛けた母が嘆く。

「俺が悪いっていうのか？　お前だって賛成したじゃないか。共学よりも、女子校の方が智笑美のためにもいいって[image: ]」

　ワイシャツの襟えりからネクタイを外し、父が叫んだ。

「そんな事言ってないでしょ[image: ]」

「それより通夜や葬儀の事を考えなきゃならん……。会社は忌き引びきか。ひょっとしたら他の生徒と合同になるかも知れんな。お前、ＰＴＡの連絡網とかはどうなっている？　喪服も出しておけよ」

「なんでそんな事言うの？　智笑美が死んだのよ[image: ]　そんな……そんな、ただの手続きみたいに……[image: ]」

「ああ、そうだ[image: ]　死んだよ[image: ]　死んだから葬式や手続きが必要なんだろうが[image: ]　あの子の学校の事はお前に任せていたはずだ[image: ]」

「酷ひどい[image: ]　せっかく、あの事から助かったのに、こんな……」

「俺が悲しんでないとでも思ってんのか!?　ただ泣いてれば済むのか[image: ]」

　泣きだした母に、父が声を上げて言い争いが始まる。チャイムが鳴ったが、両親の口論は収まらない。仕方なく優毅が玄関に向かう。

　いつの間に降りだしたのか。濡ぬれた傘を手に立っていたのは警察でもマスコミでもなく、ひとりの少年だった。

　優毅よりも頭半分以上小さく、肩や首も華きや奢しやだ。髪はもちろん、眉まゆまできちんと整えられている。端正だが愛あい嬌きようのない細面は、モデルやタレントよりも彫刻のような美び貌ぼうとたとえるべきか。ただ、どこか不完全というか不安定だ。内側で渦うず巻まいているものを無理矢理押しとどめているような、そんな緊張感が彼の生身を強調している。ボタンではなくファスナー式の学生服は、近所では見かけない制服だった。

　優毅が戸と惑まどっていると少年は身分証明のつもりか、生徒手帳を示しながら名乗った。

「創そう倫りん学院中三年の、高たか出いず水みと言います。櫂原優毅さんですね？　智笑美さんのお兄さんの」

　生徒手帳を見ると、フルネームは高出水勇ゆう生き。

　ユウキ──優毅と同じ発音だった。

「ああ。そうだけど……」

「まず、お悔やみ申し上げます。智笑美さん、本当にお気の毒でした」

「用事は何なんだ？」

　背筋を伸ばして深々と頭を下げる勇生に、優毅は戸惑いながら訊たずねた。

　創倫学院なら知っている。確か淑鵬と交流が深い一貫教育の男子校だったはずだ。淑鵬と同じで、入学金や授業料も高めだったと優毅は記憶している。高出水という名前にも覚えがあるが、どこで目にしたものかは思い出せない。

「お取りこみ中のところごめんなさい。智笑美さんの事でお話があります」

「え？　じゃあ、上がってくれないか。その……今、ちょっと取りこんでるんだが」

「いえ。お兄さん……優毅さんとだけお話ししたいんです。よろしいですか？」

　真っ直ぐにこちらを見ながら、勇生は告げる。一瞬言いよどんだのは、自分と同じ名前を呼ぶのに戸惑ったからだろうと優毅は判断した。やや高めの声。潜ひそめてなお、はっきりと耳に伝わる明めい瞭りような発音だった。







[image: ]







　奥からは、まだ両親の争う声が聞こえている。

「俺の客だった。ちょっと出かけてくる。すぐ戻るから」

　きちんと聞こえたかどうかはわからないが、両親に告げて傘を手に外へ出る。家族が罵ののしりあうのを聞いていたくはなかった。適当に掴つかんだのは、以前急な雨に降られてコンビニで買ったビニール傘。勇生が持っているものには、優毅でさえ知っているイタリアの高級ブランドのマークが細かくプリントされていた。

「雨の中に引っぱり出して申し訳ないです。ですが、他の人に聞かれないためにはむしろいいかも知れません。近くに公園とか、ありませんか？」

　勇生に言われるまま、住宅街の隙すき間まにある小さな児童公園に案内する。雨の午後だ。当然人影はない。天気のせいもあって時刻の割に外は薄暗く、銀色の街がい灯とうが濡れたブランコやシーソーを照らしていた。

「この天気ではベンチには座れませんが、立ったままで構いませんよね？　優毅さん、鍛きたえてる人だと聞いてますし」

「俺は平気だけど……喫茶店かどこかに行くか？　ちょっと遠いけど」

「いいえ。さっきも言った通り内密の話ですから、優毅さん以外に聞かれたくないんです。むしろ、ここの方がいいと思います」

　傘の縁ふちが重かさなるくらいに勇生が近づく。雨音もあり、この距離でなければお互いの声は聞こえない。逆に言えば、確かに他人の耳に入る恐れは少ないという事だ。

「俺だけと話したいって……君は？　妹とはどういう……？」

「多分、聞いていないと思います。僕ぼく、智笑美さんとつきあってました」

　年齢には似合わない、堂々とした態度と落ち着いた口振り。照れるでも恥じ入るでもない、鋭するどすぎるほど真っ直ぐな眼差しを優毅に向けて勇生は答えた。

「え……？」

　優毅は思わず疑問の声を漏もらす。あんな経験をした妹が彼氏を作るとは、意外どころか想像もしていなかった。

「信じられないのも当然だと思います。智笑美さん、男性が苦手で淑鵬に入学したと言ってましたからね。証拠……なんていうと角が立つかも知れませんが、これを」

　次に勇生が取り出したのは、彼と智笑美が並んで撮ったシール写真が貼はってある手帳だった。辛うじて肩が触れ合う程度の近さでしかないが、控えめだけど幸せそうな笑顔。むしろ勇生の方が緊張して見える。

「あ、いや。信じるよ」

　さすがに具体的な詳しよう細さいまでは伝えていないだろう。それでも、三年前の事件について智笑美が軽々しく他人に教えるとは優毅には思えない。淑鵬を選んだ理由を知っている優毅は、それだけ智笑美に信頼されていると判断するべきだった。

「まだ、つきあい始めたばかりなんですけどね。僕は創倫で生徒会長をやっていて、智笑美さんとは両校生徒会の交流会で知り合ったんです」

　最初は兄と同じ名前がきっかけ。何度か話すうちに、お互いの学校の現状を改善したいという志こころざしを共有しているのを知り、親しくなったというのが勇生の説明だった。

「智笑美さんはいつも真ま面じ目めで、一所懸けん命めいで、僕なんかよりもずっとしっかりしてました。クラスにいじめられている子がいるのに自分は助けられないって、いつも気に病んでいたんです」

「そうか……。あいつ、家ではあまり学校の事話さないんだ。親は仕事で忙しいし、俺は避けられてるような節ふしもあったし。まぁ、お互いもう中学生と高校生だしな」

　曖あい昧まいにごまかしたが、それだけではないと優毅は思っている。事件以来、智笑美は自分を遠ざけている。優毅の方が深く関わろうとしない事もあるが。

「智笑美さんは言ってましたよ。お兄さんは自分が危ない時に助けてくれた、強くて素す敵てきなヒーローだって。お兄さんみたいな強さがあれば、きっとクラスを……学校をよくしていけるのにって」

「違う。俺は……そんなんじゃない」

　羨うらやむ勇生の眼差しから、顔を逸そらす。

　助けた──それは事実だ。だがあの時、智笑美が見せた恐怖に引きつった顔は、優毅の目に今も焼きついている。

　あの表情は多分、相手の男だけではなく、優毅にも向けられたものだ。その証拠に助かった智笑美は優毅に縋すがらず、逃れようと後ずさったのだから。

　だが、勇生の瞳ひとみはあくまでも澄んでいて、真っ直ぐに優毅を見つめている。

「謙けん遜そんしないでください。自分が今、笑えるのはお兄さんのおかげだとも彼女は言っていましたよ。自分が成し遂げた善行を卑ひ下げするのは、その恩恵を受けた人間に対して失礼だとは思いませんか？」

　傘を叩く雨音に負けないほどの強い語気。演説めいたよく通る早口だ。

「……昔の話はいいだろ？　本題を、教えてくれ」

　あまりに真っ直ぐに踏みこんでくる勇生に多少の不快を覚えたが、優毅はぶっきらぼうな口調ながらなるべく声を和らげて訊たずねた。

　自分の体格は他人を威圧する。拳には他人を傷つける力がある。だから、憤ってはいけない。平穏に、他人と衝しよう突とつしないようにしなければ。

「そうでした。これを聞いてください。授業中、智笑美さんのクラスメイト──小こ宮みやという子が僕にかけてきたものです」

「授業中に？」

「創倫も淑鵬も、世間で思われているほどきちんとした学校じゃありません。エスカレーター式で進学できるせいで怠たい惰だな生徒は多いですし、内部進学組の中途入学者への差別も存在します。智笑美さんは、そんな校風を変えたいっていつも言ってました。もっとも、この電話の主ぬしにはそんな気持ちは通じてないみたいでしたけどね。彼女、止めろと言っても授業中でも僕のところに──」

　最初はメールだったのが、途中から音声に切り替わったと不ふ愉ゆ快かいそうに言いながら、勇生は携帯を取り出し、録音を再生した。様々な雑音。悲ひ鳴めいと足音に混じって声が聞こえる。

『あ、ああっ[image: ]　助けて[image: ]　高出水くんっ[image: ]』

　それだけ叫んだ後、ガツンと不愉快な激突音がして声が遠ざかった。携帯電話が持ち主の手から落ちたのだ。時折入る強いノイズは、携帯そのものが蹴られた音。近い声、遠い声。懇こん願がんと悲鳴と号ごう泣きゆうが入り乱れ、意味のある会話はほとんど聞き取れない。

　それでも優毅は耳を澄まし、音を拾った。

『……やめ……っ[image: ]　お願い……助け……』

『いやぁ[image: ]　触らないでっ[image: ]』

『……夢はある？　……たい願いはあるの？』

『智笑美ちゃん、何とか……っ[image: ]』

『お願い、殺さな……』

　ベキッ[image: ]　ザザザッ[image: ]

　耳みみ障ざわりな破壊音と電気的なノイズを最後に、録音は途切れた。続いて『午後一時九分です』という、合成音のアナウンス。最後の声は、間違いなく智笑美のものだ。

「わかりますか、優毅さん？」

「……爆弾じゃないって事か？」

　ニュースが伝えた通りに、生存者が残らないほどの爆弾で一気に吹き飛ばした状況ではあり得ない。何者かが個別に生徒を殺していったのだ。落ち着いた口調で『夢はある？』と場違いな問いかけをしていた者が。

「僕も、そう判断しました」

　雨音に紛まぎれる、押し殺した声で勇生は断言した。

「この事、警察には？」

　生存者がない──目撃者もなく、犯人さえ死んでいるのなら、通話記録と併あわせて貴重な証拠だ。

「話してません。マスコミは警察発表を鵜う呑のみにして流しているだけです。つまり、警察が事実を伝えていないどころか、真実を隠そうとしている恐れがあります。後から聞こえた爆発音というのも、やってきた警官が施した偽ぎ装そうでしょう」

　確かに、報道の内容は不自然だった。

　インタビューで女生徒は「サイレンの後で爆発音が聞こえた」と答えていた。それなら、何故生徒を皆殺しにした一発目の音を聞いていない？　警察に踏みこまれてから二発目を起爆させたのなら、どうやって犯人自身はそれほど殺傷力の高い一発目で助かったのだ？　しかも、閉ざされた室内で。

「この件では、警察も信用できません。考えての判断ではないでしょうけど、小宮くんが一一〇番せずに僕に電話をかけてくれたのは、ある意味で幸運でした」

　級友と交わした会話を思い出す。

　首都圏で多発する、不明瞭で不自然なテロや大量殺人。警告なしの射殺も辞さない警察の秘密部隊。都会に潜む猛獣。人食いの怪物。

　激しさを増した雨が、ふたりを隠す傘を叩く。

「とにかく、一度家に来てくれ。この天気だ。学校での妹の事も聞きたいしな。他人に聞かれたくないなら、俺の部屋がある」

「そう言っていただけると助かります。僕も、智笑美さんの事を聞かせていただきたいですし。お取りこみ中ですが、構いませんか？」

「妹の恋人なら、無関係じゃないだろ。来てくれ」

　雨の中、勇生を連れて戻った優毅を居間で出迎えたのは両親ではなく、スーツ姿の見知らぬ大男だった。

「ああ、お帰り。櫂原優毅くんだね？　そちらは？」

　優毅より更に長身。一九〇は越えていて、肩幅も胸板もある上に、耳が潰れている。あからさまな格闘技経験者だ。年齢は二〇代半ば。雨具のつもりか、左腕にはやや季節に早いコートをだらりと下げ、右手で開いたＩＤを提示する。

「警けい視し庁ちようの岩いわ切きりです。妹さんの件で伺うかがいました」

　岩切耕こう一いち郎ろう巡査長。もうひとりの小こ柄がらな中年は盛もり本もとと名乗った。こちらは本庁ではなく地元署の刑事だった。

「生徒さんひとりひとりのところを回ってるんでね。人手が足りず、こういう変則的な編成になりました。で、そちらの子は？」

「子、なんて呼ばないでください。高出水勇生。創倫学院中等部三年生です」

　意に添わない呼び方と警察への不審のため、自分よりも遙かに大きな岩切刑事に向かって毅き然ぜんと答えながら、勇生は家に上がった。

「妹の友人で、ニュースを聞いて訊ねてくれたんです」

　岩切と名乗った刑事と両親とにまとめて説明する。岩切刑事は、ああ、と納得したようにうなずいた。コートを手にしたままでメモは取らない。微かすかな不審が優毅の心に棘になって刺さる。

「じゃ、高出水くん。申し訳ないが今日明日に通夜はできない。無駄足だったな」

　勇生は優毅に導かれて居間に上がったが、岩切刑事は明らかに追い返したがっている口振りだ。被害者の知り合いなら、重要な参考人かも知れないのに。

　現に、勇生は貴重な情報を持っているのだ。

「通夜ができないって、どういう事でしょうか？」

「何しろ爆弾だろ？　遺体の損そん傷しようが激しくてね。正直、原形を留めていない。遺族には見せられる状態じゃないんだ。司し法ほう解かい剖ぼうも必要だしな」

　岩切の眉の間に、深い皺しわが刻まれる。

　本庁という事は、彼は教室の惨状を見ているのだろうか。爆弾ではなく、ひとりの女生徒がもたらした惨劇の現場を──優毅は疑いを拭えない。この刑事は、知っていて真実を伏せているのか。

「じゃあ、遺体は確認されてないんですね？　ひょっとしたら、あの教室にいなかったとか、逃げて助かってるかも知れないんですよね？」

　母が泣き笑いの顔で盛本刑事に縋すがりつく。赤い目は、どこか虚うつろだ。

　だが、優毅は知っている。それは空むなしい希望だ。妹は確かにあの教室にいた。勇生の電話に残されたデータに智笑美を呼ぶ叫びも、智笑美自身の声もあったのだから。

「まあ、理屈の上ではそうなんですけど……。何しろ現状を確認しただけでは、遺体が何人分かも判断できないんですわ。現在、科か研けんがＤＮＡ鑑かん定ていで亡くなった人数を確認してますが、時間がかかりそうでね」

　戸惑って言葉も出ない盛本に代わり、岩切が答える。彼が語る遺体の損傷とは人数が判別できないレベルだ。それこそ挽ひきつぶされたミンチのように。

　現場に、確実に智笑美はいた。だが、優毅はそれを両親に話す事はできない。微かな希望に縋すがりたい気持ちは優毅も同じなのだから。

「彼女が、授業をさぼるような人だと思っているんですか？」

　冷たい声に優毅は振り向いた。石に刻んだように硬く乾いた表情で、勇生が父と母を睨にらみつけている。

「あ、あなた、智笑美の友達でしょ？　何でそういう事、言うのよ[image: ]」

「母さん、落ち着けよ[image: ]」

　金切り声で、母が勇生に掴つかみかかるのを、間に入った優毅が制する。

「彼女は言ってましたよ。両親は自分を壊れ物のように扱う。心配ばかりして、こっちも心を開けない、もっと普通に接してほしいって。しかも智笑美さんは、自分の方が悪いみたいに言ってました。あなたたちを安心させられないのは、自分に影があるからじゃないかって……。そんな事は全然ないのに」

「き、君[image: ]　失礼だろう[image: ]　どこの子だ[image: ]　私たちはあの子の親だぞ[image: ]」

　憤る父を、盛本刑事がなだめる。岩切刑事は無言でその場に立ったままだ。

「失礼なのはそちらの方です。僕には高出水勇生という名前があります。親だから無条件に子供を理解できるんですか？　子供の事を知っているんですか？　そんな事はありません。あなた方は、彼女がどれだけ悩み、その上で明るく生きようとしていたかを知らない。しっかり認識してください。智笑美さんは、死んだんです[image: ]」

「高出水くんっ[image: ]　親父も、落ち着けよ[image: ]」

　こちらの気持ちもわかる。わかるが、さすがに言いすぎだと優毅は思った。高出水勇生という少年は賢明で、礼儀正しいのかも知れないが、あまりに直接的すぎる。

「高出水……。ああ、ひょっとして、君、ハイファウントの？　高出水社長のお子さんか。あの人、確か創倫の理事だったな」

「父は関係ありません」

　微かに眉まゆ根ねを寄せながら、勇生が岩切刑事に振り返る。

　その言葉で優毅も思い出した。ハイファウント・ホールディングス──この一、二年、何件もの強引な企業買収でニュースをにぎわした会社だ。傘下に大手プロバイダや消費者金融などを収めている。ハイファウントという社名は、高出水社長の名前に因ちなんだものだった。

「とにかく、帰ってくれ[image: ]　ウチは今、立てこんでるんだ[image: ]」

「はい、今日は失礼します。正式な葬儀の日程が決まったら連絡してください」

「帰れ[image: ]　君なんかに、智笑美の葬儀に出てほしくない[image: ]」

「僕は智笑美さんの友人です。彼女を、送る資格はあります」

「資格があるかどうか、お前に言われる筋合いはない[image: ]」

「子供は親の所有物ではありませんよ。僕と智笑美さんの間の事を、あなたたちに規定する権利こそありません。僕は遺族ではなく、故人のために参列します」

　とうとう呼び名が「お前」になった父に、勇生は答える。冷静を装っているが、内側に明確な敵意──いや、軽けい蔑べつの意思が込められていた。

　玄関に向けて歩きだす勇生に優毅が追い縋すがる。両親は居間に残ったまま、見送ろうともしない。確かに、興奮した両親の前からは遠ざけるべきだが、妹の恋人としてもっと話を聞きたい。せめて次の約束をするなり、連絡先を確かめるなりしなければ。

「君、櫂原智笑美さんの友達なんだろう？　改めて詳しい話を聞かせてくれないかな？」

　盛本刑事も優毅に並び、勇生に声をかける。

「警察の方にお話しするような事はありません」

　勇生がブランド物の傘に手をかけたとき、不意にまたチャイムが鳴った。

「はい？」

　幅三メートル弱の狭い玄関ホールだ。言い争うふたりを押しのけるようにして優毅はドアを開けた。何の警けい戒かいもせずに。

　智笑美が、そこにいた。

　そう思ったのは、ほんの一瞬。

　同じなのは、ラベンダーグレイの制服だけだ。傘を差さずに歩いてきたのか。長い髪が顔や肩に張りつき、スカートの裾すそからは雨滴が滴したたり続けている。濡れた制服はうっすらと透すけ、下着の肩かた紐ひもの形が浮かんでいた。

「……君は？」

　妹の友人だろうか。しかし、異様な姿に優毅は思わず身構えた。

「やっぱり、ここだ。勇生くん」

　しかし、少女は優毅を無視して勇生に声をかけた。

「あたし、携帯壊れちゃって。公衆電話からおうちに連絡したら、帰ってすぐに出かけたって家か政せい婦ふさんが。だから、ここだと思って。やっぱりいたんだ。あたし、勇生くんの考えてる事、ちゃんとわかるよ。あたし、勇生くんをずっと探してたの。探さずにはいられなかったの。他の事は何もできなくて」

　濡れて下がった前髪が目元を隠しているから、表情は判別できない。ただ、口元を不自然な笑みの形に歪ゆがめながら、少女は優毅も盛本刑事も無視して譫うわ言ごとのように喋しやべり続ける。

「小宮くん……？」

　勇生が、目の前の少女の名を呟つぶやく。

「やだ。名前で呼んでよ。つぐみって。あたしとつきあってくれるよね？　だってもう智笑美死んじゃったんだから、勇生くんフリーだもんね。あたしの方が智笑美より何倍も勇生くんの事、好きなんだもん」

「はっきり言ったはずだ。僕は、小宮さんみたいな人間は尊敬できないし、関心も持てない。もちろん、つきあう気も……」

　そこまで言って、勇生の声が止まった。優毅も息を飲む。

　小宮。小宮つぐみ──その名前は、勇生に電話をかけてきた智笑美のクラスメイトではなかったか。この声は録音の中で智笑美の名を呼び、助けを求めていた声ではないか。智笑美の死を知っている彼女は、あの時智笑美と同じ教室にいたのではないか。

　妹と一緒に原形を留めない死体になったはずの少女が、何故ここにいる。警察発表もニュースも嘘だとしても、何らかの事件に関わった事は間違いないはずなのに。

　彼女は、何を言っている？

「離れろっ[image: ]」

　岩切刑事の大声が、優毅の思考を断ち切った。

　居間から飛び出し、腕のコートを払って銃を取り出す。

　拳銃ではない。七〇〇ミリを越える全長。下方に張り出したボックスマガジン。自動小銃を思わせる外観だが、ライフルでもない。獰猛な機能美を備そなえた、殺傷のためだけに絞りこまれた鋼はがねの構造物。

　フランキ・スパス15──イタリア製の軍用散弾銃。日本の警察が普通に用いる武器ではない。

　優毅は思わず壁に張りつく。指示に従ったというより見慣れない大型銃への恐怖からだ。勇生も同じ行動を取り、岩切とつぐみの間に狭いが射しや線せんの通る空間が生まれる。

　瞬間──岩切は何の躊ちゆう躇ちよもなく、片手で保持したスパス15のトリガーを引いた。

　抑よく制せいされていない、短く乾いた轟ごう音おんが雨音を破る。

　腹の部分から折られた姿勢で、つぐみが半開きのドアを弾いて外へ押し出される。

　放たれたのは通常の散弾ではない。散弾なら、近くにいた優毅たちも無事ではすまなかった。熊や猪いのししなどの猛獣相手に用いられる一粒弾だ。

　一二ゲージ散弾サイズの金属塊は重さ約三四グラム。単純に弾丸の重量だけ見ても、四四マグナム拳銃弾の倍以上。運動エネルギーは大口径ライフルにも匹ひつ敵てきする。

　優毅は動けなかった。

　何が起きている？

　この少女は本物の小宮つぐみなのか？

　何故刑事がショットガンを使う？

　どうして警告も威い嚇かくもなしにいきなり撃った？

「い、岩切巡査長？　君は一体？　その銃は？」

　盛本刑事も呆ぼう然ぜんと立ちつくしている。

「どいてください[image: ]　家の奥へ[image: ]」

　岩切はドアを閉ざそうとする──が白い指が割りこんで施せ錠じようを防ぐ。

　つぐみが立ち上がり、再び屋内へ進入しようとしているのだ。

　少女の腹から潰れた弾丸がぽとりと落ち、ドアの隙間を通って屋内へ転がってくる。

「くっ[image: ]」

　二メートル近い巨きよ漢かんの岩切がドアにタックルし、肩を押し当てて体重をかける。だが、少女の濡れた細い指がそれを押しのけていく。少しずつ。だが、確実にドアが開いていく。

「岩切巡査長[image: ]　何をしてるんだね[image: ]　やめなさい[image: ]」

　盛本刑事が岩切の身体にしがみつき、扉から引き剥はがす。

「引っこんでてください[image: ]　こいつは、普通の状況じゃないんです[image: ]」

　ミシっ[image: ]

　スチールと化粧合板のドアがきしみ、歪み、ひび割れる。白く細い少女の指の力で。

　盛本に答えて集中が途切れたのか。一気に扉が開き、岩切が跳ね飛ばされる。蝶ちよう番つがいが破壊され、櫂原家のドアが倒れて岩切にのしかかる。

　立っているつぐみは、相変わらず口元に引きつった笑みを張りつけたままだった。泥に汚れた制服は、腹の部分が裂けて穴が開いていた。しかし、そこから覗く肌は異様なまでに白い。赤黒い傷も、青黒い痣あざも、真紅の流血もない。

　ドアの外まで飛ばされたのは銃弾が肉体を傷つけず抉えぐらずに表面で止められ、エネルギーが全てつぐみを押し飛ばすために使われたからだ。

「逃げろ[image: ]　お前ら[image: ]」

　倒れたまま、岩切が優毅たちに叫ぶ。

「君、大丈夫か？」

「おじさん、邪じや魔ま。あたし、勇生くんに会いに来たの」

　不用心に駆け寄った盛本刑事の顔につぐみは手をかけ──一気に握りつぶした。

　壮年の刑事は、瞬時に頭の四分の一を失った。両目を中心にこめかみから額にかけて、小さな手で掴つかめる範囲が綺き麗れいに抉られている。

　皮膚、筋肉、骨、脳のう髄ずい。色分けされた構造が標本のように晒さらされた。断面の不規則な局面は、つぐみの指の形そのままだ。

「あが……？」

　何か言おうとしたのか。それとも大脳を失った延えん髄ずいがもたらした生理的な反射か。口から奇妙な音を漏らしながら、盛本刑事だった肉にく塊かいは倒れて血をまき散らした。

　血に濡れた、つぐみの手。それは、優毅に「あの事」を思い出させる。

「あ、ああ……わあっ[image: ]」

　勇生が悲鳴を上げ、尻しり餅もちをついたまま廊下を後ずさる。すれ違うように、ようやく優毅の両親が居間から出てきた。

「ひっ[image: ]」

　惨劇の光景に、母が父に縋すがって座りこむ。

「こちら岩切[image: ]　俺ンとこがビンゴだ[image: ]　すぐにハンターをよこせ[image: ]」

　無線機に叫びながら、岩切が再びショットガンを構える。だが、撃てない。

　彼とつぐみの延長線上に優毅の両親がいるのだ。

「智笑美ちゃんのパパとママね？　あたし、あなたたち嫌い。本当は智笑美ちゃんも嫌い。だから、あんな智笑美ちゃんを生んだり育てたりした人も嫌い。智笑美ちゃんがいなければ勇生君はあたしのモノなのに」

　つぐみは両手を差し伸べ、左右の手でそれぞれ優毅の父と母に触れた。

「母さん[image: ]　父さんっ[image: ]」

　叫び、反射的に飛びかかる。固めた拳をつぐみの後頭部に向けて、一瞬躊ちゆう躇ちよする。

　いいのか？　殴っていいのか？　大切な家族を守るためでも、この手で相手を傷つけるのは許されるのか？

　学んだのが柔道なら相手を無傷で取り押さえる事も可能だが、優毅が身に着けた程度の半端な空手ではダメージを与える以外に手段がない。

　少女を傷つけ、飛び散った血が両親の顔を汚す。怯えた父と母が、あの日の妹のように冷たい忌き避ひの視線を優毅に向ける──そんなイメージが、脳裏に瞬く。

　それでも、加速された拳は止まらない。

　妹と同じ制服を着た、妹と変わらない年齢の、妹と大差ない華きや奢しやな身体の少女の後頭部に正拳が飛ぶ。

　命中──しただけだ。

　すぐに拳を引いた優毅の手に残ったのは、奇妙な感触。素手が通じない鋼こう鉄てつの壁面のようでもあり、同時に手応えのないスポンジを殴ったようでもあった。

「あぐっ[image: ]　うがぁあああっ[image: ]」

　喉を引きつらせた異音を上げながら、優毅の父がミイラのように干ひ涸からびていく。皮膚は茶色く乾き、髪が抜け落ちる。スーツがだぶついていく。母は、既に乾ききって枯れ木のように折れて崩れた。

　ただの怪力だけでも信じがたいのに、この現象は何だ？

　混乱したまま、優毅は半ば本能的に玄関ホールから家の奥へと後ずさる。

「お前も、来いっ[image: ]」

　震えながら、それでも何とか立ち上がった勇生の襟首を掴つかみ、居間へと引きずっていく。

「智笑美ちゃんのお兄さん？　そうね。貴方あなたには聞こうかな。大人には言っても無駄なんだし。お兄ちゃん、何か願いはある？　命を捨てて、人間じゃなくなっても、叶かなえたい願いが何かある？」

　訊ねながら、つぐみはゆっくりと手を挙げた。盛本刑事の血に濡れた、得え体たいの知れない方法で両親を殺した手を。

「離れろ[image: ]　逃げるんだ[image: ]」

　岩切が叫びながら、更にショットガンを放つ。

　二発目、三発目──弾倉の六発を全て撃ち尽くす。

　猛獣をも仕し留とめる12ゲージスラグは衝撃で標的を激しく揺らし、二、三歩よろめかせこそすれ、つぐみの肌に食いこみはしない。跳ね返されるのでなく、身体の表面でほんの一瞬止まってから、そのまま真下に落ちる。彼女の身体は単に銃弾を拒んでいるのではない。物理法則そのものを拒否しているのだ。

「勇生くん、あたしとつきあってよ。もう智笑美、いないんだしさ」

　水と血を滴らせながら、つぐみは一歩ずつ勇生たちに近づいてくる。土足のまま廊下に上がり、開けっ放しのドアを蝶番から引き剥がして居間に踏みこんでくる。

「来るな[image: ]　来るな、化ばけ物[image: ]」

　恐怖に身体を強こわばらせ、立ち上がるのにもソファを支えにして、それでも相手を真っ直ぐに見据えながら勇生は叫ぶ。

「来るな……来るなって、化け物って……それ、あたしに言ってるの？　やっぱり智笑美ちゃんじゃなきゃ駄目なの？」

「ああ、そうだ[image: ]　来るな[image: ]　君なんか嫌いだ[image: ]」

「バカ[image: ]　適当に話合わせろ[image: ]　キレたら、そいつは……[image: ]」

　宣言する勇生に、岩切が叫びながら飛びこんでくる。

「あたしが？　あたしだから？　あたしは嫌い？　あたしじゃなきゃいいの？　勇生くんは好きになってくれるの？」

　やはり感情の込められていない、しかしそれは絶叫だった。

　つぐみの身体がビクンと痙けい攣れんする。肉が盛り上がり、濡れた制服の肩が膨ふくれる。ラベンダーグレイの布ぬの地じを引きちぎって飛び出したぶよぶよの肉塊が変へん貌ぼうし、人間の顔を形作る。

　優毅にも勇生にも見慣れた、智笑美の顔を。

　元の頭も膨れ、崩れ、飛び出した何本もの長い肉色の触しよく手しゆの先端に、本物よりひと回り小さな智笑美の顔がついていた。制服が破れて下着姿になった少女の上半身から、蛇のように伸びた首が踊る。

「勇生くん」

「勇生くん」

「ゆうきくん」

「ゆうきくん」

「ユウキクン」

「ユウキクン」

　歪んだ媚び態たいを帯びた顔で、いくつもの顔が勇生の名前を呼ぶ。

「や、や、やめろ……っ[image: ]　やめろーっ[image: ]」

　おぞましさに、勇生が絶叫する。

「どけっ[image: ]　ふたりとも[image: ]」

　岩切刑事が空になったショットガンを捨て、スーツの内側に吊つるしたホルスターから拳銃を抜く。

　Ｍ１９１１Ａ１・ＭＩＬ─ＳＰＥＣ。コルトガバメントをベースにスプリングフィールド・アーモリー社のパーツで改良した、無ぶ骨こつで引き締まった形状の自動拳銃。アメリカ海兵隊やＦＢＩでも用いられているモデルだ。

　だが、撃てない。優毅たちが近すぎる。

「ユウキクンユウキクンユウキクンユウキクン[image: ]」

　智笑美の形をした首が、一直線に岩切刑事へと伸びた。智笑美の顔が口を開く。いつの間にか、本物にはあり得ない鋭い牙きばが上下に並んでいる。

「ぐっ[image: ]」

　かわそうとした岩切の太ふと股ももに、五センチはある牙が突き立てられる。スラックスに鮮血がにじむ。己の脚を咀そ嚼しやくする頭に、岩切は至近距離で45ＡＣＰ弾をぶち込んだ。振り下ろしたハンマーで殴りつけたように頭が弾かれ、叩いた床板に亀き裂れつを入れる。

　テロリストや麻薬組織と戦う際にポピュラーな九ミリパラベラム弾の「護身用」サブウェポンでは貫通力は充分でもストッピング・パワーが不足のため、あえて時代遅れの大口径を導入した強引な力で相手を叩きのめすための銃だ。打撃力は大きい。

　しかし、やはり傷はない。

　衝撃は受けても、弾丸そのものは通じないのだ。

「堕壊コラプシヨン確認[image: ]　早く来てくれ[image: ]」

　急速に接近したサイレンとエンジン音が櫂原家の前で止まる。破れたままのドアから武装した一団が濡れた土足で踏みこんできた。

　岩切の叫びが即座に届いたのではない。連絡を受けて急行していた部隊がやっと到着したのだ。

　人数は四人。全員が身体にフィットした、オートレーサーを思わせる真っ黒なスーツ。胸や肩にも黒いプロテクターを装備し、濃いシールドのヘルメットで頭も守っていた。全員に共通しているのは、胸や袖に描かれた短剣を象かたどったエンブレム。比較的小柄なふたりの防具にだけはパーソナルマークもある。残りのふたりは、岩切ほどではないにせよ鍛えられた肉体の成人男性だ。

「櫂原くん、離れて[image: ]」

「え？」

　体格のいい男を押しのけて居間に洗われた乱入者が名前を呼ぶ。プロテクターには星を描いたマーク。ボディラインは女性のものだ。それも、若い。

　聞き覚えのある声に名前を呼ばれ、優毅は注ちゆう視ししてしまう。

　だが、声以上に注意を引いたのは、第一に彼女たちのコスチューム。第二に手にした銃だった。

　黒いウェアと防具は、駅前で会ったバイクの少女と同じ。

　そして、彼女が手にした銃。一見では大型のリボルバーに似ている。しかし弾だん倉そうのシリンダーが三つ、しかも互い違いに組みこまれていた。

　もうひとり。弓を引く射手のマークをつけている男の手にあるのも異様だった。銃口こそ正面を向いているが、銃身が途中で何度も折れ曲がっている。持ち主は、まだ少年と呼ぶべき体格だった。

　どちらも岩切が持っていたショットガンや拳銃とは違い、合理的な機能性を備えていない。仕組みを知らない子供が空想で描いた銃と前ぜん衛えい芸術家の想像を融ゆう合ごうしたかのような、銃以外の何物でもないのに実用の銃ではあり得ない形状。

　若い男が引き金を絞る。彼と、怪物と化したつぐみの間には、他の隊員がいるのに。

　乾いた発射音。銃口から光が迸ほとばしる。

　白い光はあり得ない軌き跡せきを描き、優毅を避けて怪物を直撃した。

「ユウキクン[image: ]」

　それは、悲鳴なのか。

　肩口が裂け、肉片と体液が飛び散る。体液だ。血ではない。色は、どす黒い。

「あたしもっ[image: ]」

　みっつ並んだ黒鉄色の円筒がそれぞれスロットマシンのドラムのように回転し、同時に静止する。少女の銃から放たれた弾丸が命中すると、つぐみの体表を白い氷の幕が覆おおい、ディテールを塗ぬりつぶす。幻影などではない。ハンドガンから放たれるなどあり得ない本物の氷だ。優毅の頬にも冷たい空気は届いている。

「今のうち[image: ]　櫂原君、下がって[image: ]」

「岬……なのか？」

　やっと思い当たる。この声は、教室で隣席の岬理緒だ。だが、いつもひとりきりで黙っている彼女と武装して化け物に立ち向かう目の前の姿が結びつかない。

「プリケリマ、リゲル[image: ]　ふたりとも接近しすぎだ[image: ]　一旦下がれ[image: ]」

　パーソナルマークのない男が叫びながら、銃を構える。

　岩切と同じフランキ・スパス15。こちらは普通の銃だ。軍用のショットガンがここで振り回されているのが普通と言えればの話だが。

「ユーゥーキークゥーン[image: ]」

　氷を破は砕さいしたつぐみの肉体は冷気で肉が赤く灼やけ、傷ついていた。だが、その傷がめくれ上がり更に変容していく。

　手も、足も、胴体さえ原形を留めない。肌色の蛇へびが無数に絡からみ合い身み悶もだえする姿。その蛇の頭は全て智笑美だった。ただし牙を持ち、舌を長く伸ばし、両眼がそれぞれ異なる方を向いたままで笑う冒ぼう涜とく的な笑顔の智笑美。

　人面の蛇が集合した、直径二メートル近い肉の球体が居間の天井に届くほどに膨れ上がる。テレビが、キャビネットが、押しつぶされ砕ける。

「わぁああああっ[image: ]」

　優毅は勇生の手を引いて逃げようとする。だが、背後はすぐにガラスだ。手が震えて二重ロックが上う手まく開けられない。

　かつては他人を死の寸前にまで追いやるほどの力があったのに、自分が危機の時には有効な行動が取れない。己の無力さが、優毅の焦あせりを更に増す。

「ユゥ」「ユゥ」

　「キィ」「キィ」

　　「クン」「クン」「クゥゥゥゥン」

　狂える女声合唱を歌いながら、無数の顔が踊る。そのひとつが、曲がった銃の少年に襲い掛かった。

「このぉっ[image: ]」

　奇怪な銃から光こう条じようを引いてまた弾丸が飛ぶ。

　一発、二発。続けざまにヒット。弾痕が穿うがたれる。

　だが、蛇形の首は止まらない。

　三発目を撃つ前に、射手は突然その場に膝をついて動かなくなった。ナイフのように前に伸びた牙がヘルメットとウェアの隙間に潜りこむ。鮮血が噴きあがり、射手が倒れる。智笑美の顔はそのまま噛みつき、痙けい攣れんする身体を放り投げた。

　焦る優毅にぶつかった時点で、それはもう息絶えた死体になっていた。触れると、体重は軽い。怪物の牙が留め具を切ったのか、ヘルメットが転げ落ちる。顕あらわになった顔は、やはり優毅たちと大差ない年齢の少年のものだった。

　だが、顔は死の苦痛に歪んではいない。奇妙に弛し緩かんした忘ぼう我がの笑顔だった。

　間近い血の匂いが、優毅の鼻び孔こうを突く。

　咄とつ嗟さに勇生を庇って、彼の視界から死体を隠す。

「くっ[image: ]」

　理緒の銃のシリンダーがまた回転し、静止する。

　今度放たれた弾丸は氷ではなく、炎を生んだ。つぐみの体表にまとわりついていた制服の残ざん骸がいが一気に燃え上がり、炭たん化かする。周囲の壁にも引火するが、絡み合った肉塊は大したダメージは受けていない。

　間近なカーテンにも火が移り、優毅は慌てて距離を取る。だが、怪物に近づく事もできない。部屋の隅に追いつめられるだけだ。

「馬ば鹿か[image: ]　屋内で火ぃ、使う奴やつがあるか[image: ]　消火、できるか？」

「あ……、はい。やってみます。いえ、やります[image: ]」

　苦しげな岩切の怒声を受け、異常に荒い息遣いで理緒が答えた。フェイスシールドを上げる。顕わになった汗まみれの顔は真っ赤に上気している。

　単に激しい運動のためではない。瞳は潤み、焦点がぼやけている。

　その目を燃える壁に向け、理緒は銃を構える。弾倉のシリンダーがまたカチカチと自動的に回転し、特定の位置にセットされる。

「う……っ。ああ……っ。あハぁっ[image: ]」

　トリガーを引いた瞬間、理緒が感極まった声を上げた。夢見るように、笑うように綻ほころんだ口から熱くとろけた息が漏れる。

　水蒸気が部屋に溢あふれ、炎が一瞬に消える。燃えていた壁は白い霜に覆われ、カーテンは凍って硬く強ばった。

　同時に理緒も膝を──いや、尻を床に押しつけるようにして座りこんだ。膝がだらしなく開いている。

　個人マークなしのふたりは優毅と勇生の前に飛び出して銃撃を続けていたが、そのうちの片方も智笑美たちの牙に襲われて流血し、のたうった。黒ずくめ男の肩越しに岩切刑事も拳銃を撃つ。怪物は、鬱うつ陶とうしげに首を巡らせるだけ。ダメージを与えているようには見えない。

　突然の妹の死。ショットガンを撃つ警察。目の前の化け物。武装したクラスメイト。

　何もかもが理不尽、理解不能だ。

　それでも、優毅に判断できた事がある。

　今、自分たちの命が危ない事。理緒や死んだ少年が使う異い形ぎようの銃なら、ショットガンの直撃さえ平然と受け止める怪物に通用する事。

　そして、その怪物が許しがたい存在である事。

　生への渇かつ望ぼう、死の恐怖以上に、智笑美の姿を辱はずかしめる敵への怒りが、優毅を縛る暴力への忌避を一瞬凌りよう駕がした。

「え？」

　しかし、血塗れで倒れている少年の手に銃はなかった。手はグリップを握り、トリガーに人差し指をかけた形で固まっているのに、どこにも曲がった銃は見当たらない。

　どこだ、あの銃は？　この少年が使っていたんだから、安全装置も外れている。トリガーを引きさえすれば発射できるはずだ。素人しろうとの自分でも、近づいて撃ちこめば。







[image: ]







　闇やみ雲くもに床の上を彷徨さまよって武器を求める優毅の手が、倒れている少年の手に触れる。

　指先に、針が触れたような感触。何かが背筋を這い上がる。

　少年の手を覆っていた黒い手袋が細かな繊維に解け、水がガラス面を伝い落ちるように優毅の手へと移る。

　否、その形容は正しくない。黒い皮ひ膜まくは重力に逆らって這い登っているのだから。

　黒いテクスチャは優毅の指先まで覆って手袋を形作った。縫い目もある。絹とも革かわともエナメルともつかない、奇妙な光こう沢たくのグローブ。テグスが織りこまれているかのように、光線の具合できらめきながら交こう錯さくするラインが浮かぶ。

　それは神経の模も式しき図ずにも精せい密みつな電子回路にも似ていた。

　また発生した理解不能の事実に戸惑う優毅の手が、熱を持つ。自然に握った拳が熱く疼うずき、内側から生まれいずる「何か」が優毅の指を押しのけていく。

「あ[image: ]　あぁああ、ああっ[image: ]」

　手の中に、ハンドガンが出現した。文字通りの『出現』、虚こ空くうからの実体化。三キロ近い確かな重みで優毅の手が下がり、思わず左手を添そえる。

　鈍にぶく鉄色に光るボディ。四〇センチはあろうかという四角く太いバレル。優毅の手に完かん璧ぺきにマッチするグリップ。シリンダー型の弾倉は見当たらない。一見の印象は大型のオートマチックだ。

　少年が持っていた曲がった銃には似ていなかった。もっと異様で、歪いびつな銃だ。

　ハンマーのあるべき位置には、巨大な「錠じよう」が組みこまれていた。南なん京きん錠とダイヤルロックの間に生まれたキメラとでも言うべき、複雑に絡み合った構造物だった。更に、銃口は熔けた鉄のようなもので塞ふさがれている。あたかも、弾丸を発射する事を拒否するかの如ごとく。

「これ……、銃か……？」

「櫂原くん、〈幻銃ガン・フアントム〉が出せるの？　撃って[image: ]　あいつを撃つの[image: ]　早く[image: ]」

　座りこんだままの理緒が、あえぎながら叫ぶ。

「ユユユユユヴヴヴヴヴキキククククククククン[image: ]」

　ボール状に絡み合った肉塊がじわりじわりと近づいてくる。エンブレムなしのふたりが放つショットガンは、一瞬の足止めにしかならない。

　理緒に言われた通り、立ち上がって見よう見まねで銃を構え、怪物と化したつぐみに向ける。

　だが、トリガーが引けない。手応えはあるが、堅く固定されていて動かない。

　ぞくっ。

　微かに引き金が動いた瞬間、奇妙な感覚が優毅の身体を襲う。首筋の辺りに生まれた痺しびれが、一気に四肢の先端へと迸っていく。

　長く堪こらえていた尿意を解放した瞬間のような、あるいは自じ慰いの射しや精せいの瞬間のような。最も強い絶頂の刺し激げきだけが何の予兆もなしに訪れるのにも似た、強烈で甘かん美びな快感。

　意志や感情とは全く無関係に、直接に、無遠慮に、力ずくで、快かい楽らく神経を直撃するインパクト。

　優毅は自分が片膝を突いているのに気づいた。

　いつの間にか、足腰から力が抜けていたのだ。

　この快楽は何だ。銃が、自分に与えているのか。

　この銃を、撃ちたい。溜まり、渦巻き、たぎっているものを解放したい。撃って、気持ちよくなりたい。目の前の敵を破壊したい──衝動が、欲望が脳を満たす。

　安全装置がかかっているのか。そう考えて、奇怪な「錠」をまさぐって見るが、スイッチに当たるものは見つからない。焦る指が震え、堅い表面を引っ掻く。

「撃てないなら、僕がやります。貸してください[image: ]」

　勇生が手を伸ばし、優毅の手に生じた銃を奪おうとする。青ざめた顔の中の瞳には、意志が溢あふれていた。恐怖を堪え、歯を食いしばり、怯え、逃げようとする身体を強引に駆動する精神の力だ。

　ビクン[image: ]

　勇生と優毅の手が触れた瞬間、手袋が脈みやく動どうした。

　その衝撃で、優毅は己を取り戻した。撃ちたい、発射したい、もっと強く引き金を引きたいという衝動が沈静していく。しかし、完全に収まったわけではない。喩えるなら、ちょうど半分になったような気分だった。

　心臓のように震える手袋から、表面の皮ひ膜まくが一枚剥はがれるように黒い色が分離し、勇生の右手に感染していく。優毅の時と同様、厚みのない漆黒の影が張りつき、立体化し、勇生の手に新たな手袋が生まれる。手袋だけではない。すぐさま銃が──理緒が言う〈幻銃ガン・フアントム〉が顕けん現げんする。

　曲がった弾丸を撃つ曲がった銃とも、封ふう印いんされた大型銃とも違う、新たな形だ。

　多銃身回転式機関銃──ガトリング銃をハンドガンサイズに縮小した形状。ただし、五本生えた銃身はそれぞれ長さも太さも異なっている。

　これも、あり得ざる銃だった。

「う、うぉあわああああああぁっ[image: ]」

　勇生がトリガーを引いた。

　不ぞろいの銃身が回転し、断続的なマズルフラッシュが瞬またたく。

　命中、命中、命中[image: ]

　射線の先で怪物の皮膚が抉えぐれ、絡み合う蛇体のひとつが千切れる。確かに効いている。しかし致命傷にはならない。

「あうっ[image: ]　うぁあっ[image: ]　んっ、んっ[image: ]」

　三発、五発、十発──勇生は撃ち続ける。

　腰ががくがくと震え、半開きの口から真夏の犬のように細こま切ぎれになった呼気が吐き出される。

　優毅が受けたのと同質の、より強烈な感覚が勇生を襲っているのだ。

　理緒の顔が高こう揚ようしていたのも、曲がった銃の少年が跪ひざまずいたのも、死してなお愉ゆ悦えつの表情を浮かべていたのも、全てこの銃の仕業だ。

「ジュヴギグゥゥフン[image: ]」

　散発的なダメージに己おのが形をぐずぐずと崩しながら、肉のボールが迫る。

　優毅がどれだけ力を込めても、やはりトリガーは動かない。

　勇生も限界に達し、銃を下ろし座りこんだ。短い息が途切れ途切れに漏れる。

「逃げて[image: ]　早く[image: ]」

　立ち直った理緒が再び銃を──彼女の〈幻銃ガン・フアントム〉を構えた。みっつの弾倉が回転し、炎でも氷でもない銃弾が放たれる。着弾点の肉が裂ける。

　しかし、怪物の動きは止まらない。

「退たい避ひだ[image: ]　退避優先[image: ]」

　拳銃を撃ち尽くした岩切が、傷ついた脚を引きずって叫ぶ。黒いウェアの男も倒れた仲間を引きずって玄関から外へ出ようとする。

　優毅も逃げたい。この銃が撃てない以上、逃げるしかない。しかし、下半身に力が入らない。撃とうとした時に浴びた快感で足腰が虚きよ脱だつしている。実際に撃った勇生の脱力は優毅以上だ。ぐったりと全身が虚脱し、辛うじて目だけで怪物を睨にらんでいる状態だった。

　しかも、出口の前には、蠢うごめく人面蛇の塊が立ちはだかっている。

「こちらプリケリマ[image: ]　堕壊コラプシヨンしたブレスレスは強力[image: ]　リゲルがやられました[image: ]」

　理緒が無線機に向かって息も荒く叫ぶ。彼女もようやく膝立ちになっただけ。走って逃げられる状態ではない。

「ｙｖｙｖｙｖｖｖｇｇｇｇｇｇ……ｇｇｇｇｇｇ[image: ]」

　怪物の叫びは、もはや人間の言葉には聞こえない。勇生や理緒の銃撃で受けた傷から滴る黒い液体は、血とは違う饐えた異臭を放っている。

「わ、わぁああああああああああっ[image: ]」

　優毅は悲鳴を上げた。

　自分はここで死ぬのか。妹の尊そん厳げんを蹂じゆう躙りんする怪物の牙にかかって。家族の死の理由も知らないままで。

　手に刻まれた鍛たん錬れんは役に立たず、手に生まれた銃は一度も火を噴かないままで。

　悔やみ、逡しゆん巡じゆんする優毅の背後で、ガラスを砕く音がした。

　居間の広い窓を突き破り、庭からバイクが飛びこんできたのだ。

　見覚えがある。漆しつ黒こくのカワサキＫＬＸ２５０Ｒ。

　理緒たちと同じ黒い装備のライダーが強引なカーブを切りながら飛び降りると、バイクは倒れたまま滑すべり、怪物に激突して止まった。

「ｇｙｖｖｖｖっ[image: ]」

　新たな敵に、怪物の動きが止まる。

　振り向いた優毅は、自分たちを救った者の姿を見上げた。

「大丈夫？」

　長い黒髪の少女が、濡れたヘルメットを捨てる。優しげで美しい顔を、怪物の前にそのまま晒していた。その表情に恐怖はなく、怒りはなく、気負いさえなく、ただ涼やかな眼差しで同世代の少女の顔を連ねた怪物を見つめている。

　間違いない。駅前で会った少女だ。この距離ならはっきりと判別できる。プロテクターの胸に描かれた盾型の紋もん章しようは落らく涙るいする美女の顔。エンブレムの上を、雨滴が滑り落ちる。

「ベネトナーシュ[image: ]」

　岩切刑事と理緒が、彼女の名を叫ぶ。

　同じ単語を口にしながら、ふたりの声に込められた感情は異なっていた。どこか安あん堵どしたような響きは同じだが、岩切はそれに苦渋が、理緒は嫉しつ妬とめいたものが混じっている。

「もう大丈夫。任せて」

　ベネトナーシュが黒いグローブに包まれた空の両手を構えると、空中に不意に武器が現れる。彼女自身の身長を上回る長大な柄の先端に取りつけられた銀色の刃。

　槍やり、いや薙なぎ刀なたか──優毅はすぐにその認識を改めた。

　あれは、銃剣だ。

　単なる柄に見えたものは、全長二メートルに及ぶライフルだったのだ。ただし長い銃身とグリップとストックが一直線に伸びているので、銃としては使いにくい形状。銃剣も単なるナイフではなく鉈を思わせる巨大さで、バレル先端の照しよう星せいさえスパイクのように長く鋭く突き出している。

　各所に精せい緻ちなアラベスク模も様ようが彫刻されているそれは、まるで海かい賊ぞくが使うフリントロックピストルと第二次大戦時の対戦車ライフル、そして中世の城門衛兵が手にするハルバードの融合物だ。

　禍まが々まがしくも優美な武器をベネトナーシュは軽く振るい、優毅たちの脇をすり抜けて怪物の前に進み出る。雨水が、彼女のコスチュームを一層艶やかに輝かせていた。

「来なさい、ブレスレス。わたしは、貴様たちを殲せん滅めつするために存在する」

　静かな、しかしそれは力強い宣言。

　ブレスレス──怪物の名を、優毅たちは初めて知った。

「ｖｖｖｖｖｖ[image: ]　ｇｇｇｇｇｇｇｇ[image: ]」

　閃[image: ]

　哮たけり狂う怪物に刃が奔はしる。

　蛇体のひとつが切り落とされて、智笑美の顔が床に落ちる。苦悶の表情を浮かべた後に、顔はどす黒い塊に変じて崩れた。

　ベネトナーシュは長い銃剣で異い形ぎようの肉塊を切り刻み、押し戻していく。

　間違いない──優毅は理解した。彼女が持っている長大なライフルも、それに備わった銃剣も、この手にあるのと同質のもの。

　あり得ざるものを倒すあり得ざる武器──〈幻銃ガン・フアントム〉なのだ。

　怪物──ブレスレスが何本もの首をベネトナーシュへと伸ばす。智笑美の形をした顔が、ほとんど裏返るほどに開いて牙を剥き出す。

　しかし、ベネトナーシュは黒髪をなびかせながら最小限のステップでブレスレスの猛攻をかわし、銃剣で首を切り落としていく。狭い屋内で長い武器という不利を感じさせない、華か麗れいでありながら無駄のない動きだ。

　斬[image: ]

　銃剣を振りかぶり、振り下ろし、横に薙なぎ、下から切り上げる。

　立て続けにブレスレスは八本の首を失った。

　それが、どれほどのダメージかはわからない。

　絡み合い身体を構成する首は無数なのだから。

「……あたしが[image: ]」

　壁を支えに立ち上がり、理緒が〈幻銃ガン・フアントム〉を構える。しかし、みっつのシリンダーの回転は遅く、不規則だ。

「下がって、プリケリマ。あなた、これ以上撃てる状態じゃないわ」

　ベネトナーシュのかたちよい口唇が開き、冷静に告げる。理緒は悔くやしそうに舌打ちしながら、そのまま壁に肩を預けた。

「ｙｖｙｖｙ、ｇｋｇｋｇｋｇｋ、ｎｖｖｖｖｖｖ[image: ]」

「消滅しなさい、ブレスレス」

　ベネトナーシュが〈幻銃ガン・フアントム〉を構えなおした。

　右手はグリップに、床しよう尾びを肩に押し当て、左手はストックに添える。グリップ部分が折れ曲がり、ストックとバレルがほぼ平行になる。痕こん跡せき程度だったトリガーが内側からせり上がり、飛び出したガードに保護される。ロックが自動的に外れ、スパイク状の照星が折り畳まれる。

　ハルバード型から、射撃に適したライフル型への変形だ。それでもなお、二メートルに達しようかという銃を立って構える姿は奇妙であり──同時に美しかった。

　ベネトナーシュが引き金を引く。

　銃口で閃せん光こうが弾ける。轟音が響く。空気が震える。

「ユゥキクゥゥゥゥゥゥゥン[image: ]」

　ブレスレスが──つぐみが──智笑美の顔が、名前を叫ぶ。

　それは未み練れんなのか。断だん末まつ魔まの悲鳴なのか。

　それとも、何の意味もないのか。

　肉のボールの中央に巨大な穴が開いた。ちぎれたいくつもの智笑美の顔が床に落ち、虚ろな眼差しで金魚のように口を開く。飛び散った破片と黒い体液はすぐに蒸発し、本体も崩れ、黒い粘土状の塊になっていった。

　腐臭が、漂う。

　櫂原家の床は、ブレスレスが変じた汚お泥でいと黒い武装集団の濡れた土足で汚れきっていた。

「一九時三分、状況終了。一体殲せん滅めつ確認」

「……あなたって、本当にいいとこ取りに出てくるのね」

　冷静に無線機に報告するベネトナーシュに、理緒が舌打ちする。

「最速で駆けつけたらこのタイミングになっただけ。あなたたちの状況はわかってた」

　ベネトナーシュと呼ばれた少女は、理緒が拾ったヘルメットのこめかみ──内蔵されたＣＣＤカメラのレンズ部を指差した。そのままバイクを起こし、入ってきた庭へと戻っていく。

「あ……あの、ありがとうございました」

　懸命に呼吸を整えながら勇生がベネトナーシュに一礼する。優毅も倣ならって頭を下げたが、彼女は振り向きさえしない。

「櫂原くん、大丈夫だった？　右手の力を抜いて。ちょっとコツがいるけど、それで〈幻銃ガン・フアントム〉は消えるわ」

　実演しながら理緒が説明する。彼女の手にあった三連シリンダーの銃が半透明になって消失した。まるで映画のＳＦＸだ。

　倣おうとしたが、優毅の指が強ばってグリップから解けない。

「優毅さん、できませんか？」

　勇生はすぐに理解して、即座に〈幻銃ガン・フアントム〉を消してみせた。ただし、自分の身に起こした現象が信じられずに、何度も手を握ったり開いてみたりと繰り返している。

「あ、ああ」

　固まった右手の指を左手で一本ずつ引き剥がしていくと、徐々に手にかかる重さが軽減され、小指を外す頃には鋼鉄に見える塊が半透明になり、画素が粗あらくなって消滅した。あらかじめ存在していなかったものが、元通りに消えた。

　ただ、黒い奇妙な手袋だけを残して。

　手袋を脱ごうとしたが、なかなか動かない。まるで皮膚に張りつき一体化してしまったみたいに。力任せに引き剥がそうとするが、上手くいかない。

「留め具があります。優毅さん、落ち着いてください」

　勇生に言われて、手の甲側の付け根がストラップで留められている事に気づく。奇怪な形で手の上に発生したものだが、形状は普通の手袋なのだ。

　脱いで、素手を見る。新しい傷や痣はない。空手でできたタコも元のままの、見慣れた己の手だった。

　急激な虚脱感が頭から爪つま先さきまで流れ落ちていく。快楽や焦しよう燥そうとは裏返しの、どこか後ろめたく、落ち着かない無力感。身体の中に通っていた芯しんが腐って崩れ落ちたような感覚だった。

　不安に胸を押さえる。鼓動が早い。それなのに、自分の命の実感は遠くなっていく。

「櫂原くんに、そっちの子も〈幻銃ガン・フアントム〉が出せたんだ。これから一緒に戦う事になると思う。よろしくね」

　教室では見た事もない明るい笑顔と濡れた瞳で、理緒が右手を差し出す。優毅は訳もわからないまま、素手で握り返した。

　暖かい──というよりは熱い。火ほ照てった手だった。

「助けてくれてありがとうございます。でも、そっちの子なんていう呼び方はやめてください。僕には、高出水勇生という名前があります」

　立ち上がり、名残惜しそうに黒いグローブを外して、勇生も理緒の手を握った。彼もまだ息が荒い。

「知り合いか？　けど、あんまりこっちの事を喋しやべるな」

「いいじゃないですか、岩切さん。ふたりとも〈幻銃ガン・フアントム〉を出せたんですよ。貴重なハンターとして、〈ＳＴＡＢ〉で一緒に戦う同志になってもらうべきです[image: ]」

　スタブ──それが理緒たちの組織の名か。落ち着いてみると、全員に付いている短剣をデザインしたエンブレムには〈ＳＴＡＢ〉の四文字がある。

　ＳＴＡＢ──その意味は、刃を突き立てる。息の根を止める。暗殺する。

「それを決めるのはお前じゃない。本人と、ディレクターだ」

　応急止血を終えた岩切にたしなめられ、理緒は口を噤つぐんだ。

　気がつくと、雨は一層の激しさで降り続いていた。雨音を突いて、遠くから更にいくつものサイレンが近づいてくる。

「さて、と。櫂原優毅くんに高出水勇生くん。ふたりとも、同行してもらう。見ての通り、君たちは普通じゃない事件に巻きこまれちまったんでな。高出水くんの家にはこちらから連絡する」

　怪け我がが痛むだろうに、笑顔を作って岩切が訊ねる。優毅はただ頷うなずくしかなかったが、勇生ははっきりと「はい」と声に出して答えた。

「伏せるべき特殊な出来事だというのは理解しました。しかし、何の事情説明もないままでは納なつ得とくできません。僕たちが当事者なら、知る権利があるはずです」

　岩切相手に物もの怖おじせず、勇生は胸を張る。理路整然として、迷いのない態度。優毅にはできない事だった。

　程なく数人の制服警官が現れ、死んだふたりの隊員や盛本刑事を担たん架かに乗せ、布を掛けて運んでいく。

「ハンターのリゲル、強行班の南みなみ隊員が死亡しました。それと、案内役だった所しよ轄かつの盛本刑事も。一般市民の被害者は二名。……はい。ブレスレスは淑鵬の事件で感染した小宮つぐみと思われます。それと新たなハンター候補と思われる人間が、ふたり確認されました」

　負傷した岩切や理緒から報告を受けた警官が、抑えた口調で無線に告げる。まるで四人程度の死者など問題ではないとでも言いたげに。

　更に現れた数人の白衣が汚泥と腐ふ汁じゆうと化したブレスレスの痕跡にピンセットを伸ばす。写真を撮る者や、ミイラと化した両親の破片をシャーレに拾い入れたりしている者。異常な死体なのに、何の疑問も抱かず淡々とルーティンワークをこなしていく。

「その前に」

　パーソナルマークのない黒服の隊員が、優毅たちに詰め寄る。

「その手袋を預からせてもらう。君たちには、まだそれを所持する権限はない」

　言われるまま、優毅は黒いグローブを差し出した。

　これは強い力だ。あの怪物を倒すほどの。そして同時に、強烈な快楽を押しつけてくるもの。強い引力と生理的な嫌けん悪お感かん。どちらも自分では制せい御ぎよできないほど感じる。それなら、他人に預けてしまった方がいい。少なくとも、当座は。

　だが、勇生は違った。

「もし、Ｎｏと言ったらどうしますか？」

　手袋を右手の指先にかけて訊ねる。そのままはめれば、〈幻銃ガン・フアントム〉が生まれる。

「不本意だが、力ずくでも拘こう束そくさせてもらう。危険な武器を野放しにするわけにはいかないからな」

　隊員が岩切と同じ拳銃を構える。トリガーに指がかかっている。本気だ。ヘルメット越しの目配せを受けて、理緒も戸惑いながら手袋をはめる。

「……本気じゃありません。形式的な質問です。指示には従いますよ」

　真顔のまま、勇生は手袋を差し出した。右手に銃を持ったまま、隊員は左手でそれを受け取り、傍かたわらの制服警官に渡した。アルミ色のトランクが開かれて優毅と勇生、更に理緒が脱いだ手袋を内部の小ケースにそれぞれ納め、施せ錠じようする。担当者が時刻と、手袋の回収を無線で本部に報告する。

「行きましょうか、優毅さん」

　外に待っているという車へと歩き出しながら、勇生はそっと顔を寄せた。

「僕はまだ、警察を完全に信用したわけじゃありません。今のやりとりだけでも、聞き出せた事があります」

　小声で耳打ちされ、優毅も考える。

〈幻銃ガン・フアントム〉は手袋なしでは発生しない。そして恐らく、〈幻銃ガン・フアントム〉はブレスレスと呼ばれた怪物以外も傷つけ得る。現に、理緒の〈幻銃ガン・フアントム〉から生まれた炎は櫂原家の調度を燃やした。だからこそ、部外者の自分たちだけではなく、理緒まで手袋を厳げん重じゆうに管理されているのだ。

　この状況で警察相手に挑発めいた事までして、真実をつかもうとする勇生の意志と知性に、優毅は感嘆と脅きよう威いを感じた。

「でも、この機を利用して智笑美さんの事を聞き出せるかも知れませんからね。謎のままで、いいはずはありませんよ」

　意志のこもった小声が、更に囁ささやく。

　そうだ。謎だ。まだ、わからない事だらけだ。妹の死も、目の前の事件も、ブレスレスも〈ＳＴＡＢ〉もベネトナーシュも。そして、自分の手に現れた〈幻銃ガン・フアントム〉も。

　だが、ひとつだけ確かな事がある。

　怪物の死は終わりではなく、より苛か烈れつで不条理な何かの始まりなのだ。







第二章　　殺戮者の巣







　優ゆう毅きと勇ゆう生きは、理り緒おと一緒に警察のワンボックスに乗せられた。病院に直行する岩いわ切きりは別の車だが、もうひとりの黒いウェアの警官──理緒は強行班員と呼んだ──が同乗している。後部のシートは一般車のような並列ではなく、左右の内壁に背中が張りつく、多くの人間を一度に運び、素す早ばやく乗降させるための車両だ。

　進路は、都心方面。

「ふぅ……」

　大きく息を継ぎ、理緒は社内に用意されていたタオルで汗を拭ぬぐい、アイソトニック飲料をあおる。溢あふれた細い流れが、口唇の端を伝って顎あごから喉元へと滑り落ちる。

「櫂かい原ばらくんも〈幻銃ガン・フアントム〉が出せたなんてね。〈ＳＴＡＢ〉のハンターは人手不足だから、新しいメンバーがふたりも加わるのは嬉うれしいわ。今日、リゲルが殉じゆん職しよくしちゃったしね。えっと、そっちの彼は？　櫂原くんの友達？」

　教室では見せた事のない表情と早口で、理緒は訊たずねてくる。戦いで身体からだが火ほ照てったのを冷ますため胸のプロテクターを外し、戦闘服のファスナーを少し下ろす。白いアンダーウェアが汗を吸って、うっすらと透けていた。

「……少し、黙っててくれ」

「あ……ごめんね。そうね。ご両親の事……」

「だから、黙ってろ」

　お喋しやべりな理緒を、優毅は鋭い口調で制した。

　現場を離れて落ち着いたせいか、心中に実感が湧き上がってくる。

　我が家で、目の前で起きた惨劇。怪かい物ぶつに変へん貌ぼうした少女。日常の手がかりは、全て失われてしまった。

　ふと、優毅は気づいた。

　確かに両親の死は目撃した。理不尽で非現実的だが、動かしがたい事実だ。だが、妹は──智ち笑え美みはどうだ？　智笑美の死は確かめていない。警察発表では生存者はいないという事だったが、父と母を殺した小宮つぐみだって、本来ならあの事件で死んでいるはずだ。

　それなら智笑美も何らかの形で生きているかも知れない。ただ、表おもて沙ざ汰たにできないだけで。それを確かめるためにも、この状況から逃げるわけにはいかない──拳に力が籠こもる。

「ブレスレスと言ってましたが、あの化け物の事ですか？」

　勇生は積極的に理緒に話しかける。

「ああ、それは……」

「プリケリマ、静かに。事情説明は、本部でディレクターが行う。高たか出いず水みくんも、そこまで待ってくれ」

　答えようとした理緒を強行班員が制する。

「はい」と短く答えて、彼女は俯うつむいた。

「Ｂｒｅａｔｈｌｅｓｓ──呼吸のないとか、死んでいるという意味ですね。それに、息をもつかせぬという意味もある」

　勇生が指摘しても、強行班員は答えない。

　奇妙な名だと優毅は思った。名前が性質に由来するとすれば息をしない怪物、死した怪物。あるいは、息を継げないほど興奮した怪物という事なのか。

　会話のないままワンボックスは走り続ける。聞こえるのはエンジンの唸うなりと、ルーフを叩く雨のリズムだけ。時々優毅が顔を上げると、強行班員は油断なく勇生や理緒、そして優毅自身を監視している。右手はいつでも拳銃を抜ける位置だ。理緒とは違い、プロテクターも着けたまま。

　そして勇生も、油断なく相手を観察していた。

　敵を睨にらむような眼差しで、強行班員の僅かな動きも見逃さぬように、装備品が示すあらゆるデータを記憶するべく。

　もしも完全な情報統制を望むのなら、移動中の優毅たちにもアイマスクくらいは被かぶせられるはずだ。自分たちが「捕虜」や「容疑者」ではなく、一種「参考人」あるいは「協力者」として扱われていると優毅は判断した。

　一時間以上も経たっただろうか。千代田区の官庁街、そびえ立つ警視庁ビルを選び、車は地下へ続くスロープを降りていく。

「降りてください」と、強行班員が告げた。

　理緒に先導され、地下駐車場から更にエレベーターで下る。表示はＢ６。本来、警視庁には地下四階までしか存在しない。ここは、存在しない場所だ。

　分厚そうな扉の前には、優毅が見た事もない機器が据すえられていた。理緒と強行班員が機械に向かい、掌しよう紋もんと網もう膜まくの認証、更にＩＤカードを提示。三つのチェックを終えて、ようやくドアが開く。二重ドアのうち、内側のものには理緒たち全員が着けている〈ＳＴＡＢ〉のエンブレムが掲かかげてあった。盾型の中に装飾された銀色の短剣を象かたどったものだ。

「〈ＳＴＡＢ〉か……。何の略だ？」

「怪物がブレスレスだから、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｔｅａｍ　Ａｇａｉｎｓｔ　Ｂｒｅａｔｈｌｅｓｓじゃないですか。対ブレスレス特別隊」

　優毅が呟つぶやいた疑問に、勇生が答える。ＬとＲを区別した流りゆう暢ちような発音だ。

「違うわ。後ろ半分は合ってるけど。サーチ・トレース・アンド・アナイアレート・ブレスレス」

　こちらはカタカナ読み。

「アナイア……？」

　捜索と追跡はわかる。最後の馴な染じみない単語を、優毅は繰り返した。

「Ａｎｎｉｈｉｌａｔｅ──殲せん滅めつする、根絶するという意味です」

　物々しいゲートの先は、普通のビルの内部とそう変わらなかった。さほど広くないアイボリーの廊下の両側に、無愛想なドアが並んでいる。壁や床にはそれなりに使いこんだ痕こん跡せきが見て取れる。

　突き当たりの「ディレクタールーム」と表示された部屋に優毅たちは案内された。中は八畳ほどで意外に狭い。待っていたのは、若い女性がふたり。

　正面の席に着いているのは二〇代半ばほどだろうか。ショートボブの髪と怜れい悧りな顔立ち、枯葉色のツーピースという出いで立ちは、ニュースショーでコメンテーターを務めるタレント文化人を連想させる。

　もうひとり、脇のソファに座っているのは白人女性だ。癖くせのある金髪を襟えり元もとで縛り、青いプルオーバーの上に白衣、眼鏡めがねをかけた姿は理系の大学生のようだ。かなり小柄で正面の女性よりも若い。ぐずる鼻を、ハンカチで隠している。

「ご苦労様、プリケリマ。あなたは下がって。さて、櫂原優毅くんに高出水勇生くん、報告は受けているわ。初めまして。わたしは狩かの野う奈な槻つき。〈ＳＴＡＢ〉のミッション・ディレクター──実戦指揮官です」

　奈槻が差し出した右手を、優毅と勇生は順に握り返した。理緒は、敬礼してから素直に退室していく。

「責任者、ですか？」

　意外な若さに驚きを隠せないまま、勇生が訊ねる。

「いいえ。あくまで現場の指揮官という事よ。組織全体を統とう括かつし、政府や一般警察とのパイプ役を務める人は別にいるわ」

「あたしはミア・クレイトー。アメリカ人よ」

　金髪が片手をひらひらと振った。まだ、鼻をハンカチで押さえている。

「ブレスレスの分析と研究担当として、本国から派は遣けんされているの。ごめんね、ちょっとアレルギー気味で」
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　まったく違和感のない流りゆう暢ちような日本語で挨拶しながら鼻をぐずらせ、ミアはソファを空けた。勧められるまま、優毅たちはその席に着く。暖かいコーヒーを全員に配り、ミア自身は奈槻の傍らに立つ。

「さて、と。何から説明したらいいかな。全部、君たちの常識に反する事だろうから」

「まず、ブレスレスとは何なのか教えてください。〈ＳＴＡＢ〉はブレスレスに対処するために作られたチームのはず。だとしたら、まずその説明が必要です」

「勇生くんの言う通りね。実際に堕壊コラプシヨンするところも目撃してるんだし、信じてくれるでしょう。あれは、人間が変じたもの。そして、人間の生命エネルギーを吸収し、殺すものよ。あ、堕壊コラプシヨンというのは、ブレスレスが人間の姿から完全な怪物に変わる事よ。ああなったら、パワーも上がるし理性は完全に消えるし、大変なの」

　奈槻の説明は、目まの当たりにした事実を言葉にしただけに過ぎなかった。明らかになったのは、優毅の両親がミイラ化したのは生命力を直接吸い取られたからだという事だけ。

「ブレスレスの発生はこれまで三度確認されている。三体、という意味じゃないわよ。一九八八年と二〇〇〇年の二度、ニューヨークで。そして今年、東京。今までに三度、ブレスレスは連続して発生している。連中がどういうふうに生まれるのかはわからない。生物学どころか、物理法則にすら反する存在。ただ明らかなのは、ブレスレスの犠牲者の中から新たなブレスレスが発生するケースがある事よ。今日の、小こ宮みやつぐみのようにね」

　奈槻は淀よどみなく説明する。データを完全に記憶しているようだ。

「吸血鬼のように……ですか？」

「実際に最初はヴァンパイアやグールと通称してた。呼吸も鼓動もないしね。だけど、変な先入観が付いちゃまずいって事でね。ブレスレスって呼ぶ事になったの」

　勇生の疑問に答えたミアは、更に説明を続ける。

　吸きゆう血けつ鬼きでも食しよく屍し鬼きでもない。餌えさにするのは血でも亡なき骸がらでもなく、生命そのもの。闇に潜ひそまず、太陽も十字架も恐れず、心臓に杭を突き立てたところで滅ぼせない。生きていないがゆえに、死からも遠ざけられた存在。

　至近距離でショットガンをぶち込まれても平気だったのを、実際に優毅たちは目撃している。

「アメリカじゃ核以外、ひと通り試したね。高圧電流に高温、低温、強酸、アルカリ、圧力、真空。コンクリートどころか、熔けた金属の中に詰めた事もあった。だけど、ぜーんぶ無駄。生化学反応で動いてないから細菌や毒物は実験するまでもなかったし」

　ミアが白衣の細い肩を大げさに竦すくめる。

　ブレスレスの身体は単に強きよう靱じんというレベルではなく、まるで無敵の皮膜で覆われ、保護されているように通常の物理的な干かん渉しようをキャンセルしてしまう。戦車砲の直撃でさえ、跳ね飛ばす事は可能でもダメージは与えられない。数トンの重りで押しつぶしても、金属の中に閉じこめても、やがてそこから這い出してくるのだ。

「だけど〈幻銃ガン・フアントム〉なら通じる──という事ですね」

　勇生は口唇だけで微かすかに微笑み、右手を己の顔の高さにかざした。質問ではなく、確認だった。

「そう。あなたたちも経験した通りね。〈幻銃ガン・フアントム〉だけがブレスレスにダメージを与え、殺す事ができる……この言い方は不正確ね。元々生きてないのに、今更殺すもないわ」

　奈槻が苦笑する。

「〈幻銃ガン・フアントム〉っていうのは、何なんだ？」

「それも、不明なのよねー」

　優毅の疑問に、ミアがひらひらと手を振った。

「原理も何もわからない。だけど、それしか手がないなら使うしかないでしょ？　幸い、過去二回アメリカで起きた事件で、ある程度の分析や運用ノウハウの確立はできてるし。細菌が発見されてなかった時代に、経験だけでワインやチーズを作ってたみたいにね」

　奈槻は人差し指だけを伸ばした右手を優毅に向け、片目をつぶった。落ち着いた雰囲気には似合わない、「バン」と戯おどけた口調で銃を撃つ真似をする。

「わたしも六年前に〈幻銃ガン・フアントム〉使いだったの。ニューヨークでの第二次ブレスレス殲せん滅めつミッションに参加していたわ。今、指揮官をやっているのも、その経験があるからよ」

「え……」

　意外な言葉に、優毅は思わず声を上げてしまった。確かに警察官らしくない若い女性が責任者というのは不自然だと思っていたが。

「一五歳だったわ。ホームステイ中に事件に巻きこまれて……ちょうど櫂原くんと同じよ。ホストファミリーがブレスレスに襲われて全滅してね。たまたま居合わせたわたしが〈幻銃ガン・フアントム〉使いになって。〈ＳＴＡＢ〉っていう名前じゃないけど、同じような役割のアメリカの組織にスカウトされて。ミアともそこで出会ったの」

「じゃあ、クレイトーさんも〈幻銃ガン・フアントム〉を？」

「ミアでいいよ、ユウキくん……って、名前で呼ぶとふたり一緒か。あたしは〈幻銃ガン・フアントム〉は出せなかったんだ。ブレスレスに襲われたのは、奈槻と同じだけどね。一四歳だけど飛び級で大学に通ってて。生化学専攻をしてたから、ブレスレスの研究員としてずっと関わってたわけ」

　一度だけなら異常な特例として見過ごしただろう。だが、アメリカは──人類社会は既に二度、ブレスレス発生を経験した。三度目があるかも知れない。そう考えた合衆国政府は、極秘にブレスレスそのものや対抗手段の研究を続けてきたのだ。

「まさか、三度目の現場が日本になるとは誰も思わなかったけどね。偶然、わたしが関わっていたから日本政府にも情報が伝わっていて、すぐに〈ＳＴＡＢ〉が結成できたわけ」

「質問があります」

　勇生は、律りち儀ぎに挙手をした。

「何？　高出水くん」

「つまり、ブレスレスは人類全体の敵になる怪物という事ですよね？　それなら、どうしてその存在を伏せているんですか。現に、淑しゆく鵬ほう女学院の事件には偽のニュースが流された。櫂原さんの件も同じようにごまかすんでしょう？」

「……多分、パニックとかを防ぐためだろ」

　その疑問は、優毅も考えていた事だった。推測が口をついて出る。

　ブレスレスが人間から変化するものなら、家族や隣人が知らぬ間にブレスレスになっている恐れもある。情報が広まれば、疑ぎ心しん暗あん鬼きからの殺し合いも起こる。

　多発する反政府テロと報道されている事件も、実際にはブレスレス絡みの情報を秘ひ匿とくするための欺ぎ瞞まんだと、優毅は確信する。

「それは理由になりません。だったら、〈幻銃ガン・フアントム〉以外でブレスレスは傷つけられない事も一緒に公表すればいい。普通入手できるバットや包丁で攻撃しても本物相手には無駄なんだから、身近な人間がブレスレスだと思ったら私刑にかけるより、警察に駆けこむ方を選ぶはずです」

「それは……理り屈くつだ。人間、そんなふうに冷静にはなれない」

　あくまで理性的な、演説めいた勇生の答に、右手の打撃ダコを見下ろす。

　瞬間的な衝しよう動どうで人は暴ぼう挙きよをなす。簡単に、過激に、取り返しのつかない行為を。

　それを、優毅は実体験として知っている。

　それだけではない。自分を怪物かも知れないと疑った相手と、家族や友達としてつきあい続けていけるだろうか。たとえ無実だと判明しても、一度刻まれた溝みぞは埋まらないのではないか。

　あの事件の後、罪には問われず、むしろ形の上では讃たたえられた優毅が、両親と疎そ遠えんになったように。

「ふたりとも、いい推測ね。賢かしこい子、お姉さんは好きよ」

「からかわないでください。本当の理由を教えてもらえないのでは、納得できません」

　微笑む奈槻に、勇生は立ち上がって抗議する。

「もちろん、理由はあるわ。ふたりとも、ブレスレスに襲われたとき、何か訊きかれなかった？」

「確か……願いはあるか……とか」

　堕壊コラプシヨンする前のつぐみはそう言っていた。勇生の電話にも、襲撃者が同じような事を訊たずねる声が記録されていた。

「さっき言ったわね。一種の感染で新たなブレスレスが生まれる。だけど、ブレスレスは吸血鬼じゃないって。エネルギーを吸われた者がみんな変わるわけじゃない。ブレスレスに変化するには、条件があるの」

「条件？」

「第一に、ティーンエイジャーから二〇歳過ぎまでの若者である事。第二に、絶対に叶えたい強い願いを持っている事。そして、ブレスレス化する事に同意する事」

「ま、過去のデータからの経験則でしかないんだけどね」

　指折り数えた奈槻に、ミアが補足する。

「じゃあ……俺おれの家を襲ったあの娘は……」

「僕ぼくの名をずっと呼んでました。いつも、僕にメールとか電話とか……。僕には、智笑美さんがいるし、あんなだらしない女は嫌いだと何度も言ったのに……」

　優毅の呟きに、勇生が吐き捨てるように答えた。

　絶対に叶かなえたい強い願いとは、その程度でもいいのか。勇生と恋人になりたい、愛されたいという願望は、あの少女にとって人間としての命と引き替えてもいいものだったのか。そこまで考えて優毅はかぶりを振った。

　小宮つぐみは、智笑美を誇張した姿に変じた。文字通りに自分自身を捨てた。優毅には理解できなくても、その思いの強さだけは本物なのだ。

　ブレスレス──呼吸しない者。息をもつかせぬほどの激しさで目標を追い求める者。

「ただひたすらその願いを叶えるためにブレスレスは行動する。一種の強迫観念になって苦痛すら感じるらしいわ。食事も睡眠もセックスもなし。ただ、ひとつの願いに駆り立てられるだけ。そして、願いが叶えられなくなった時に、単に暴れ回るだけのモンスターと化すの。わたしたちは、その現象を堕壊コラプシヨンと呼んでいる。あなたたちも見たでしょう？」

「現場で岩切刑事が言ってましたね」

　勇生の記憶力は正確で詳細だった。つぐみの言葉を勇生が拒絶した時に岩切刑事が慌てたのは、つぐみの願いを断ち切る事が堕壊コラプシヨンを誘発するからだったのだ。

「さて。その前提で、ブレスレスに関する情報を公開したらどうなると思う？　ブレスレスの性質、変化の条件、殺す手段。全部ね」

「増ぞう殖しよくのスピードが上がるという事ですか？」

「はーい。ご明めい察さつ」

　軽薄なミアの態度に、答えた勇生はまた眉まゆをしかめる。

　ブレスレス化を願う者だけがブレスレスになる。逆に言えば、願わず、同意しない者はブレスレスになれない。変化する資質があっても状況を理解せず、問いかけに答えられなければブレスレスには変わらない。

　いや。情報が広まれば積極的にブレスレス化を望む者さえ現れるだろう。学校や家庭で虐しいたげられ、迫害されている者が、不死身に近い身体と他人を殺す能力を求めるのは自然な事だ。しかも、復ふく讐しゆう自体が「絶対に叶えたい願い」となる。

　智笑美のクラスを襲った少女──篠しの田だ美み加かも、学校でいじめを受けていた。だからブレスレスと化したのだろうというのが奈槻たちの見解だった。動機を質ただす間もなく殲せん滅めつしたので、あくまでも推測だが。

「ヴァンパイアと呼ばなかった理由のひとつは、ブレスレスにとって同族を増やす事は目的ではないからよ。あくまでもエネルギー吸収に伴う副次的な行為。しかも、個体差はあるけれど、人間を襲うのも毎日必要というわけでもない。その上、変化の条件が限られていて増える勢いが限られている。特定の人口密集地にしか現れないから、わたしたちでも対処できているの。けど、ニューヨークの過去二回に比べると、今の数は多すぎるわ」

　奈槻は机き上じようからファイルを取り、開いた。

　六年前に彼女が経験した事件では、一年半の間に確認され、殲せん滅めつされたブレスレスは一八体──「一八人」とは数えない──だが、この半年余りに国内で確認されたのは今日の二件を含めて二一体。

「そんなわけで、〈幻銃ガン・フアントム〉を扱える人間はひとりでも多く確保したいというのが本音。ブレスレスの存在を公表できない以上、〈幻銃ガン・フアントム〉使いも内密に探してスカウトするしかないし」

　もちろん、拒否したからといって拘こう束そくなどはしない。黒い手袋は〈ＳＴＡＢ〉が保管するし、事件について口外しない事を約束してもらうが、と奈槻は付け加えた。

「当時のメンバーは協力してくれないんですか？　日本の事とは言っても……」

　己の右手と奈槻の顔を交互に見ながら、優毅が訊ねる。

「こちらも発現の条件はまるっきり不明。詳しい事がわからないという点ではブレスレス以上よ。でも、ひとつだけはっきりしているのは、ブレスレス化するのと同じ年頃の人間だけって事ね。だから、わたしにももう出せないし、当時の同僚もあてにならないわけ」

　奈槻は立ち上がり、優毅たちのソファに歩み寄った。

「参加してもらえるなら、給料も出すわ。一種のアルバイトと考えてもいい。まあ、〈ＳＴＡＢ〉は国家公安委員会の下にあると言っても超法規機関だから、労働基準法も無視せざるを得ないんだけどね。もちろん、訓練や出動のために時間を割さいてもらう事になるけど、むしろ普段は普通に学校に通う事を奨めるわ」

　ブレスレス発生の報が入れば、可能な限り素早く〈幻銃ガン・フアントム〉の使い手を現場に送りこまなければならない。そのため、当番制で常に何人かが待機しているのだ。

「プリケリマ──岬さんが時々休むけれどちゃんと授業に出てるのを、櫂原くんは知ってるでしょ？　もちろん診断書なんかはこちらで用意した偽にせ物ものなんだけど」

　アルバイト。それでいいのだろうか。元は人間だった者を秘密裏に攻撃し、滅ぼす行為をアルバイト扱いして──気がつくと、優毅の首筋は汗でぐっしょり濡れていた。

「やります」

　だが、逡しゆん巡じゆんする優毅とは逆に、勇生はきっぱりと即答した。立ち上がり右手を差し出し、奈槻がそれを握り返す。

「決断が早いのね、高出水くん。さて、櫂原くんはどうする？　強制はしないけど、櫂原くん、ご家族を一度に亡くして、ひとりでいろいろ大変でしょ。葬儀の手配や新しい住まい。こちらで力添えできる事も多いと思うんだけど？」

「そんなふうに、物で釣るようなやり方は感心できませんね」

　奈槻の言葉に反論したのは、〈ＳＴＡＢ〉の方針に従ったはずの勇生だった。

「ごめんなさい。だけど正直な話、わたしたちもなりふり構っていられる状況じゃないの。異常な増加傾向にあるブレスレス事件に対し、こちらの手て駒ごまは足りない。現在までに国内で確認されている〈幻銃ガン・フアントム〉使いは一一人全員が〈ＳＴＡＢ〉に参加しているけど、今日ひとり殉じゆん職しよく者しやが出たわ」

　リゲルと呼ばれていた少年の、頼りない身体の重みを優毅は思い出す。

　彼は優毅たちを守るために戦い、そして死んだのだ。優毅の手に現れた〈幻銃ガン・フアントム〉は、彼の遺産だ。

　形見を受け取った自分が、彼の犠牲の上に何もしなくてもいいのか。

「優毅さん、やりましょう。智笑美さんの──あなたの家族の仇かたきを討うつチャンスです」

　抑えた、しかし迷いのない口調で勇生が誘う。

「……わかった……わかりました……」

　ソファに座ったまま、頷うなずく。顔が上げられない。

「ありがとう、ふたりとも。今日はもう遅いし、高出水くんは自宅まで送らせるわ。櫂原くんのお家は現場検証や処理の最中だから、こちらでホテルを用意するわね。〈ＳＴＡＢ〉のメンバーとしてのレクチャーや検査は、後日改めてふたり一緒に行います。いいわね？　以後、任務行動や訓練中はわたしの事はディレクターと呼ぶように」

　最後のひと言は、それまでと口調が違った。表面は優しいが、背筋を伸ばした毅き然ぜんとした姿勢で放たれたそれは、戦闘部隊指揮官の言葉だった。

　空手道場での経験を思い出し、優毅は思わず立ち上がって一礼していた。

「そんなに硬くなる必要はないわ。逆に、任務以外の時は、狩野さんでいいんだから」

　もう一度態度を変え、奈槻は口元に手を当てて微笑んだ。




　薬物中毒者が発作的に民家に押し入り、たまたま家に居合わせた夫婦を密売拳銃で殺した──それが、優毅の家を襲った事件に与えられた「現実」だった。

　センセーショナルなニュースのはずだが、同じ日に女子中学校一クラス全員爆死事件があったため扱いは小さかった。純然たる被害者なのに犯罪に関わったのが穢けがれであるかのように、父の同僚も数少ない親戚も深い関わりを避けた。そのおかげで情報を秘ひ匿とくし、優毅を〈ＳＴＡＢ〉の一員とするのも、大した障害もなく進んだのだが。

　優毅と勇生が本部に呼び出されたのは、事件から一〇日が過ぎ、〈ＳＴＡＢ〉が用意したマンションへの優毅の引っ越しも済んだ日の午後だった。

「……本部、広いですよね。ブレスレス事件が発生してから建造したとも思えないんですが？」

　勇生が奈槻に訊ねる。

「この地下施設は、元々〈ＳＴＡＢ〉用というわけじゃないわ」

　現在の警視庁本庁舎が完成したのは一九八〇年。この時点で予測された大規模なテロ活動などに対応するため、非常時の司令部や特殊部隊の待機所などに使えるように用意された秘密の地下設備がこの場所だ。

「当時は、東西冷戦がまだ継続中だったし──冷戦って、知ってる？　わたしにとっても生まれる前の話だけど」

「はい」

　勇生が答え、優毅も頷く。資本主義と共産主義。世界がふたつの陣営に分かれ、水面下で覇は権けんを争っていた時代だ。核兵器が飛び交う最終戦争に人々は怯おびえ、アメリカや日本では個人で地下シェルターを用意する者まで実在した。

「それなら話が早いわ。そんな時代だったから対テロは防ぼう諜ちよう活動、国家中ちゆう枢すうの安全確保とも密着していて、こんな極ごく秘ひ施設が作られたのね。だけど、九〇年代に日本国内では予想外の形でテロ事件が発生したわ。外国勢力の破壊活動などではなく、ファナティックな国内勢力による無差別殺人として、ね。だから警察のテロ対策も様変わりして、ここは時代遅れの異物として使われなくなった。それを〈ＳＴＡＢ〉が流りゆう用ようしてるわけ」

〈ＳＴＡＢ〉本部として指揮、通信の統とう括かつを行う他、訓練所やブレスレスおよび〈幻銃ガン・フアントム〉を研究する施設もここにある。警視庁から隣の警察庁、更にいくつかの庁舎とトンネルで繋つながっているが、存在を知る者は各省庁でもごく一部。〈ＳＴＡＢ〉のメンバーにも、必要以外のルートは教えられないし、通行許可も与えられない。

「じゃあ、まずこれに着替えて」

　ライトグリーンの検査着を渡した奈槻を廊下に残し、優毅たちはロッカールームへと入る。中は、やはりありふれたものだった。ふたりが使うべきロッカーには、名前の書かれたラベルが張ってある。他のメンバー用には『ベテルギウス』『アンタレス』などのコードネームが記されていた。

「やっぱり立派な体格ですね。羨うらやましいくらいだ」

　シャツを脱いだ優毅の姿に、勇生が呟つぶやく。彼の方は色白で胸板も薄く、まだ男というよりも少年らしい体格だ。

「ん……まあな」

　空手はやめたが、日常的なジョギングや筋トレは続けている。身体を鍛きたえたり維持したりというよりは、体内にエネルギーが溜まらないように浪費するのが目的だが。
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「空手、中学時代に少年部の初段を取ったと智笑美さんから聞きました。素質もあったのに、どうして続けなかったんですか？　受験のために休止したなら、高校入ってから再開すれば良かったと思います」

「……強くなりたくなかったんだよ」

「どうしてです？　強くなるのはいい事じゃないですか。大切な人や自分自身を守れるし、不正に立ち向かう事もできる」

「まだ？　着替えが終わったらすぐに来て」

　外からかかった奈槻の声に、優毅は安あん堵どする。正直、好きな話題ではない。相手が妹の恋人でも──いや、だからこそ。

　勇生の、正しさが今の優毅には煩わずらわしかった。

「これからハンターとして行動する以上、動作は機き敏びんにね」

　廊下に出たふたりに、奈槻が命じる。

「ハンター？」

　説明する奈槻に、優毅は訊きき返す。理緒も使っていた言葉だ。

「〈ＳＴＡＢ〉に所属し、対ブレスレス任務に当たる〈幻銃ガン・フアントム〉の使い手をそう呼ぶの」

　狩人──ブレスレスは狩り、仕し留とめる対象でしかないという事だ。

「検査室」と書かれたドアを開ける。教室ほどの室内にはミアと、白衣を着た六人のスタッフが待っていた。

「えっと、どっちが先でもいいんだけど、先に発現したのは櫂原くんの方だったよね？〈幻銃ガン・フアントム〉、出してみて。この位置に立ってね」

　鍵付きの箱から手袋──コードネームは〈黒革ブラツクスキン〉──が取り出され、手渡される。同時に、肩や上腕に電極が取り付けられた。

　初めて手にした時の感触──異常な快感を思い出す。

　着けたい、出したい、撃ちたい。

　脳裏に衝動が走る。〈黒革ブラツクスキン〉と引き離された時の虚きよ無む感なんてどうでもいい。ただ、あの灼やけつくような、甘い炎でじりじりと焙あぶられるような、快感が眼球の奥で瞬またたく。

　薬物中毒から抜け出た人間を襲うフラッシュバックとは、こんなものだろうか。

「く……っ」

　右手を握りしめ、口唇を強く噛かむ。辛うじて理性を捕まえる。

「どうしたんですか、優毅さん。何なら、僕が先に……」

「い、いや。やるよ」

　深呼吸し、ゆっくりと指を開き、歯を食いしばりながら〈黒革ブラツクスキン〉を優毅は填はめた。心地よく湿り肌にぴったりと張りつく感触はいかなる布にも革にも似ていない。強いて近いものを探せば、生物の粘ねん膜まくだ。

　バジッ[image: ]

　指先まで通した瞬間、甘美な電流が延えん髄ずいを駆け上がる。痙けい攣れんし、仰のけ反る。あらかじめ口元に力を込めてなかったら、涎よだれを垂らしていたかも知れない。

　優毅の手に、巨大な銃が出現した。重みで下がりそうな右手に、左手を添える。

　複雑に絡み合った安全装置、四角く太い銃身、そして塞ふさがれた銃口。前と同じ形だ。

「安全のために、一度トリガーから指を外して」

「は……はいっ[image: ]」

　奈槻の指示に従い、人差し指をトリガーガードから抜いて伸ばす。

「へぇ……立派なもんね。これだけの大型、ちょっと前例がないわよ」

　眼鏡に指を当て、ミアが顔を寄せる。

「銃口が封印されているっていうのも珍しいわ。これ、現場では撃てなかったのよね？」

　奈槻の質問に頷く。望んでも発射できないが、安全のため銃口を下に向ける。

「ああ。真っ直ぐ上げてて。今、記録しているから」

　見ると、白衣の職員がスケッチブックを開いて鉛筆を走らせていた。もうひとりペンタブレットで何かを描いている者もいる。

〈幻銃ガン・フアントム〉は、文字通り一種の幻であって物理的実体はない。人間の目には見えるが、カメラなどには映らないのだ。

「だから、こうして形状は見た人が描くしかないわけ。今、重み感じてるでしょ？　でも、それも錯さつ覚かく。実際の質量はゼロなんだ。多分、精神のエネルギーが一種の映像として現れているだけだから、人間同士にしか見えないんだと思う」

　ミアに説明され、測定機器の表示を見る。床には重量計が埋めこまれていたのだ。確かに発現前と変わらない数値だが、同時に筋きん電でん位いは両手に三キログラム前後の重量がかかっている事を示していた。

　数分で形状の記録は終わった。続いて、イヤープロテクターを渡される。

「あそこに向かって撃ってみて」

　奈槻が部屋の奥を示す。ターゲットが用意されていた。優毅にはありがたい事に、人型のシルエットではなくただ同心円だけの簡単なものだった。

　あの時は、目の前に迫っていたとはいえ、敵は目の前で女の子が変じたものだ。その心理的抵抗があったのかも知れない──優毅はそう思った。

　だが〈ＳＴＡＢ〉に参加した以上、いつまでも「撃てません」では済まない。

「これ、安全装置がかかってるみたいで……外し方、わからないんです。それに、銃口も……」

「過去、〈幻銃ガン・フアントム〉に機械的なセーフティが存在した例はないわ。安全装置に見えるパーツがあっても見かけだけ。発現した時点で発射できるようになっているはずよ。撃ってみなさい」

　優毅の手元を観察しながら、奈槻が首を傾かしげる。

「は、はい……っ[image: ]」

　戸惑いながらも標的に向けて銃を構え、トリガーにかけた指に力を込める。だが、動かない。脳が揺さぶられ、奥歯が浮き上がるようなじりじりした感覚。

　気持ちいい。でも、もどかしい。

　この先に、もっと強い喜き悦えつがある。全てを擲なげうってもいい、快楽の爆発が。

　だが、トリガーは固定されたままだ。

「……は……っ[image: ]」

　気がつくと、足腰がぶるぶると震えていた。さっきは堪こらえた唾だ液えきが、半開きの口の端に溜まっている。

「ご、ごめん。やはり、発射できないみたいで」

　慌てて唾を飲みこみ、口元を拭いながら銃と頭を下げる。顔が熱いのは羞しゆう恥ちのせいか。それとも──。

「まあ、訓練しながら原因を探っていくしかないね。威力ありそうなんだけど、残念だな。はい、もういいわ」

　肩を竦すくめるミアの指示で、〈幻銃ガン・フアントム〉を消して手袋を脱ぐ。

「威力は、どこで判断するんですか？」

　自分の手袋を受け取りながら、勇生が質問した。出現させた〈幻銃ガン・フアントム〉は前と同じ、歪ゆがんだ多銃身型だ。スタッフが外観の記録を取り始める。

「〈幻銃ガン・フアントム〉はひとりに一種。最初に出たのと同じものが必ず現れる。それと、威力や機能は見た目を、見た目はハンターの性格や人間性を反映する事が多い。大口径で大型の〈幻銃ガン・フアントム〉は破壊力が大きいのがパターンね」

「じゃあ、僕のは弱いという事でしょうか？」

　勇生が手にした〈幻銃ガン・フアントム〉は複数の銃身を持つが、ひとつひとつの銃口は小さい。事実、小宮つぐみに決定的なダメージは与えられなかった。

「そうね。過去にも似た形のものはあったけど、ガトリングタイプは判断や行動が素早く、注意力に優れて総合的な状況判断ができる子に多いわ」

「子、という言い方はやめてください。僕はもう〈ＳＴＡＢ〉の一員です」

「ああ、ごめんなさい。まだコードネームが未定だから、つい、ね」

　勇生の尖とがった声に、奈槻は苦笑した。

　優毅は、自分の右手を見下ろしながら考える。

〈幻銃ガン・フアントム〉が使い手の性格を反映するのなら、理緒の奇妙なリボルバーが炎や冷気などさまざまな効果を発揮するのも彼女の内面を映しているのだろうか。半年、同じクラスにいても理緒の本当の性格などわからないが。

　そして、ベネトナーシュ。

　彼女が持つ、ハルバードに変形する長大なライフル。遠くから狙そ撃げきするライフルと、至近距離で切り結ぶための銃剣。矛む盾じゆんするふたつが融ゆう合ごうした〈幻銃ガン・フアントム〉を持つあの少女は、いったいどんな人間なのだろう。

　優毅に思い出せるのは彼女の冷たい横顔と、自分たちに一いち瞥べつも与えずに去っていく長い髪の後ろ姿だけだった。

「では、高出水くん。撃ってみて」

「了解しました」

　試射に移る。

「うっ[image: ]」

　トリガーを引き絞ると同時に、また強烈な快感が勇生の首筋を奔はしった。

　一動作だけで銃身が音もなく回転し、ターゲットに数個の穴が刻まれる。ただし、中央への命中は一発もない。外周ぎりぎりまでの広い範囲に散らばっていた。

「はぁ……はぁ……」

　火ほ照てった顔と荒い息で、勇生は銃を下ろす。まだ指示はないが、手にかかる力を支えられなくなったのだ。優毅のものに比べれば小型軽量だが、それでも一・五キロ近い重さがある。

「やはり破壊力はいまいちね。でも、フルオートだから命中率が上がれば一発ずつの力不足はカバーできると思うよ」

　ターゲット側に用意された測定機器のデータを見ながら、ミアが奈槻に報告する。

　安心と脱力で、勇生は膝をついた。

「いずれにしろ、ふたりとも訓練を受けてもらうわ。その感覚も、ある程度は慣れで耐えられるから」

「……は、はい……っ」

　奈槻の言葉に、勇生は〈黒革ブラツクスキン〉を脱ぎながら立ち上がる。

「現場でも発現したのは櫂原くんの方が先だから、こっちがＪＧＰ─12で、高出水くんの方がＪＧＰ─13で登録するよ。コードネームはどうする？」

　キーボードを打ちながらミアがふたりに訊ねた。

　ＪＧＰは「Ｊａｐａｎ　Ｇｕｎ　Ｐｈａｎｔｏｍ」の略、数字は発現が確認された順だ。

「コードネーム？　岬がプリケリマとか言ってた、あれですか？」

「〈幻銃ガン・フアントム〉とハンターには星の名前を付けてるの。基本はわたしが命名しているけど、本人の希望があれば聞いてもいいわよ。パーソナルマークも小お城ぎ嶋しまくんがデザインしてくれるわ。本業は医療検査のスタッフなんだけどね」

　さっき〈幻銃ガン・フアントム〉をスケッチしていた白衣の男が会釈する。

　理緒のプリケリマは牛飼い座イプシロン星で、意味は『最も美しいもの』。ベネトナーシュは北斗七星のひとつで『泣き女』の意だという。

「どうしても、必要なんですか？」

　優毅と勇生は顔を見合わせた。偶然、ふたりの言葉が重なったのだ。

「僕は、本名で活動したいんです」

　ちらりと優毅に目配せしながら、勇生が訊ねる。

「そうね。いくつか理由があるのよ」

　苦笑しながら、奈槻は説明した。〈ＳＴＡＢ〉は超法規機関であるため、活動は公おおやけにできない。特に、他に手段がないからやむを得ないとはいえ、未成年者を危険な任務に従事させている事は絶対に秘ひ匿とくしなければならない。現場で個人名を呼び、それを他人に聞かれたら、情報漏ろう洩えいのリスクが増す。

　黒い戦闘服とヘルメットは単なる防具ではなく、素す性じようを隠すためにも必要なのだ。

　また、非常措そ置ちで未成年を使っているが、彼らハンターが〈ＳＴＡＢ〉の活動に没頭しすぎる事を現場責任者の奈槻は望んでいない。遠くない将来、また平穏な生活に戻るべきなのだ。

　ブレスレスは短期間で滅ぼすべき敵。〈ＳＴＡＢ〉は一生を捧げる仕事ではあり得ない。

　戦いと日常の間に明確な一線を引き、けじめをつけるためにもコードネームは必要というのが奈槻の主張だった。

「もっとも、徹てつ底ていされているわけでもないけど。先日も、プリケリマがうっかり櫂原くんの名前を呼んでしまったしね。わたしとしてもみんなには普通の学生としての本分を忘れてほしくないし。任務行動や訓練の最中以外は、普通に本名で呼び合っても構わないわ」

「星の名前ですよね？　アルゴルは空いてますか？」

「ペルセウス座の？　ええ。使っている人はいないわ」

　勇生の問いに、奈槻が即答した。

「では、僕のコードネームはそれでお願いします。アルゴル、と」

「了解。高出水勇生、今からあなたの〈ＳＴＡＢ〉におけるコールサイン、およびＪＧＰ─13の呼称をアルゴルとします」

　奈槻の宣言を受け、ミアがその名を入力する。

「櫂原くんはどうするの？　希望がなければこちらで決定するけど、まだ実際の威力や効果がわからないとイメージが湧かないわね。最終的な決定は、実際の発射が確認されてからにするわ」

〈幻銃ガン・フアントム〉が出せるのに発射できないというケースは、過去に例がない。もし、結局発射できない──ハンターとして活動できないのであれば、貴き重ちような〈幻銃ガン・フアントム〉使いであっても〈ＳＴＡＢ〉での処遇も考え直す必要がある、と奈槻は言った。

　身長や体重、筋力肺活量などの簡単な検査や、血液サンプルの採取の後、理緒たちが着ていたのと同じ黒い戦闘服を渡される。〈黒革ブラツクスキン〉は、一旦回収された。

「今度はこれに着替えて。検査の疲れもあるでしょうから、二〇分後に射撃訓練場に案内するわ」

　言われた通りロッカールームに戻る。まず専用のアンダーウェアを着て、ふたりは戦闘服に袖を通す。サイズは事前に申請した通りで、身体にフィットし、あちこちにクッションパッドが仕込まれているが息苦しさは感じない。多少の重さが気になる程度だった。

「アルゴルか。どういう意味だ？」

　優毅にとっては知らない星の名前だ。着替えながら勇生に訊ねてみる。

「メデューサは知っていますか。ギリシア神話の」

　優毅は頷うなずいた。英雄ペルセウスによって滅ぼされた、見た者を石に変えるという蛇じや髪はつ有ゆう翼よくの怪物。

「アルゴルは、ペルセウスが掲げるメデューサの首にあたる星です。名前は、アラビア語で『悪魔』という意味。僕は、悪魔の力を使ってでも智笑美さんの仇あだを討つ。彼女を殺したブレスレスを、根絶やしにします」

　決意──というよりも確定事項のように勇生は告げた。

　ペルセウスはメデューサの首の魔力でアンドロメダ姫を襲った海の魔物や、自分を亡き者にしようとメデューサ退治を命じたポリュデクテス王らを石化したという。

　悪魔の名を冠した不条理の力を用いてでも目的を果たす──アルゴルというコードネームは、勇生の決意の現れだった。

　不吉な数字一三に与えられた、忌いまわしき悪魔の名。

「本当は、コードネームなんか名乗りたくなかったんです」

　勇生の真顔が、更に険けわしさを増す。

「彼女の……智笑美さんの仇を取るのは、コードネームで呼ばれる〈ＳＴＡＢ〉のハンターなんかじゃなく、僕というひとりの個人であるべきだと思ったんです。だけど、どうしても必要って言うなら、自分が納得できるものを名乗ろうって……。櫂原さんもそうなんですよね？」

「違う。俺はそこまで考えてたわけじゃない。ただ、何となくだ」

　コードネームの話に感じたのは、漠然とした違和感だった。

　勇生ほど明確に意識化できていたわけではない。それでも、別名を名乗る事で、何かをごまかしているような、逃げているような、そんな感覚だったのだ。

　やはり黒いハーフブーツを履はきながら呟つぶやく。各所に軟質素材の蛇じや腹ばら構造が用いられた動きやすいデザインだ。ただ、爪つま先さきや踵かかとの頑丈さが「戦闘服」である事を強く意識させる。手袋もセットになっていた。〈幻銃ガン・フアントム〉を生み出すものではなく、色は黒いが滑り止めの施された当たり前の左右セットだ。

「思い切るも何も、仇かたき討うちのチャンスじゃないですか。僕を失望させないでください。あなたは智笑美さんを救った英雄です。強い身体と心を持った人であるはずです」

「そんなのは、ただの買いかぶりだ。俺は弱いし、未熟な人間だ」

「謙けん遜そんしないでください。もし、本当に弱いのなら、もっと強くなればいい。智笑美さんが信じた通りの……僕が聞いていた通りの人になってください」

「勝手な理想を押しつけないでくれ」

　真っ直ぐに言葉をぶつける勇生。

　優毅は歯を食いしばり、目を逸そらす。

「さっきははぐらかされてしまいましたけど、教えてください。どうして空手をやめたんですか？　強くなりたくて始めたんじゃなかったんですか？」

「……話しておいた方がいいな。俺が何故空手を始めたのか」

　今まで、他人に話した事はなかった。知っているのは家族だけだ。だけど、両親も智笑美ももういない。智笑美の恋人だった彼は、知っておくべき事かも知れない。

　既に優毅と勇生は危険な戦いに身を投じる運命共同体なのだから。

「きっかけは三年前の……智笑美が小学五年、俺が中一の時だ」




　暑い、夏の日だった。夏休みの最中だ。

　事件そのものの記憶があまりに強烈だったせいか、前後のディテールは頭から消えている。覚えているのは、自分が木こ立だちの中にいるところからだ。

　確か、宿題の写生のために、智笑美がバスを乗り継いだ神社に行きたがったのだ。母親に言われて付き添っただけで、乗り気ではなかった。自分も遊びたい夏休みだったし、智笑美はしっかり者だし、もう五年生なのだから心配はいらないだろうと考えていたのだ。

　五年生に育ったからこそ、両親が心配しているとも知らずに。

　神社の建物をスケッチしている智笑美をひとり残し、特に何をするでもなく、近くの雑ぞう木き林ばやしの中を優毅は散歩していた。

　頭のてっぺんを射るように降り注ぐ日差しを避け、薄暗い木こ陰かげで涼すずもうとしたのだが、やたらと喚わめきちらす蝉せみのせいで不快さは収まらない。

　その蝉時雨しぐれが一瞬途と絶だえたのは、僥ぎよう倖こうだった。

　微かすかに聞こえた妹の声。「お兄ちゃん」と助けを呼ぶ叫び。

　空耳かと思った。それでも、万が一という事がある。一応母からも頼まれているのだし──その程度の気持ちで優毅は妹を残した場所へと走った。

　戻ると、スケッチブックと絵の具が乱雑に放置されていた。

「智笑美？　智笑美、どこだーっ？」

　何度も首を巡らせながら、叫ぶ。汗の温度が下がる。

　微かな物音に気づき、神社の裏手に走る。

　Ｔシャツ姿の若い男が、妹にのし掛かっていた。汚れた手で智笑美の口を塞ぎ、ジーンズを下ろして。ばたばたと振り回される智笑美の脚からも、スカートが外れて白い下着が見えていた。

「わ……っ[image: ]　うわああああっ[image: ]」

　判断は、しなかった。何も。

　大声を出せば相手が驚いて逃げるとか、誰かが聞きつけてくれるとか、そんな考えはなしに、ただ瞬間的に胸から頭までを満たした熱が、叫びとなって口から漏もれた。

　近くにあった大きな石を両手で拾い、振り向きかけた男の頭に振り下ろす。

　手応え。衝撃。

「わあっ[image: ]　わっ[image: ]　わっ[image: ]　わああああっ[image: ]」

　四度、五度──何度か、もうわからない。

　妹に跨またがったままの頭に大石を叩きつける。

「ひっ[image: ]　ひぃいっ[image: ]　あうぅぅっ[image: ]」

　顔に、なま暖かいものが飛び散る。汗に似た、汗よりも濃い臭いが鼻に飛びこむ。

　まだ腕は止まらない。ほとんど自動的に頭上と正面を往復する。

　脳の中でバルブが緩ゆるむ──いや、外れる。何かが垂れ流しになっている。

「わぁっ、わぁっ[image: ]　わぁっ、わぁっ[image: ]」

　上げ、下ろし。上げ、下ろし。引きつった二拍子を、何度吠ほえただろうか。

　頭の天てつ辺ぺんがじりじりと熱い。その熱さが心地よい。己の芯しんが暖まり、自我を包んでいる硬いものがとろけて流れ落ちていく。

　むき出しの、敏感なものが、拘束を離れ、踊り狂っている。

「やめて[image: ]　もう、やめてお兄ちゃんっ[image: ]」

　智笑美の悲鳴が、優毅の思考を引き戻した。

　目の前には、両腕でも庇いきれずに頭から大量の血を流して動かない男。そいつと折り重なり、顔を真っ赤に染めた妹の震える顔。

　鼻や口から、男の血が流れこんだのだろう。何度もむせながら、優毅に懇こん願がんしている。もう、やめてと。

　鮮血に濡れた顔の中、ぼつんと黒い瞳が怯えた色で優毅を見上げていた。

「これ……俺が……？」

　智笑美の上に倒れた男は口から小さな血の泡を吐き、びくびくと痙けい攣れんしていた。

　まだ、生きている。

　慌てて男から飛び退のく。血色に変わった石を投げ捨てる。数秒、呆ほうけた後で男の身体を智笑美から引き剥がす。

　ずっと蝉が鳴き続けている事に、優毅は今更気づいた。




「結局、警察や救急車を呼ぶ事は、智笑美に言われるまで思いつかなかった……」

　呟つぶやきながら、無意識のうちに優毅は両手をさすり合わせていた。まるで、何かを拭い去るかのように。

　相手は優毅よりもひとつ上の男だった。それまでにも近所で小さな女の子を人目のない場所に連れこみ、裸にして写真を撮ったり撫なで回したりしていた。そんな変質者がいるという噂うわさを耳にしていたからこそ、母は優毅を智笑美に付き添わせたのだ。

「じゃあ、智笑美さんが女子校に入ったのは……」

「ああ、この事件が原因だよ。俺は、あの時の智笑美の目が忘れられない。血ち塗まみれになって、震える声で俺にやめろと訴える目が……」

　怯おびえていた、智笑美の揺れる眼まな差ざし。

　強ばった口唇から紡つむがれる弱々しい声。

　優毅の心に刻印された罪の記憶。

「確かに、驚いてしまったのかも知れません。でも、彼女はあなたに感謝してました。その……事に及ぶ前にくい止めたんでしょう？」

　勇生には珍しく言葉を濁にごした質問に、優毅は頷いた。

　智笑美の他にも被害にあった女の子の証言も得られ、相手の男は警察に捕まった。加害者被害者ともに未成年であり、男がこれまで直接の性行為に及んでいなかった事もあって報道は控えめだった。相手に重傷を負わせたにもかかわらず優毅は一切処罰されなかった。警察から受けたのは注意だけ。両親はぎこちなく賞賛さえした。

　もちろん、報道もされなかった。

　ブレスレス事件の真実が隠されたように。あるいは、淑鵬女学院惨殺事件の前には一家皆殺しが霞かすんで目立たなかったように。

「……だけど、怖かったんだ。智笑美以上に、俺が自分自身を恐れた。妹を守るためとはいえ、発作的にあんな事をしてしまう人間だって事が。智笑美が止めなかったら、多分俺は相手を殺していた。ガキの頃から、割とカッとしやすい質だったしな」

　実際には、自制が強すぎると優毅を評する者もいる。例えば、智笑美がそうだった。

『お兄ちゃんは我慢しすぎ』と子供の頃から妹は言っていたが、優毅自身は納得できない。幼稚園や小学校の頃、ささいな事から取っ組み合いの喧けん嘩かになるのは珍しくなかった。体格のいい優毅が一方的に相手を圧倒し、すぐ勝負がつくので結果的に怪け我がが少なくすんでいただけだ。

　そして、教師に叱しかられるのも決まって優毅の方だった。争いの原因は問題ではない。強い方が、相手を傷つける力を持っている事そのものが非難されたのだ。

「相手は小さな女の子を襲うような屑くずでしょう。正しい事をしたのに、そんなに自分を責める必要はありません。むしろ誇るべきです」

　勇生の言葉はただの慰めではない。強い、賞賛の意志がある。

「だからって、動けなくなるまで殴っていいわけがない。だから、鍛えて強くなればあんな無茶苦茶な暴力じゃなく、必要最小限のダメージだけで相手を制せるんじゃないかと思ったんだ」

　まだ、勇生には言えない事がある。

　正気に返った瞬間、己の顔が笑っていたという事。

　心からの笑顔かどうかは、優毅自身もわからない。ただ、口元が緩ゆるんでいたのだけは確かだ。そして、智笑美が怯えた事も。

　正義の怒りなんていう綺き麗れいなものではない。暴力の衝動に身を委ゆだねる快感。理性や自制を捨て、脳内麻薬の出るに任せる悦よろこび。それは、確かに優毅を支配していたのだ。

「それで、空手ですか」

「親父の知り合いに道場やってる人がいてね。成長期だったのが良かったのかな。身体がますますでかくなるのと一緒に、腕も上がって段位も取れた。けど、不安だった」

　優毅は打撃ダコが残る手をかざす。

「確かに強くなってる。だけど、心は大丈夫か？　あの時みたいな事があれば、今度は空手で鍛えた拳で相手を殺してしまうんじゃないか？　そう考えたら、強くなるのが怖くなった」

　試してみるわけにはいかない。妹の身や自分自身を危険に晒す事でしか、本当の意味での『心のテスト』は不可能なのだから。そして、試行の結果が出るのが何よりも恐ろしかった。

　無ぶ骨こつで巨大、しかし発射できない〈幻銃ガン・フアントム〉は、優毅の内なる強い暴力衝動とそれに対する忌き避ひの現れだ。

「もっと自信を持ってください。優毅さんは正しい事をしたんです。そして、正しい事をより正しく実行するために力を求めた。それは、何も間違ってません。智笑美さんの英雄だった人が、自分を卑ひ下げしたりしないでください」

　言葉の最後は、ほとんど命令じみた強さが込められていた。

「……行こう。もう、時間だ」

　まだ数分残っているが、これ以上話を続けるのが優毅には苦痛だった。




「うん。ふたりとも似合ってるわね。射撃訓練場はこっちよ」

　本来の警察用語では「射しや場じよう」だが、不正規の未成年が参加する〈ＳＴＡＢ〉ではよりわかりやすい呼び名を用いていると、奈槻は付け加えた。

　黒い戦闘服はケブラー繊維にポリエチレン・グリコールを染みこませ、特殊加工したものが主な材料だ。この繊維は、通常は柔軟だが一定以上の強い衝撃が加わると瞬間的に硬化し、数秒後に復元する性質を持つ。更に、要所には軟質硬質のさまざまな素材と形状の防護タイルが縫ぬいこまれている。

「普通のボディアーマーは小口径高速弾や榴りゆう弾だんの破片のように、鋭く小さなものを防ぐのが主目的だけど、ブレスレス相手の戦いではそれじゃ不充分。プロテクター含め、全身を衝撃から守る仕様よ。むしろ、レーシングスーツに近いわね」

　説明に続いて、ＩＤカードを渡される。身体検査の際に撮影された写真がプリントされ、名前や年齢、性別、血液型、更には〈幻銃ガン・フアントム〉のナンバーなどが記載されている。

　ただし、優毅の方には空くう欄らんがあった。未定のままのコードネームだ。

「以後、本部内ではホルダーごと胸に着けるように。身分証明になるだけでなく、各種施設を使用する時のキーも兼かねているから。もちろん、出動する時は隠して。顔を隠してる意味がなくなるし」

　案内された射撃訓練所で、さっそくカードをセンサーにかざして扉を開く。中には理緒と、松葉杖を突いた岩いわ切きりがいた。

「岩切巡査長、それにプリケリマ。新人のハンターです。この訓練所と、各種施設の使い方を教えてください。その後は、ふたりとも上がって結構」

「あ、櫂原くん[image: ]　よかった。正式にハンターになったんだね。高出水くんも」

「高出水くんはアルゴルよ。櫂原くんの方はまだ未定」

　イヤープロテクターを外して振り返った理緒に説明し、後を岩切に任せて奈槻は立ち去った。

「では、改めてよろしくね。アルゴル」

「よろしくお願いします、プリケリマ」

「え？　ああ、こちらこそ」

　踵かかとを鳴らし、背筋を伸ばして握手を求める理緒に、勇生は素直に応じたが、優毅はどうも居い心ごこ地ちが悪く、ためらうような態度になってしまった。

　半年以上も同じクラスにいて、ほとんど会話らしい会話をした事もなかったのに、どうして〈ＳＴＡＢ〉本部ではこんなに明るく、積極的なのだろう。疎そ遠えんとは言えずっと馴な染じんでいた本名ではなく、コードネームで呼ばれる事にも違和感を覚える。ましてプリケリマと呼ぶのには抵抗がある。優毅にとって、彼女は岬理緒なのだから。

「あの。岩切さん、あの時はありがとうございました」

　優毅は深く一礼する。このふたりは、いわば命の恩人なのだ。

「ああ。堅くなるな。こっちは仕事だからな」

「でも、その怪我……」

「そんな深い傷じゃない。今は、リハビリ代わりに教官の真ま似ね事ごとだ」

　たった一三人──もとい。ナンバーは一三まであるがひとり殉職しているから一二人のハンターだけで〈ＳＴＡＢ〉の活動が成り立つわけはない。

　ブレスレスとの戦いで敵を牽けん制せいして貴重なハンターを守り、支援する強行班。ブレスレスの恐れがある者を探し、追跡し、証拠や感染経路を探る捜査班。ミアたち科学研究班。その他、通信や事務のスタッフも存在する。

　しかし、あくまでも超法規──公にはできない秘密機関だ。一般警察や自衛隊から選えりすぐった人員で構成されているが、あまり人数を増やすわけにはいかない。関わる人間が多ければ、露ろ見けんするリスクも増す。どうしても少数精鋭でいくしかない。

　素人であるハンターの射撃や格闘技の訓練のために専任の教官を当てるほどの余裕はなく、強行班員が兼任するしかないのだ。

　もちろん彼らも指導するだけではない。大型拳銃Ｍ１９１１Ａ１・ＭＩＬ─ＳＰＥＣやフランキ・スパス15散弾銃、更にはサブマシンガンなど、強行班員が一般の警察では使用されない銃器のトレーニングのためにここを利用する。部屋に染みついた硝しよう煙えん臭はそのためだ。

「櫂原くんは、確か空手の経験があるんだったな。シューティングレンジの隣は格闘技訓練場だ。脚が治ったら揉もんでやるよ」

　岩切が分厚い手で優毅の肩を叩く。格闘技と言っても〈幻銃ガン・フアントム〉以外通用しないブレスレス相手に殴る蹴るを期待されているのではない。戦いの中で素早く判断し、敵の攻撃を避けるための身のこなしを磨くのである。心身を鍛える道場ではなく、無味乾燥な訓練所という名称も〈ＳＴＡＢ〉という組織の体質だった。

　ここでのトレーニング、そして任務の全ては相あい容いれない敵を駆く逐ちくするためのもの。曖あい昧まいな精神論が混じる余地などない。

「はい。ふたりとも、これを。首に着けて」

「何ですか？　何だかマッサージ機に似てますね」

　奈槻がトランクから出したのは拳銃が二丁。ただし、ボルトで奇妙な鉄塊が取りつけてある。それと、パッド付きのコードが二本伸びた小型の箱。

「原理は低周波マッサージ機と同じよ。この銃はモデルガンだけど、トリガーを引くと電波が発信される仕組みになっている。それを受信すると、この装置からパルスが流れるの」

　優毅は言われるままパッドを首筋に当て、腰のベルトにボックスを取りつけた。

〈幻銃ガン・フアントム〉の発射には強烈な快感だけではなく、体力の消しよう耗もうを伴う。訓練のたびに実際の〈幻銃ガン・フアントム〉を用いていてはハンターの疲労が大きい。そのために考案されたのが、この装置だ。

　モデルガンも、さっき測定したそれぞれの〈幻銃ガン・フアントム〉の体感重量と同じ重さになるように調整してある。今日のところはこれで間に合わせるが、いずれ形状まで再現した訓練用のダミーも個別に制作されると奈槻は言う。

　言われてみると理緒が持っているのも、優毅の家で見た弾倉が三つ並んだリボルバーと形は同じだが、全体が白一色で塗られている。

「櫂原くん、構えてみな。〈幻銃ガン・フアントム〉は普通反動がほとんどないから、両手で標的に向けてしっかり構えて、トリガーを引く。映画みたいに横倒しにしたり、飛び回りながら撃ったりする必要はない。まず、何回か丁てい寧ねいに試してみて、その銃の感触をつかめ。何しろ、普通の理屈が当てはまらないからな」

　普通のハンドガンは正しく狙えば二五ヤード（約二三メートル）先の目標に命中するようにサイトの位置などが設計されている。しかし、ひとつひとつ形が異なる〈幻銃ガン・フアントム〉にはそのセオリーは通用しない。殉職したリゲルの銃は弾丸がホーミングして目標に命中したし、優毅のＪＧＰ─13にはそもそもリアサイトが存在していないのだ。

　岩切に教えられた通り、肩幅程度に脚を開き、銃を二〇メートル先の標的に向ける。

「櫂原くんの家でもそうだったけど、ブレスレス狩りは屋内での混戦になるケースが多いんだ。それにあたしたち素人だし、〈幻銃ガン・フアントム〉は乱発できないしね。だから、標準よりも短めの距離で確実に当てられる事が優先」

　見本のつもりで、理緒は先輩らしく、優毅たちよりは多少は様になった構えを示す。

　標的は、今度もただの同心円。あの日優毅たちが見た、雨に濡れた少女とも妹の姿を歪ゆがめた怪物にも似ていない。

　撃つ事に何の抵抗も痛つう痒ようも感じさせない、無意味な幾き何か学がく模も様よう。

　心を静め、深呼吸し、岩切に教えられた姿勢でトリガーを引き絞る。

　強力なパルスが、首筋を駆けめぐった。

「あうっ[image: ]」

　筋肉が引きつり、足元がよろける。

「本物の発射感覚とは違うけど練習だから。数をこなすと、馴なれるよ」

　少し潤んだ、どこか夢見るような眼差しで理緒が優毅の肩をさする。

　馴れる──馴れてしまっていいのか。

　あの異様な快感に。相手を殺す──いや、狩るという行為に。

「一種のシミュレーターだ。効果音と一緒に銃口からレーザーが出て、着弾ポイントを判定される。〈幻銃ガン・フアントム〉には発射時の反動がないから、こういう形で訓練するのがいいそうだ。まあ、初めてにしちゃ筋すじがいいな」

　岩切の説明を受け、顔を上げる。ターゲットの外縁に、赤いランプが点滅していた。

「僕にも教えてください」

　勇生に請われ、岩切が基本姿勢を教えた。両手でグリップをしっかりとホールドし、トリガーを引く。二、三度の痙けい攣れんと同時にターゲットに複数のランプが点った。優毅よりも更に中心からは遠い。

「……連射機能まで再現してるのか……」

　首筋を押さえながら、勇生が呟つぶやく。手にしているのは〈アルゴル〉を象かたどったものではない汎はん用ようタイプだが、側面には単発連射の切り替えスイッチがあった。

「訓練だもん。なるべく実際の発射フィーリングに近くないとまずいでしょ？　あたしの《プリケリマ》の火とか水が出るのは再現できないけどね」

　必要なら実際の〈幻銃ガン・フアントム〉との手ごたえの差を申請するように、と理緒は付け加えた。

「わかりました。とりあえず、今感じた限りでは問題ありません。パルスは、もっと強くできないでしょうか？」

「ここのダイヤルで調整できるけど、無理しない方がいいよ。あたしも、初めは最弱から始めたんだし……。それに、本物の〈幻銃ガン・フアントム〉と練習用じゃ全然感覚違うじゃない？　これはただショックを感じるだけだけど、本物はもっとこう……背骨に甘いものが流れるみたいっていうか、足の裏が地面から浮き上がるっていうか……。アルゴルも、わかるよね？撃った事あるんだから」

　熱っぽい口調で同意を求める理緒は、岩切が一瞬眉まゆをしかめた事に気づいていない。

「訓練を重ねて馴れるというなら、早く馴れてしまわないといけませんから」

　勇生は口元を結び、パルスのレベルを最強にする。模も擬ぎ〈幻銃ガン・フアントム〉を構えなおし、ターゲットを狙う。

　偽造の、乾いた発射音が三度。ターゲットに現れた光はひとつ。それも有効範囲ぎりぎりだ。残りの二発は、完全に逸それていた。

「プリケリマの言う通りだ。基礎もできてないうちに、無理に背伸びしたって効果は上がらない。最初は弱いので馴れていけ」

「いえ……やります。一日でも早く、現場に出られるハンターになりたいんです」

「いいから、レベルを下げろ[image: ]　お前らハンターは確かにブレスレスに対する切り札だが、現場でも訓練でも、俺たちの支持に従う義務がある。命令だ[image: ]　まず、初級訓練としてパルスを弱めろ[image: ]　無理に背伸びしたって効果は上がらねえぞ」

「……了解しました」

　スイッチを調整し、射撃を続ける。二発、三発。助言とも叱しつ責せきともつかない岩切の声を受けながら、光の弾だん痕こんは徐々に中央に近づいてきた。

　自分でも模擬銃を撃ちながら、優毅はちらりと勇生の横顔を見た。

　勇生の顔に、不満そうな表情はない。納得してもいない。最初に会った時に見せられた、生徒手帳の証明写真を思わせる乾いた無表情だった。何の感情も伴わず、ただ蒸じよう留りゆうした意志だけを封じこめたような。

　その表情に、優毅は見覚えがあった。

　勇生の表情という意味ではない。別の誰かが、これと同じ顔をしているのを確かに見た事がある。

　その疑問の答は、すぐにやってきた。

　射撃訓練室のドアが開く。戦闘服姿の女性が、足音も立てずに入室する。

「ベネトナーシュ……」

　思わず名前を呟つぶやく。

　黒い戦闘服。長い黒髪。何かを閉じこめた穏やかな無表情と、対ついを成すかのような涙する女性の顔を象かたどったエンブレム。

「何よ、あなた？」

「待機当番が終わって、射撃訓練に来ただけ。岩切さん、確認をお願いします」

「ん？　ああ」

　つっかかる理緒に静かに答え、ベネトナーシュは岩切の眼前でケースから手袋を出した。優毅たちとは違う一対のセットだ。それを填はめると、彼女の手の中に巨大なライフルが現れる。訓練用ではない、本物の〈幻銃ガン・フアントム〉。

　彼女の名前と同じ、コードネーム《ベネトナーシュ》。

　銃剣は装備されているが、ストックが適切な角度で折れ曲がり、フロントサイトのスパイクが折りたたまれた射撃モードだ。

「ＪＧＰ─02、射撃訓練開始します」

　宣言しながら、手元のコンソールを操作する。五〇メートル先に、新たなターゲットが出現する。

　ベネトナーシュは、静かにトリガーを引き絞った。乾いた発射音が響き、標的の中心に、正確に穴が穿うがたれる。模擬ではなく、本物の〈幻銃ガン・フアントム〉での射撃訓練のターゲットは電気じかけではなく、枠に固定された標的用紙だった。

　続いて第二射。ベネトナーシュの顔は穏やかなままだ。酔っているようにも、耐えているようにも見えない。〈幻銃ガン・フアントム〉を撃っているのに。

　穴は増えていない。まったく同じ位置に命中したのだ。

「ラスト」

　小声で宣言し、ベネトナーシュはもう一度〈幻銃ガン・フアントム〉を撃った。

　最初の穴が、ほんの少し大きくなっただけ。口笛を吹こうとしたのか、岩切の口唇からかすれた息が漏れた。

「命中三発。規定スコアのクリア、確認願います」

「問題なし。規定目標クリア、だな」

「ありがとうございます」

　岩切の承認だけではない。奈槻やミア、あるいはそれ以外のスタッフがこの部屋をモニターしているのだ。青いランプの点灯を確認し、ベネトナーシュはグローブを脱いで鍵付きのケースに収納する。

「あ……あの[image: ]」

　ドアに手を掛けるベネトナーシュは、優毅の声に立ち止まった。

「何か？」

「あの時は、助けてくれてありがとう」

「別に。任務だから」

　返事はそっけない。

　あの日、ベネトナーシュは淑鵬女学院の事件に対処するために出動した。だが、現場への到着前に篠田美加によってブレスレス化した別個体が存在する事が状況や目撃証言から推測された。だから彼女は美加を駆逐した後、そのまま「容疑者」の足取りを追っていたのだ。優毅に出会ったのも、その途中の事だ。

　岩切たちが手分けして関係者のところに張り付いたのも、もちろん別個体──小宮つぐみの所在をつかみ、処理するため。

「俺も、それから彼も〈ＳＴＡＢ〉に所属する事になった。よろしく頼む」

「そう……」

　返ってきた答はそれだけ。長い髪を翻ひるがえし、ベネトナーシュは部屋を出ていった。

「何よ、あいつ。せっかく新しい仲間が挨あい拶さつしたっていうのに[image: ]」

　理緒が、露ろ骨こつに不満げに毒づく。

「よし……三人とも、そこまでだ」

「三人ともって、僕は問題あるような発言はしていません」

　抑えた声で岩切に反論する勇生の顔には、表情が戻っていた。あからさまな不満。理不尽への抗議の念だ。

「そうじゃねえよ。射撃訓練をそろそろ切り上げろって言ったんだ」

　言われる通り、優毅たち三人は模擬銃を専用のロッカーに片づける。ここの施錠にもやはりＩＤカードが必要だった。

「さて、と。本部内の案内係をディレクターにおおせつかってるんだっけ」

　微笑みながら、理緒は優毅たちを連れて本部内を案内する。

　既に利用したロッカールームや検査室。格闘技訓練所。医務室もあるができるのは応急処置だけで、本格的な負傷は警察病院に運ばれる。ブレスレスや〈幻銃ガン・フアントム〉に関する分析や研究も、本部の設備だけでは不充分なケースは柏の科学警察研究所で行う。

　どちらにも〈ＳＴＡＢ〉の活動について熟知しているスタッフが少数いて、極秘かつ優先的に動いてくれるというのが理緒の説明だった。

　出動当番の待機室はふた部屋。ハンター用と一般の強行班員用が分けられている。優毅たちも遠からず使う事になるハンター待機室は淡いグリーンの壁で、シンプルなデザインの家具が置かれていた。テレビや本棚、机まである。

　殺さつ風ぷう景けいで狭かったロッカールームから、パイプ椅子が並んでいるような文字通りの「控え室」を想像していた優毅には意外だった。

　頻ひん発ぱつしているとは言っても、ブレスレス事件が毎日起きるわけではない。ほとんどは待ちぼうけだが、非常時のために当番が控えている必要がある。そこで、退屈しないようにある程度の私物持ちこみも認められているし、学校の宿題も片づけられるように辞書や参考書も揃そろえてあるのだ。

「そいつらが、今日入った新人か？」

　ソファに座っていた黒いウェアの男が立ち上がる。高さも、胸の厚みも優毅に劣らない体格だ。派手にならない程度に脱色した髪は肩に届くくらい長い。鋭い目で、優毅を睨にらみつける。

「俺は村むら瀬せ。コードネームはベテルギウス。お前は？」

　プロテクターの胸には握りしめた拳をデザインしたパーソナルマークがあった。

「櫂原優毅。コードはまだ決まっていない」

「は？　何だよ、そりゃ？」

「〈幻銃ガン・フアントム〉がまだ発射できないからな」

「はははっ[image: ]　それじゃ役立たずじゃねえかよ[image: ]」

「よしなさい、ベテルギウス。櫂原くんも、あたしたちと一緒に戦う仲間よ」

「撃てないんだったら、仲間として用が足りるかどうかわかんないだろ」

　ふん、と鼻息を鳴らしてベテルギウス──村瀬はそのまま椅子に戻った。勇生の方には最初から興味がない。しかも、それをわざわざ態度で強調している。

「ま、よろしくやろうよ。いずれ当番で組む事もあるかも知んないしさ」

　もうひとり、雑誌を広げていた茶髪の女性ハンターはデネブの藤ふじ村むらと名乗った。大きめのピアスが目につく。こちらのマークは翼を広げた白鳥だ。

「足手まといにならなきゃいいがな。そっちのチビも」

「今日のところは案内だけだから、じゃあね[image: ]　ベテルギウスも、少しは控えてよね」

　また険けん悪あくなムードになりそうなのを、理緒は慌てて言い繕つくろいながらドアを閉めた。

「ごめんね。あいつ、プライド高いっていうか。空手の有段者で、自分がいちばん強くなきゃ気が済まないところがあるんだ。櫂原くん、体格いいから格闘訓練とかで一緒になったら絡まれるよ、きっと」

　理緒の言葉に、優毅は小さく頷うなずいた。ああいう手合いは道場にもいたのだ。

「狩野ディレクターの上に、総責任者がいると伺うかがったんですが、その方の部屋は？」

　話題を変えるためか、勇生が訊たずねる。

「吊つる木ぎ司令？　あの人はここにはいないわ。元々警察庁のキャリアで、あっちにオフィスがあるんだって。〈ＳＴＡＢ〉と本庁の調整が主な仕事で、滅多に下りてこないわね。だから、実際には奈槻さんがここをまとめて、取り仕切ってるのよ。さ、最後はここ。あたしたちのささやかな憩いこいの場」

　ひと回りしてたどり着いたのは、最初のロッカールームの隣にある喫茶室だった。小さなガラステーブルを挟んでソファを向かい合わせたボックス席が四つあるだけの部屋だ。冷蔵庫やドリンクサーバーが設置され、電子レンジも置かれている。

「ここの飲み物とかは無料なんだ。でも、使いすぎちゃまずいけどね。何か飲む？」

　勇生はブラックコーヒーを、優毅は野菜ジュースを注文した。男ふたりが隣り合い、向かいに理緒が座った。彼女の飲み物はスポーツドリンクだ。

「無人なんですね」

「食堂の人雇ったり、外から出前取ったりできないもん」

　二四時間体制で何人もの人間が待機しているから軽食を取る設備は必要だが、秘密を守るためにはできる限り関わる人間を減らさなければならない。だから、ここで取れる食事は冷凍ピラフやカップラーメンばかりなのだ。この他にももっと広い休憩室や仮眠室もあるという。

「そういや彼女の腕前、凄すごかったな」

「ベネトナーシュ？　確かに強いわ。ハンターの中でトップだと思う。どういうわけか当番も他の人より多いしね。けど、あたし、あの女嫌い。奈槻さん──ディレクターの方針にも従わないし。彼女、本名も教えてくれないのよ[image: ]」

　ソファに背を預け、戦闘服を緩めた理緒が紙コップのドリンクをあおる。

「本名？」

「あたしたち、コードネームだけじゃなくお互いに本名も知っておく必要があるのよ」

　学校がある者──ほとんど全員──はできる限り学校にも通い、〈ＳＴＡＢ〉のハンターに専念せず、自分の日常を大切にしろというのが奈槻の方針だ。だから、ハンター同士が街でばったり出会う事もある。互いにコードネームしか知らなければ不自然な事になるし、完全に他人のふりをするのも難しい。

「さっきのふたりも名乗りましたし、プリケリマさんも最初に現場で会った時に優毅さんに声をかけてましたね」

「あれはまあ、あたしのミスなんだけどね。本当は顔を見せないようにしなきゃいけないんだけど……ほら、〈幻銃ガン・フアントム〉撃つと熱くって。つい、風が欲しくなるの。アルゴルならわかるでしょ？」

　理緒の目が潤うるむ。

「身体が熱くなるのはわかりますけど……僕はまだ、実戦装備での射撃を経験していませんから……」

「そのうちわかるよ」

　目を細めて笑っているのは高校生の岬理緒なのか、ハンターのプリケリマなのか。

「けど、ベネトナーシュだけはまるっきり正体不明。ＩＤにも本名が書かれてない。格闘技訓練してるのを見た事ないし、ヘルメットも最初から着用しない事が多いの。どうして奈槻さんがあいつだけ特例許してるのかわかんないわ」

「そのくらいにしておきなさい」

　喫茶室のドアが音もなく開き、奈槻が入ってきた。

「な……ディレクターっ[image: ]」

　理緒が立ち上がり慌てて敬礼し、勇生がすぐそれに倣ならう。優毅も続こうとしたが、奈槻が片手を上げて制した。

「座りなさい。確かに危険な任務に携たずさわるチームだから規律は必要だけど、わたしはあなたたちにプロフェッショナルになってほしくないの。やむを得ず力を借りているけれど、あくまでも普通の中学生や高校生である事を忘れないで。要は、命令をきちんと守るべき局面とそうでない局面をきちんと区別して。実戦や訓練中はともかく、本部内だからと言って警察や軍隊みたいな階級組織じゃないわ」

　優しく微笑みながら、奈槻はサーバーからエスプレッソを汲くんだ。

「は、はい。ディレクターっ」

「行動時以外は名前で呼んでくれた方が嬉しいな」

「はいっ、奈槻さん」

　理緒が表情を輝かせた。奈槻は、エスプレッソのカップを持ってそのまま出ていく。

「ディレクター……奈槻さんを尊敬してるんですね」

「そうよ。だってあの人、二二歳で〈ＳＴＡＢ〉の指揮官なのよ[image: ]　アメリカでブレスレスと戦って勝ち抜いたあたしたちの先輩じゃない[image: ]　美人だし、頭いいし。あたしたちがあんな怪物と戦えるのも、奈槻さんの指揮が的確だからよ[image: ]」

　早口で喋しやべって喉が乾いたのだろう。理緒はドリンクを飲み干し、二杯目を用意する。

　彼女は、優毅たちのようにブレスレス事件に巻きこまれたのではない。今年の三月、たまたま落とし物のバッグを警察に届けたとき、書類の作成に紛れて検査され、〈幻銃ガン・フアントム〉使いである事が判明したのだ。

　もっとも、こういう形でハンター候補を探すのは効率が悪い上に変な噂が広まる恐れが大きいという判断から三か月ほどで取りやめになったのだが。

「もし、ハンターになって奈槻さんに出会わなかったら、あたし、すごいつまんない人生送ってたと思う。みんなを守るために戦ってる人たちの存在とか、真実を知らないままだった。嘘うそで固めた生活に全然気づかないままだった。でも、今はすごい充実してる。訓練も、任務も。そのうち櫂原くんたちもわかるよ、きっと」

　教室での理緒を思い出す。確かに、つまらないのだろう。だが、当たり前の日常は嘘で固めた生活なのか。

　優毅自身、妹を助けるためとはいえ他人に重傷を負わせて以来、己をさらけ出さず、縛しばり、制して生きてきた。だが、それを嘘や偽装だとは思わなかった。自分を厳しく律する事自体、櫂原優毅が自ら選んだ事なのだから。

　教室での無口で他人を拒む理緒と、今の饒じよう舌ぜつな理緒は、どちらも不自然に見える。

　そして、ベネトナーシュ。

　穏やかな顔に、大理石めいた硬く冷たい表情を張りつけた本名不明の少女。

　彼女は〈ＳＴＡＢ〉の外でどんな生活を送っているのだろうか。理緒のように戦いが真実で、日常が虚構だと思っているのだろうか。

「さて、と。あたしは訓練明けだし、そろそろ帰るけど、櫂原くんたちはどうする？　まだ待機当番のローテーションにも入ってないんでしょ？」

　訓練や待機当番、あるいは呼び出しなどがあった時以外、必要もないのに本部に長居しない事というのも、奈槻からの通達だと理緒は付け加えた。

「もう少し休んでいきますよ。初めての射撃訓練とかで疲れちゃって。優毅さんも、そうでしょ？」

「え？　ああ、まあ……」

　日々鍛えている身だ。気疲れは別だが、あの程度で疲労は感じない。だが、勇生の提案に逆らう理由もなかった。

「そう？　じゃ、櫂原くん。学校で会っても、この事は内ない緒しよだからね」

　軽く手を振りながら去っていく理緒を見送り、勇生は短く息を吐いた。

「優毅さん」

　最初に会った雨の日のように、潜ひそめた声で名前を呼ぶ。優毅は思わず顔を寄せた。

「僕は〈ＳＴＡＢ〉を信じていません。あの、狩野奈槻というディレクターも」

「え？」

「ブレスレスの存在や組織を秘密にする理由は納得もします。だけど多分、僕たちに本当の事を全部教えているとは思えない。まだ伏せている事があるはずです。あのコードネームにしても胡う散さん臭い。まるでカルト集団だ」

　優毅も何かで読んだ覚えがある。

　カルト宗教ではしばしば信者に新たな名前を与える。それまでの生活や経験と断絶させ、洗せん脳のうの効果を高めるためだ。

「でも、それならなるべく学校に通えとか言うのは逆じゃないか？　組織の規律も緩いみたいだし……」

「ええ。確かに不自然です。だから、かえって疑わしい。真意がつかめない。ベテルギウスみたいな協調を乱すような奴を放置しているわけですしね。〈ＳＴＡＢ〉は決してディレクターが語った通りの組織なんかじゃない。プリケリマ──彼女は素直に信じこんでるみたいですけどね」

　確かに印象は悪いが、まだ会って間もない人間に対して、あまりに断定的な評価だと優毅は思った。口には出さなかったが。

「だけど、高出水くんが進んで〈ＳＴＡＢ〉に参加したんだろ？」

　彼は終始優毅よりも積極的だ。

「優毅さんは気づいてますか。ディレクターは僕たちに隠し事をしている。少なくとも全てを正確に伝えてはいない」

　指摘の意味がわからず、優毅は首を傾げた。

「まず第一に、過去に二度あった事件の終了が判断されたという事は、ブレスレスの『全滅』を確認する事が可能なんです」

　一体でも残っていれば、そこから再び条件適合者に『感染』して増ぞう殖しよくする可能性は消えない。それにもかかわらず、二度の休止を含んだ一連の事件ではなく、三度とカウントするという事はブレスレスは根絶し得る。

「そしてもうひとつ。全滅させ得るという事は、抹殺してもブレスレスはまた現れるんです。最初のひとりは、誰かから感染したわけじゃない」

　勇生の指摘に、優毅は息を飲んだ。言われてみれば当然の事なのに考えが及んでいなかったのは、やはりまだ精神的に不安定だからか。

「過去の出動で既に始末された可能性もあります。ただ、根拠はありませんが、僕はそいつがまだ生きている──いえ、存在していると思います。そして、叶う事なら僕自身の手で倒す。智笑美さんの、仇として。小宮つぐみを僕の手で消去する事はできなかったけど、いちばんの源を閉ざす機会はまだ残っているかも知れません」

　架空の銃を掴つかむ形で震える右手を、勇生は左手で抑える。

　それは想像や予感ではなく、願望。

「そのために、〈ＳＴＡＢ〉に入ったのか？」

　優毅には、そこまで明確なビジョンはなかった。真実を知りたいという気持ちがないわけではないが、それよりも状況に流された部分の方が大きい。

「ええ。利用できるものは何でも利用します。警察が隠している情報を知り、ブレスレスと戦う力とチャンスを確保するためには、〈ＳＴＡＢ〉の一員になるのがいちばん手っ取り早いですからね。そうしなければ、彼女の仇は討てない」

　冷たく燃える眼差しで、勇生は宣言した。

「君は……怖くないか？」

「何がですか？」

「〈幻銃ガン・フアントム〉だよ。〈幻銃ガン・フアントム〉を使う時の、あの感覚……実際撃ってる君は、俺より強烈なのを感じてるんだろ？」

　トリガーを引こうとしただけで有無を言わさず襲ってくる、おぞましいまでの快感。脳の芯を揺さぶり、痺しびれさせ、意思や判断力をとろけさせてしまうような甘美な毒。

　それは個人の身体感覚だ。仮に同種のものを他人が味わっているとしても、強弱を比較する事はできない。誰にも、不可能な事だ。

「ええ。感じます。感じてます」

　勇生の視線が、自身の右手に移る。

「怖いというか、違和感は感じますよ。だけど、智笑美さんの仇を討つためなら、僕は何でも利用します。警察だろうと、この力だろうと。優毅さんには、一緒に手伝ってほしいんです。僕たちがあそこに居合わせて、ふたりともハンターだったのはきっと運命なんです。殺された智笑美さんの無念を晴らせ、人殺しのおぞましい化け物を倒せっていう導きなんですよ。今の僕はまだ未熟だけど、あのベネトナーシュみたいに百発百中の腕を身につければ……」

　どこか夢見るような眼差しで勇生は右手を見つめ、愛あい撫ぶするように左手でさする。

「智笑美は……本当に死んだのかな？」

　優毅は思わず呟つぶやいた。あの事件で、教室内に確認された生存者はいなかった。だが、小宮つぐみはブレスレス化して自分の目の前に現れたのだ。しかも、結局何人の死者が出たかは遺体の損傷と生命エネルギー吸収によって判別不能になっている。

　それなら、智笑美が死んだと考えるのは早計なのではないか──優毅は、その可能性に縋すがる。

「何を言ってるんですか。彼女は……智笑美さんは死んだんです」

「でも、確証はない」

「彼女が死んでいないとすれば……ブレスレスになっているという事です。お兄さんは、それでいいんですか」

　一瞬、息が止まる。優毅は想像していなかった。あるいは、無意識にその可能性を除外していたのか。現場で肉片やミイラになって消えたのでなければ、それが最も妥当だ。まさに小宮つぐみのように。

〈ＳＴＡＢ〉の一員になった自分が、ブレスレス化した妹と遭そう遇ぐうしたら撃てるのだろうか。優毅の頭をよぎった希望が急激に温度を下げ、冷たく重い塊かたまりへと変わっていく。

「確かに智笑美さんはただ怠たい惰だに日々を送っている人じゃなかった。願いが、ブレスレスになる資格だとしたら、彼女は条件に合致します」

　勇生は思い出す。智笑美と語らった日々を。

　休日にふたりだけの約束をしても、ふたりきりになる所に彼女は近づこうとしなかった。いつも明るく開けていて、他人の目があるところが、勇生と智笑美は会える空間だった。

　不満がなかったと言えば嘘になる。それでも、勇生は彼女の気持ちを尊重したし、会えるだけで嬉しかった。

　女性の意志や感情を無視して、強引に思いのままにするような人間には──勇生が知るあの男のようには絶対になりたくなかったから。

　詳しい理由は聞けなかったが、智笑美が真しん摯しに、真っ直ぐに勇生の顔を見て告げた事そのものが貴重な宝石だと思えたのだ。

『ごめんなさい。高出水君が嫌いやとかじゃないんだ。でも、わたし、男の人とふたりきりになるのが怖いの』

　大型書店に付属したカフェで、度の弱い眼鏡めがねを外しながら顔を上げる智笑美。

『男の人が苦手だから女子校に入ったんだけど、それを機会だって思いたい。淑鵬は女の子しかいない分、高出水くんから聞く創倫よりも陰湿なところがあって、外部生は虐いじめられても泣き寝入りする子が多いの。淑鵬に入れたのを両親がすごく喜んでるから、辛くても通うしかないって』

『わたし、そんな子たちの力になりたい。ううん、そんな言い方だと上から見てるみたいだね。力を合わせて、少しでも居心地いい学校にしたいんだ。中高一貫だから、普通の学校よりも辛い時間も楽しい時間も長いんだから』

　ぎこちない笑み。だが、それは笑おうという意志が作り出した、ある意味では自然な笑顔よりも価値ある表情だ。

　勇生は智笑美のこんな笑顔が好きだった。こんな表情ができる智笑美に惹ひかれた。

『そうだね。僕も創倫で頑張るよ。両校の生徒会交流とかを活発にして、歩調を合わせれば一校だけでやるよりも効果は上がると思うんだ』

『ありがとう、高出水くん』

『あの……櫂原さん。できれば、下の名前で呼んでほしいんだ。僕は、自分の名字が好きじゃないから。僕も、下の名前で呼びたいから』

『え……ごめんなさい。ほら、前にも言ったでしょ。うちのお兄ちゃんが同じユウキだから、何だかそう呼ぶと変な感じがして』

　恥ずかしそうに、はにかみながら口元を押さえる。今度は自然な笑顔。もちろん、こちらも勇生は好きだ。たまらなく愛おしい。

　だが、もう決して見られないのだ、あの笑顔は──口唇を噛みしめる。

「だけど、智笑美さんは自分が他人を傷つけ、命をすする者になってまで存在し続ける事を望むような人間じゃありません」

「……信じてるんだな、妹の事を」

　迷いなく断言する勇生に、優毅は俯うつむいたまま答える。

「だけど、彼女が信じていたのはあなただ」

　勇生の華きや奢しやな手が、優毅の硬い手を握る。

「お願いです、優毅さん。彼女が信じた強いあなたでいてください。その強さで、僕と一緒に戦ってください。彼女の仇を、一緒に討ってほしいんです。僕だけじゃ駄目だ。智笑美さんが誰よりも──僕以上に信頼していたあなたが戦ってこそ、彼女の魂は救われるんです」

　勇生の握力は弱い。

　だが、優毅の手は──胸は、きつく締めつけられて痛んだ。







第三章　　凍ったトリガーと貧弱なハンマー







　元々、親友と呼べるような相手がいたわけではない。それでも、〈ＳＴＡＢ〉の方針通りに登校して感じる居心地の悪さは格別だった。被害者側であっても、殺人事件に関わった彼を汚れた存在のように見なして遠巻きに眺めて噂する者。あるいは、ぎこちない同情の手を差し伸べようとしては怯おびえて引っこめる者。

　仕方がない、と優ゆう毅きは思う。三年前の事件で、両親さえ自分に向き合うのを避けるようになった。まして他人が好奇と不安の目で見るのは、ある意味当然の反応なのだ。

　ただ、そんな教室にひとりだけ例外がいた。

「優毅くん、今日の事、わかってる？」

　授業中、周囲の級友や教師の目を盗み、隣の席から話しかけてくる理り緒おだ。一応潜めた小声だが、妙みようにはしゃいだ口調は、普段の彼女とのギャップもあって耳に障さわる。

「……ああ……。あまり話しかけるなって」

　相手を見ず、小さく手を振る。だが、拒絶のサインは理緒を更に雄弁にするだけだ。

「何よ。あたしたち、仲間なんだし」

　Ｄが目立つなと言った──万が一にも他人の耳に入らないようにノートに書いて示し、理緒が確認するとすぐに消す。Ｄはディレクター、即ち奈な槻つきを示す略号である。奈槻の名を出したのが効きいた。理緒は口を噤つぐんで正面を向いた。

　授業が終わり、トイレに理緒が席を立ったのを見計らって平ひら口ぐちが声をかけてきた。

「なぁ……優毅。お前、岬みさきと何かあったの？　妙に仲いいみたいだけど。優毅くんとか呼ばれてたし」

「いや、別に」

　優毅としては曖あい昧まいに言葉を濁にごすしかない。〈ＳＴＡＢ〉に関わる事は極秘事項だ。軽々しくクラスメイトに話してはいけない。疑念を感じさせるような行動も避けるべきだ。元々口数が少ない上に、家族を全員失うという事件があったので人付き合いが悪くても不審に思う者は少ない。

　それを、幸運と考える気などないが。

　キャリアの長い理緒の方が軽率なのは、優毅にとって頭痛の種だった。他の級友に対しては無関心──というよりも拒絶するようなオーラを放ちながら、優毅にだけは必要以上に話しかけてくる。

　今まで〈ＳＴＡＢ〉のハンターが同じ学校や同じクラスで顔を合わせたケースはないらしいが、これは目立ちすぎる。ただでさえ人から注目されたくない優毅が、更に新しい秘密まで抱えているのに。

「まあ、何もないならいいんだけどさ。お前、その……家族に不幸あったばかりだろ？　そういう時に近づいてくる奴には用心した方がいいぜ。岬、変な宗教とかやってるって噂もあるしな。勧誘とかされたんじゃないかって……」

　戻ってきた理緒を認めて、最後の方はほとんど聞こえないほどのボリュームで言い残して平口が離れていく。

　確かに勧誘された。宗教よりももっと危険で、ある意味ではいかがわしい集団に。

　そして今日も授業が終わったらそこに出向かなければならない。

　もう家はない。家族もいない。用意されたマンションは、ただ寝床があるだけの無人の場所だ。優毅を必要としているのは〈ＳＴＡＢ〉のみ。

　ひとり暮らしになった自分は平気だが、理緒の家族などは彼女の行動をどう考えているのだろうか。機密保持の観点から、家族にも情報は隠いん蔽ぺいされているはずだ。

　憂ゆう鬱うつな授業が終わり、急いで教室を離れた優毅の後を理緒が追いかけてきた。

「ちょっと待ってよ。一緒に行こう。学校帰りからタイミング合うのって初めてだし」







[image: ]







　長身で早足の優毅に追いつくためだろう。笑顔だが、息が荒い。

「あまり近づかない方がいいだろ」

「どうして？」

　小声で告げても、並んで歩く理緒は不思議そうに問い返す。

「その……周囲に知られたらまずい」

「そうだけど、あたしたち仲間だし……。あ、そうだ」

　理緒は両手を軽く打ち合わせた。

「あたしたち、つき合っちゃおうか？」

「え……？」

　驚く、というよりも脳が理解を拒絶した。

　優毅はこれまで特定の彼女を作った事はない。自分の中に、異性を求める気持ちがある事を否定しようと努めてきた。愛や恋に甘い夢を見た事はない。その言葉は、優毅の中で智笑美を傷つけようとした毒牙を包む見せかけの糖とう衣いでしかなかった。

「もちろん本気じゃないよ。形っていうか、見せかけ。彼氏彼女の仲だったら、ふたりだけでいても不自然じゃないでしょ？　任務に都合いいし」

「……遠えん慮りよしとく。それより、任務とか軽々しく言うな。聞かれたらどうする？」

　確かに合理的だが、やはり抵抗の方が大きい。上う手まく振る舞える自信もない。それよりは、今の通り他人に壁を作っている方が気楽だった。

　突拍子もない提案は拒んでも、理緒を邪じや険けんに遠ざける意味もない。口数は減ったまま電車を乗り継ぎ、霞ヶ関に向かう。支給されているのは普通のプリペイドカード。特殊なフリーパスなどではない。そんな人目を引く例外的な品物を構成員に持たせるような迂う闊かつな真ま似ねを〈ＳＴＡＢ〉はしない。

　いくつものチェックマシンにＩＤを通し、更に掌しよう紋もんと網もう膜まく認にん証しようのゲートを通過してナイフの紋章を掲げた地下本部にたどり着く。優毅が初めてここに来てから二週間。二、三日に一度は顔を出しているので確認作業も手慣れてしまった。

「じゃ、後でね。任務と訓練、頑張りましょう」

　ロッカールームの前で、理緒が手を挙げる。

「ああ、岬もな」

「違うでしょ。ここではプリケリマ」

　悪いた戯ずらっぽい笑みで誇らしげに答え、理緒は女子更こう衣い室へと消えていった。優毅がまず向かうのは、検査室。

「お待ちしてましたよ、櫂原さん」

　もう顔馴な染じみになった技官の小お城ぎ嶋しまが出迎える。

「あの、俺おれの方が年下だし、新入りなんだし……その敬語、止めてもらえませんか？」

「ハンターあっての〈ＳＴＡＢ〉ですからね。僕ぼくらは、皆さんの下請けみたいなもんです。皆さんが騎士で僕たちが従者とか、そういう関係です」

　小城嶋は若い医務官だ。三〇過ぎと紹介されたが、暢のん気きそうな風貌からは大学生でも通用しそうだった。初めてここに来た日、〈幻銃ガン・フアントム〉をスケッチしたのも彼だ。

「確かにそうかも知れないけど、俺、まだ〈幻銃ガン・フアントム〉撃てないし。せめてスポーツ選手とトレーナーとか言ってください」

　測定のための電極を身体のあちこちに張りつけられながら、優毅は気まずい思いに口唇を噛む。ここの施設では不充分なので、警察病院で精密検査を受けた。肉体面だけではなく、心理面も考慮してカウンセリングも受けた。逆ぎやく行こう催さい眠みんも試した。

　だが、優毅の銃はただ重いだけで発射できない。銃口にはインサートが填はめられ、仰ぎよう々ぎようしい安全装置が組みこまれたままだ。

「〈幻銃ガン・フアントム〉に関しては理論も何もなしで、経験則の積み重ねですからね。今までになかった珍しいケースはむしろ今後の参考としてありがたいですよ。とにかく、ハンターがいなければブレスレスには対抗できません。僕たちバックアップ要員も、強行班員も、あなたたちが万ばん全ぜんの状態で戦えるように存在しているんです」

　アメリカでの過去二回のブレスレス事件と今の日本、全て合わせても〈幻銃ガン・フアントム〉のサンプルは四〇に満たない。全て形状や機能、威力が異なり、同じものはふたつとない。法則や規則どころか、手探りで「傾向」を掴つかんで利用しているのが現状だ。

「今日も変化はなし……ですね。データは主任のところに送っておきます」

　血圧や脈拍を測定し、血液検査用のサンプルを採さい取しゆ。いつもと同じひと通りの作業を終えた小城嶋の励ますような慰めるような声を背に、優毅は検査室を後にした。

　次はトレーニング。ハンターの訓練は集団戦のシミュレーションや座学講義を別にすれば、一定のノルマを各人が自主的に組んだスケジュールでこなせばよいという形式になっている。まだ〈幻銃ガン・フアントム〉を撃てない優毅に許されているのは体力増強、および格闘技と射撃の個人訓練だけ。

　意味があるのかどうかもわからない射撃訓練をノルマ以上にこなすのは辛く、自然と脚は格闘技訓練場へと向いてしまう。

〈ＳＴＡＢ〉本部の外れにある格闘技訓練場は、学校の体育館よりもひとまわり小さなフロアだ。中に入ると、既に勇生がいた。もうかなりの運動を済ませたのだろう。壁にもたれて座っている小柄な身体の周りには、汗がこぼれて散っていた。端たん正せいな顔に濡れた髪を貼りつけたまま、肩で息をしている。

　同じ日に入隊した彼は、優毅とは違い既に実戦部隊のローテーションに組みこまれている。もっとも、実際の出動はまだだが。

〈幻銃ガン・フアントム〉が使えるハンターを、訓練が完璧でないからといって遊ばせておくわけにはいかない──それが〈ＳＴＡＢ〉の現状だった。

「お？　名無しさんのお出ましか？」

　優毅の登場に侮ぶ蔑べつの声をかけたのは、ベテルギウスの村むら瀬せ。こちらもうっすら汗ばんではいるが、まだ動き足りないのを補おぎなうように肩や首を何度も回している。

「ちょうどいいわ、櫂原君。ベテルギウスと組み手、やってみて」

　規定の準備運動を終えた優毅に、教官を務める中なか居いが告げる。髪を短く整えた強行班の女性隊員だ。彼女や岩いわ切きりに限らず、強行班員はみな若い。ほとんどが二〇代で、三〇代が少々。機密保持と任務の危険性を考え、体力と技能に優れた独身者を中心に選抜したのだと説明されている。

「了解です」

　返事は「押お忍す」ではない。ここは武道場ではない。土足が踏むのは畳ではなく防火建材の床だし、それらしい書の額もない。この部屋で尊重されるのは人としての礼儀ではなく、組織の規律。鍛きたえられるのは精神ではなく純粋な戦闘力だった。

　黒いウェアのまま、優毅は頭に空手用のスーパーセーフを装着する。手袋も、〈幻銃ガン・フアントム〉を出す〈黒革ブラツクスキン〉でも通常待機用でもなく、フルコンタクト用のグラブだ。

　向かい合った村瀬も同じスタイル。体格もほぼ同じ。ただし、優毅とは違って拳を描いたパーソナルエンブレムがウェアの各所に付いている。

「ちょうどいい。俺も、貧ひん相そうなガキの相手で物足りなかったところなんですよ」

　鼻で笑いながら、村瀬が勇生を見やる。勇生の汗と疲労は、村瀬との戦いによるものだったと優毅は確信した。歯を食いしばり、羞しゆう恥ちで顔を赤らめながら、それでも目を逸そらさずに勇生は村瀬の嘲ちよう笑しようを受け止めている。その表情の価値を理解せず、村瀬は不愉快で軽く肩を竦すくめた。

「あんたも黒帯らしいが、俺は二段だ。今も道場に通ってる。ここの訓練とは別にな」

　村瀬は仰々しく指を解ほぐしている。本来は必要のない動作だ。

「無駄口はそのくらいで終わりよ。始め[image: ]」

　中居の号令と同時に、相手が飛びこんできた。

　鋭い拳がいきなり顔面に向かって飛んでくる。優毅は上体をスウェーさせて冷静にそれをかわす。次はローキック。これもバックステップでいなした。続けざまに逆サイドから繰り出された頭部狙いのハイキックは、腕でブロックする。

　重い。腰の入った蹴りだった。だが、〈ＳＴＡＢ〉制式戦闘服の緩衝素材のおかげで優毅の骨にまでは響かない。

「くっ[image: ]」

　村瀬が顔を歪ゆがめたのが、透明なフェイスガードを二枚挟はさんで優毅にもわかった。

　ラッシュがかかる。体格と手数で相手を圧倒すべく、四し肢しを駆使して前進する村瀬。

　だが、優毅は冷静に──極めて冷静にそれを受け流し、受け止め、避ける。

　心の芯が冷めている。村瀬がどれほど怒っても、この拳は竹刀しないだ。真剣ではない。

確かに憎しみは込められている。だが、それは制御できる憎悪。自らの手で引きずり出した激情だ。優毅が経験した手た綱づなのない殺意とは違う。

　誇示すればするほど安っぽく見える敵意。

「櫂原君、攻めなさい[image: ]」

　中居の叱責が村瀬の焦しよう燥そうを加速する。速い、しかし雑な攻めに大振りの蹴りが優毅の臑すねを狙う。それが空を切った瞬間、軸足を払う。村瀬の巨体が倒れる。床が鳴る。振動が足の裏に伝わる。

　膝を落とすように覆い被さり、倒れた相手の顔面に拳を──伸ばして止める。

　自らの意志で制したというより、拳が何かに遮さえぎられて動かない。

　口唇を噛み、気力を振り絞るが動けない。

「バカがっ[image: ]」

　村瀬が叫び、起きあがりざまに優毅の腹に肩をぶつける。空手の技ではない。ルールも何もない喧けん嘩かの手法だ。拳の連打が届く。腕よりも防御が薄い腹部への打撃が胃に響く。飛び出した唾が、フェイスガードの内側に張り付く。

　ガンっ[image: ]

　至近距離からの肘が、透明なフェイスシールドを揺らす。視界が激しく揺れ、眩くらむ。

　二、三歩後ずさり、うずくまり、何とか倒れる事だけは食い止める。

　優毅の動きが鈍にぶったのを、村瀬は見逃さない。キックの連打が臑を叩く。拳が、次いで膝が腹にめり込む。肩を押さえての連撃だ。

　食道の半ばまで熱く不愉快なものが昇ってくる。喉の奥が酸で侵される感触。

　優毅の拳に力が籠もる。

　耐えるな。殴り返せ。こっちの方が強い。訓練だ。防具も完璧。相手を打ちのめし、叩き伏せ、のたうち回らせても罪には問われない。先に仕掛けてきたのは向こうだ。死なせかけても構わない。

　やれ。やれ。やってしまえ。

　やめろ。堪こらえろ。お前はわかっているはずだ。自分が怒ればどうなるかを。

　頭の中で硬い錠前を力ずくで引きちぎろうとする力と、それを抑える手がせめぎ合っている。

「そこまで[image: ]」

　中居の声がかかるのと、優毅の拳がビクンと震えるのがほぼ同時だった。

　一瞬遅れて、村瀬が最後の膝を入れる。

「ぐっ[image: ]」

　胸を押さえ、嘔おう吐とを防ぐ。

「優勢に立ったから殴る必要はないってか？　ふざけんなよ[image: ]　〈ＳＴＡＢ〉は、実戦部隊なんだよ[image: ]　敵に対したとき、きっちり銃をぶちこめない奴は邪魔なんだよ[image: ]」

「……っ[image: ]」

　立ち上がりかけた勇生の動きが途中で止まる。優毅は片手を挙げて、彼を制した。

「……この期ごに及んで余裕か？」

　村瀬から追い打ちの前蹴りが飛んだ。遂に優毅は膝を突く。

「ベテルギウス[image: ]　わたしは『そこまで』と言ったわ。聞こえなかったの？」

「新入りに〈ＳＴＡＢ〉の実態を理解させたくってね」

「誰があなたに理解させろと指示しましたか？」

「はっ。失礼しました」

　中居の鋭い声に、村瀬はわざとらしい形だけの敬礼を返した。

「櫂原君、あなたにも非はあるわ。もっと積極的に攻めなさい。それに、防具を着用しているんだから当ててしまっていいのよ」

「すみません。習っていたのが寸すん止どめの流派だったので、つい習慣で……」

　体育教師めいた口調で叱しつ責せきする中居に答える。

「ハンターが格闘技訓練をする目的は何か、復唱しなさい」

「判断力と闘争心を育てるためです」

　空手や柔道、逮捕術のスキルを磨いたところでブレスレスに有効打を与える事などできない。人間ではない、形状さえ不定の敵が相手では避ける訓練としても不充分だ。

　それでも格闘技が訓練メニューに入っているのは「戦い」そのものに順応するため。本格的な武術はもちろん、殴り合いの喧けん嘩かさえほとんど経験のない者は、闘争の現場に立ち会った時に竦すくんで動けなくなる。

　戦う事。敵意を向けられる事。殺意を向ける事。

　一気圧の地上で生活していた人間が空気の薄い高山で苦しむように、善意や常識が希薄な場所で平常心を保ち、冷静に、かつ果か敢かんに行動するためには日常的な訓練が必要なのだ。

　優毅は、その事を嫌というほど知っている。

「中居隊員、言っても無駄ですよ。こいつはまだハンターでもないんですからね」

　スーパーセーフを外しながら、村瀬が口元を曲げた。

「口を慎つつしみなさい。確かにまだ出動実績はないけれど、彼はディレクターが認めた〈ＳＴＡＢ〉のメンバーよ」

「仮、メンバーですけどね。いいか、櫂原。〈ＳＴＡＢ〉で最強なのは、この俺だ。ちょっとくらい空手の心得があるからっていい気になるなよ」

「ブレスレスとの交戦記録では、ベネトナーシュが最大の成果を上げています。あなたはそれほどでもない」

　勝ち誇る村瀬に、勇生が指摘する。これまでのデータでは、村瀬が倒したブレスレスは三体。ベネトナーシュのスコアは小宮つぐみも含めて七体だ。日本に出現したブレスレスの三分の一は、彼女ひとりが倒している。

「あの女は出撃回数が妙に多いだけだ[image: ]　いいか？　ハンターの値打ちは〈幻銃ガン・フアントム〉の威力で決まるんだ。破壊力なら、俺は誰にも負けない。豆鉄砲ばらまくだけの奴や、まるっきり撃てない奴なんて、ここじゃ用無しなんだ[image: ]」

「ベテルギウスっ[image: ]」

「……はいはい。言い過ぎましたよ。射撃訓練、行ってきます」

　嘲りで鼻を鳴らし、防具をその場に放り捨てて村瀬は武道場を出ていった。

「大丈夫ですか、優毅さん？　あんな奴に好き勝手言わせなくても……」

「構うな……っ。平気だ。鍛えてるからな」

　息を整えて立ち上がった優毅に、勇生が近寄る。

「鍛えているなら、反撃すればよかったんです」

　真っ直ぐな視線で、勇生は指摘する。

「僕と、組み手お願いします。遠慮なく打ちこんでください」

「俺は構わないけど……いいのか？　高出水くん、この後出動待機だろ？」

「体力に難がありますからね。事件が起きたら、すぐ役に立てるようになりたいんです。智笑美さんの仇を討つために……」

　一礼し、勇生は猛烈な勢いで優毅に襲いかかってきた。

　学校も休みがちで〈ＳＴＡＢ〉本部に通い詰めて訓練を重ねているそうだが、有段者の目から見れば稚ち拙せつな付け焼き刃だ。しかし、強い意志がある。技術は未熟でも、対たい峙じして伝わる感情は村瀬を上回る。

　村瀬の闘志が大ぶりな竹刀なら、勇生のそれは小さいが研ぎ澄まされたナイフだ。

　だが、動きそのものはやはり未熟だ。ただ闇やみ雲くもに拳を突き出すだけの粗雑な攻めを、軽く受け流し、速度の落ちた正拳の手首を掴つかむ。体重の軽い勇生の勢いは、優毅の片手で簡単に殺された。

「気合いはいい。ただ、技術は重要じゃないって言っても、無茶苦茶すぎるぞ」

「……わかってます……。でも……」

　途切れとぎれの息と汗に濡れた顔で、勇生は答える。

「アルゴル、もういいわ。休息しなさい。あなたは二〇時から待機シフトに入っているはずよ。練習熱心なのはいいけれど、疲れを残さないのもハンターの任務」

「……了解しました」

「俺も、ここで区切りにします」

　勇生と一緒に訓練所を出る。

「……どうして、戦わないんですか？」

　廊下の途中で勇生が問いかけてきた。

「まだ〈幻銃ガン・フアントム〉が出せないから……」

「その事じゃありません。ベテルギウスとの組み手です」

　立ち止まり、射抜くような眼まな差ざしで優毅を見上げる勇生。

「あなたは、本当は強い人なのに自分の強さから目を逸そらしている。強さが生む責任から逃げているだけだ」

「……俺は、強くなんかない……」

「嘘だ[image: ]」

　勇生が全身で優毅に打ち当たる。背中が、壁に叩きつけられる。

「あなたは強いんだ[image: ]　強いから、智笑美さんを助けられた[image: ]　なのにどうして、智笑美さんを救った自分の力を卑ひ下げするんです？　否定するんですか？」

　襟首が掴つかまれ、揺さぶられる。

　だが、弱い。

　勇生の腕の貧弱さだけが実感できる。

「……僕に……僕にもっと力があれば……」

　勇生の表情がゆがみ、元に戻る。強引に筋肉だけで平静を装ったような、痛々しい顔。

「……すみませんでした。僕は、自分が無力ないらだちを優毅さんにぶつけているだけですね。そんな事をしても、自分自身が強くなるわけじゃないのに……」

　正しい。勇生の主張は正しい。自戒も正しい。

　だからこそ、その重さが優毅にのし掛かる。

　こんなに賢明で誠実な勇生に、妹が愛した男の期待に、自分は答えられない。

「僕は、シャワーを使ってから待機室に行きます。今夜のローテーションに入ってますから。優毅さんは？」

「……ひと休みしてから射撃訓練をやってくよ。村瀬の言う通り〈幻銃ガン・フアントム〉を撃てなきゃまずいからな」

　後ろめたさから逃れるように、勇生と別れて喫茶室に向かう。

　だが、結局射撃訓練はできなかった。

　三〇分後、シフトが変わってすぐに集合がかかったからだ。

　本来なら員数外の優毅までが名指しで、実戦用装備を命じられて。

　ロッカールームで戦闘服の上にプロテクターを装着し、ヘルメットを抱えて優毅がブリーフィングルームに向かうと、既に勇生や村瀬、それに中居たち強行班員が集合していた。正面に立っているのは、スーツ姿の奈槻。

「これで揃そろったわね。ブレスレス事件が発生しました。櫂原優毅くん。あなたにも出動してもらいます」







[image: ]







「え？」

　予想していなかった奈槻の指示に、反射的に訊ね返す。

「現場での指揮系統、心得などのレクチャーはもう受けてるわよね。とにかく参加しなさい。命令よ」

「……それは……実戦で俺が撃てるようになるのを期待してるって事ですか？」

　実験や検査、訓練を重ねても優毅の〈幻銃ガン・フアントム〉は発射されない。

　だが、カウンセリングの過程で暴行魔を殴打した事は話している。恐らくは、その時の記憶が優毅の心に鍵をかけ、暴力を過剰に忌き避ひしているという仮説にたどり着くのは当然だった。

〈幻銃ガン・フアントム〉の形状が、何よりも雄弁にその事を語っている。

　そして、実戦の場という極限状況ならば安全装置が外れるという可能性にも、同じように自然に到達するだろう。

　三年前のあの時、優毅は相手を死なせかけるほどの力を揮ふるったのだから。

　汗ばんだ手を握りしめる。

　撃てるのか。撃つべきなのか。

　迷う。それでも、撃たなければならない。

「わたしは命令と言った。復唱しなさい」

「はい。櫂原優毅、出動します」

　教わった通りの単なる動作としての敬礼を、何の感情もなく実行する。

「ハンター三名に〈黒革ブラツクスキン〉を[image: ]」

　奈槻の言葉に、傍かたわらの強行班員がアタッシュケースを開く。中には保管庫から運ばれてきた三人の〈黒革ブラツクスキン〉が並んでいる。

　僅かにサイズが違うだけの、同じようなデザインの右手用の手袋が三枚。それなのに優毅は自分のものがどれなのか一いつ見けんでわかった。無数の写真の中から自分の顔を選び出すのと同じ自然さで、中の一枚に手が伸びる。

「装着は現地に到着してから、中居小隊長の指示に従って行う事。では、出動[image: ]」

　編成は通常の小隊でも分隊でもないが、各ミッションで現場の指揮を執とる強行班員を「小隊長」「隊長」と呼ぶ。これも〈ＳＴＡＢ〉独特の用語だ。

　優毅は他のメンバーと一緒に駐車場へと走る。最後に乗りこんだ優毅が着席するのを待たずに車は走りだした。

「……足引っ張るなよ、名無しさん」

「ベテルギウス[image: ]　ミッション中よ。無駄口は慎みなさい」

　中居の注意に、村瀬は肩を竦すくめてヘルメットをかぶった。勇生も倣ならい、優毅も続く。

　ただ、ふたりと優毅のヘルメットは違う。何のエンブレムもない、黒一色。強行班員はハンターとの区別を示すために〈ＳＴＡＢ〉の紋章の他にナンバーが描かれているが、優毅にはそれもない。

　真新しい勇生のヘルメットの側面に描かれているのは、蛇の頭髪を生やした怪物の顔とその首を切り取る青銅の鎌、そしてＡｌｇｏｌの文字。あり得ざる禍まが々まがしき力を持って、より忌いま々いましい存在を消し去るという勇生の意志を示すシンボル。

　顎あごの下に隠されたスイッチを入れる。バイザーに組みこまれたディスプレイが光り、通信システムやＣＣＤカメラの作動を知らせる。

〈ＳＴＡＢ〉ヘルメットは、外観だけは普通のオートバイ用と大差ない。ややスリムでよりフィットしたシルエットになっているだけだ。ただし、実態は対弾・対衝撃の特殊プラスティックを素材に、多様な機能を組みこんだものだ。軽量だが頑丈。外からは不透明のフェイスシールドも、装着すれば光量補正システムによってクリアな視界が確保される。

　作戦行動中の映像や音声は記録され、リアルタイムで本部にも送信される。独自形式で暗号化された情報でも、傍ぼう受じゆによる情じよう報ほう漏ろう洩えいの危険はゼロにできない。そのリスクを負ってでも、ブレスレスとの交戦記録、そしてディレクターの指示は欠かせない。

『状況の確認よ。現場は江東区のマンション。ブレスレス元げん体たいは一三歳女子。まだ堕壊コラプシヨンは確認されていないため、強行班は突入せずに包囲しているわ。マンションの見取り図を送った。現場での指揮は中居小隊長に任せます』

　その奈槻の声に続いて、目の前に間取り図が表示される。広い３ＤＫ、まだ新しいマンションだ。

「基本方針は到着し次第、短時間で殲せん滅めつ。まず適切な距離からアルゴルの射撃で相手にダメージを与える。可能ならば、櫂原くんもこの時発砲。続いて、ベテルギウスの攻撃でとどめを刺す。強行班員は支援」

「先に俺が行くよ。その方が手っ取り早いだろ？　こいつは撃てるかどうかわからないんだしよ」

「落ち着きなさい、ベテルギウス。櫂原くんの投入はディレクターの命令よ。彼の〈幻銃ガン・フアントム〉が実戦で発動すれば〈ＳＴＡＢ〉全体にとってもメリットになるという判断」

「へいへい」

　右拳で何度も左手を打っていた村瀬は、中居の言葉に肩を竦すくめた。

「もうすぐ到着よ。気を引き締めなさい」

　近い──気持ちを整理する時間さえ優毅には与えられない。

　元体というのはブレスレス化した対象を指す〈ＳＴＡＢ〉独自の用語だ。ブレスレスである事が確認された時点で「死亡」として扱われ、元々の人権は全て失われているものと見なされる。原則としてハンターに「生前」の名は告げられない。それは既に悼いたむべき死者ではなく、排除すべき脅きよう威い、現世に存在を許されない危険だからだ。

　何人もの死を伴う事件でありながらマスメディアへの情報統制が成功している理由のひとつは、ブレスレスの元体が未成年である事も関係している。氏名素す性じようを公表しない理由にもなるし、マスメディアやネットも「本名」を探り当てた程度で満足する。

　まだ真新しい、しかしありふれた高層マンションの裏に到着した車から、優毅たちは一気に吐き出される。その場で整列。

　現場は最上階。同じ階の住民は既に『外国勢力と通じたテロリストの籠ろう城じよう』という偽情報を与え、口封じも兼ねて近隣のホテル等に待たい避ひさせている。

「分譲が始まったばかりで居住者が少ないのが幸いだったわ。櫂原くんはフォーメイションの訓練が不充分だから、わたしの指示に従いなさい」

「了解です」

「総員。〈幻銃ガン・フアントム〉、発現[image: ]」

　自らショットガンを構える中居の指示に、三人が〈黒革ブラツクスキン〉を装着する。

　ズンっ[image: ]

　右手に重みが生まれる。

　熱い。

　灼やけた鉄を掴つかんでいるが、自分の手そのものが同じ温度で発熱しているために火傷やけどを免れているような感覚。敏感な粘膜と化した右手にじわじわとうずきが広がり、手首から腕、肩、心臓、そして脳と下腹部へと伝わっていく。

「く……っ[image: ]」

　口唇を引き締め、左手を添える。優毅の右手に、まだ名のない〈幻銃ガン・フアントム〉ＪＧＰ─12が出現した。太く四角いバレルを塞ぐ鉛色のインサート、グリップ上部に無骨な錠じようが幾重にも食い込んでいる異い形ぎようの拳銃。

　勇生の《アルゴル》、村瀬の《ベテルギウス》も発現していた。

　異なる長さと口径の銃身を束ねた《アルゴル》。《ベテルギウス》にはほとんど銃身がない。厚めのトリガーガードの直上でバレルが断ち切られた形は、銃器というより殴り合い用のナックルガードだ。

「へ……。それかよ。見た目はすごいが、撃てなきゃ意味ないよな」

　村瀬は優毅を一いち瞥べつすると、愛おしげに己の《ベテルギウス》を撫なでさすった。

　制服警官が確保したエレベーターに乗り、最上階まで一気に上る。目的の部屋の前、先行していた強行班員が中居に敬礼した。

「状況は？」

「変化ありません。こちらの存在には気づいているようですが……」

「わかりました。突入します。狭い室内戦です。わたしと沢さわ隊員が先行、ハンター三名はそれに続く[image: ]」

「了解[image: ]」

　三人の声が揃そろう。

　確認と同時に、中居はドアを蹴破って内部に踏みこんだ。

　その後を追い玄関を一気に抜けた優毅の視界に、室内の様子が飛びこむ。

　広いダイニングキッチンの床一面に陶器やガラスの破片がばらまかれている。いや、食器だけではない。キャビネットや椅子、テーブル。家具も砕けている。

　その中に、ひとりの少女がたたずんでいた。

　色白の顔を縁取る肩までのショートカット。撫で肩の細い身体を濃いピンクのプルオーバーと白いスカートで包んでいる。

「何ですか、あなたたちは？」

　きょとんとした表情で訊ねてくる。か細く、不安そうな声だった。

「え？　えっと……」

「アルゴル、撃って[image: ]」

　戸と惑まどう優毅の反応を無視して、中居が勇生に命じる。

「はいっ[image: ]」

　言われるまま勇生はトリガーを引き絞る。

　不ぞろいな五本の銃身が回転し、銃口に光が点ともる。一発だけは逸それて背後の壁を穿うがったが、その他は標的に命中した。

　優毅の脳裏を、惨劇の予見が走る。

　銃じゆう創そうから血を噴き出し、踊るようにもがいて倒れる少女の姿。

　だが、そのイメージは裏切られた。

　少女は衝撃を受け、弾け飛んだが流血はしなかった。

　ガラスのかけらの上に倒れ、何事もなかったかのように立ち上がる。

　ただ、服にだけ勇生の付けた弾痕が黒く刻まれていた。

「え……っ？」

　勇生は疑問の声を上げた。〈幻銃ガン・フアントム〉なのに、ブレスレスにダメージが与えられない。

「……何をするんですか、あなたたち。ここは、あたしの家です。勝手に入ってこないでください。あたしと、パパの家なんです。他の人が入ってきちゃいけないんです」

「うぉおおおっ[image: ]」

　勇生は哮たけり、更に《アルゴル》を連射した。

　質量のない弾丸が次々に少女に吸いこまれる。

「あ……っ[image: ]」

　だが、少女は僅かなかすり傷に顔をしかめるだけ。

「櫂原くん、撃って[image: ]」

　命じながら、中居がショットガンを放つ。直撃。しかし、猛獣を一撃で絶命させる弾丸を受けても、少女は僅かによろめいただけ。

　何が起きたのか理解していない表情で、ぼんやりこちらを見ている。

「どうして、あなたたちみたいな人があたしとパパの家で、こんな事をするんですか？　警察を呼びますよ」

〈ＳＴＡＢ〉を警察と理解できないとしても、状況に対してあまりに緊張感に欠ける言葉だった。

「早く[image: ]　堕壊コラプシヨンしてないうちがチャンスよ[image: ]」

　中居と沢、強行班員がショットガンを連射する。

　重い〈幻銃ガン・フアントム〉を、優毅は両手でしっかり構える。目の前の少女の姿に、必死に練習用ターゲットのイメージを重ねる。

　撃て。撃ってもいい。撃たなければならない。

　相手は人間ではない。ブレスレスだ。排はい除じよすべき敵だ。

　右手が、燃える。たぎる。高ぶる。

　撃て、撃て、撃て。

　熱いものが溜まっている。噴き出したくて強こわばり、膨れ上がっている。

　そのトリガーを引くだけで解放されるんだ。我慢なんかするな。

　頭の中で、言葉よりももっと原始的で本能的な誘惑が渦巻いている。

　それでも、優毅の〈幻銃ガン・フアントム〉は小刻みに震えるだけだ。

　外見で判断してはいけない。それは知っている。小宮つぐみの件で身に染みている。

　妹のクラスメイトだった彼女は、ただの少女の姿で三人を殺した。

　だが、頭でそれを理解していても、目の前にいるのはか弱そうな女の子だ。

　たとえ、ショットガンさえ通じなくても。

　自分は何のためにこの銃を構えている？　引き金を引こうとしている？

　妹の仇討ち。危険な怪物を倒す使命。

　本当にそうか？　それは、ただの建たて前まえではないのか？

　本当は溺れたいだけだ。

　銃じゆう把はから〈黒革ブラツクスキン〉を伝って身体を侵す誘惑に、圧倒的な発射の快感に。

　相手がブレスレスだから、それを正当化しているだけではないのか。撃っても構わない、倒すべき敵であるという事に、流されたがっているのではないか。

　強ばって動かないのは、指か。それとも引き金か。

　正しさの誘惑が、悦えつ楽らくの手招きが、逆に優毅を縛りつける。

　撃ちたいという衝動そのものが、それを拒む意志を生む。

「優毅さんっ[image: ]」

　勇生が《アルゴル》を発射する。

　マズルフラッシュが室内を照らす。少女の肩口の肉が僅かに抉えぐりとられ、赤黒い体液が飛び散る。

「……くっ……[image: ]」

　二連射が限界だった。脊せき髄ずいに染みわたる感覚に力を奪われ、勇生は尻餅をつく形で床に座りこむ。

『櫂原くん、撃ちなさい[image: ]』

　耳元のスピーカーで奈槻が叫んでいる。

「撃てません……。撃てない……動かないんだよぉっ[image: ]」

　ありったけの力を込めているはずなのに、引き金も指も一ミリも動かない。

「出ていってください……。あたしの家なんです。後はパパが帰ってくるのを待つだけなんです。出ていって[image: ]　出て、出て、出ろ出ろ出ろででろろろろろろろろろっ[image: ]」

　譫うわ言ごとのように唱えながら、少女が近づいてくる。動けない勇生に飛びかかる。

「危ないっ[image: ]」

　叫んだ優毅よりも現場慣れした中居が先に反応した。

　少女の前に飛び出し、その手を受けたのだ。

　何の変へん哲てつもない細い手が黒い防護服を貫き、鮮血が溢あふれる。ヘルメットに隠された口からも血がこぼれ、首筋を伝って胸のプロテクターを濡らす。

「中居さんっ[image: ]」

　悲鳴を上げたのは自分か。それとも勇生なのか──優毅には判断できなかった。

　ブレスレスの突撃を受けた中居は、うめき声さえ出さずに痙けい攣れんしている。

「バカがっ[image: ]」

　誰を罵ば倒とうしたのか。村瀬が飛びこむ。敵の腹に正拳を放ち、インパクトの瞬間に零距離でトリガーを引く。

　壁を揺るがす轟ごう音おん。

　細い胴を半分抉えぐりとって風穴が開く。肉片と黒い体液が飛び散る。

「あが……っ。かは……っ[image: ]」

　続けて二発目。

　村瀬の拳は相手の顔面にヒットし、同時に《ベテルギウス》が火を噴く。

　頭が完全に吹っ飛んだ。

　背後の壁に、黒い花のシルエットを思わせる飛沫しぶきの跡が生まれる。

　残された口で短くあえぎ、ブレスレスは倒れた。追い打ちをかけるように、勇生がその死体に《アルゴル》を数発ぶち込む。

「このっ[image: ]　このっ[image: ]　このぉっ[image: ]」

　もどかしげにヘルメットを脱ぎ捨て、上気した顔でトリガーを引く。《アルゴル》の銃身が回転し、少女の亡なき骸がらに弾だん痕こんが穿うがたれる。既に動かない体がぐずぐずと崩れ、衣服だけが残る。

「状況終了[image: ]　救急車を回してくれ[image: ]」







[image: ]







　通信機に告げると、沢がヘルメットを脱いだ。

　すぐに廊下に待機していた強行班員が駆けつけ、動かない中居の防護服を脱がせた。腹に開かれた傷は流血で隠されているが、その周辺の皮膚がくすんだ茶褐色に変わり、引きつれている。

　父や母が小宮つぐみの手にかかった時と同じ、生命そのものを吸われた傷だ。

　担架で運び出される中居を、優毅はヘルメットを脱いで見送る事しかできなかった。

「おいっ[image: ]」

　肩を掴つかみ、村瀬が強引に優毅を振り向かせる。彼はフェイスシールドを上げただけ。まだヘルメットをかぶったままだ。

「バカ野郎がっ[image: ]」

　左の拳に横殴りにされ、優毅はそのまま床に倒れた。

「やっぱ、てめえみたいな役立たずが現場に出るのが間違ってんだよ[image: ]　最初から俺が戦えば被害は出なかったんだ[image: ]　俺はこれでスコア四つ目だ。わかるか？　ブレスレス四体仕し留とめてるんだよ[image: ]　実戦で、本当に強いのは俺だ[image: ]」

　吐き捨てられた唾つばが、頬に命中する。

「〈幻銃ガン・フアントム〉出せるだけじゃハンターじゃねえ[image: ]　実戦を経験して、ブレスレスをぶっ殺して、脱童どう貞ていして初めて本当のハンターなんだ[image: ]」

〈ＳＴＡＢ〉内で禁止されている、ブレスレスを「殺す」という言葉とともに、村瀬の眼差しに、薄い膜がかかる。

「俺は……」

　優毅は半身を起こした。

「知らねえだろ？　ブレスレスを仕留めるのは最高なんだ。〈幻銃ガン・フアントム〉を出す時より撃つ時、ただ撃った時よりも、ブレスレスを仕留めた時は何倍も気持ちいいんだぜ[image: ]　女とヤるよりもずっとな[image: ]　脳ミソの芯がガクガクって痺しびれるんだよ。この辺がカーッて熱くなるんだよ[image: ]」

　村瀬の手が心臓の位置からへそのあたりをなぞり、股間まで届く。

「お前にゃ一生わかんねえだろうな。役立たずのガキが[image: ]」

　焦点の定まらない眼差しのまま、村瀬は優毅の顔をまた殴った。足に力が入らない。床に転がる。ガラスの破片が、頬を傷つける。

『やめなさい、ベテルギウス。櫂原くんの投入はわたしの命令よ』

　傍らに転がったヘルメットから、奈槻の声が漏れ聞こえる。

「……優毅さん、大丈夫ですか？」

　よろよろと歩く勇生に手を引かれ、立ち上がる。

「あ、ああ……」

「てめえもだよ、アルゴル」

　村瀬がヘルメットを脱いだ。微かすかな笑みを浮かべた口唇をなめ上げながら、酔ったような充血の視線を勇生に注いだ。

「お前のションベン鉄砲じゃブレスレスには大して効きいてなかったな。相手に届かなくても、てめえで出すだけで気持ちよくてイッちゃうお坊ちゃんってわけだ」

　下品な嘲ちよう笑しように、勇生の顔が火照る。

「撃てもしないクズと、撃っても効かないカスか。こんなんじゃふたり入っても役に立たねえよなぁ」

　右手の《ベテルギウス》を構える。銃口をまず優毅に、次に勇生に向ける。

『やめなさい、ベテルギウス[image: ]』

　奈槻の叱しつ責せきが強まる。

「冗談ですよ、冗談」

　名残なごり惜しく〈幻銃ガン・フアントム〉を消すと、村瀬は入室してきた強行班員に〈黒革ブラツクスキン〉を手渡し、入れ替わるように外へ出ていった。ハンターの仕事はブレスレスを始末する事だけだからな、と言い捨てて。

「君たちも」

　アタッシュケースを持った強行班員に言われるまま、優毅と勇生も〈黒革ブラツクスキン〉を通常の手袋に取り替える。

「くそっ[image: ]」

　その手で、勇生が壁を打った。壁には、彼自身がさっき刻みつけた弾痕がある。

「……どうして……どうして僕は……」

　肩を震わせ、何度も壁を殴り続ける。

　しかし、音は小さい。素手では打ち破る事もできない。

「弱ければ……力が足りなければ……正しい事を実行する資格も、あんな奴に反論する資格さえもないんだ……。ここでも、学校でも……」

　呟つぶやく勇生を、優毅は見守るしかできない。

「お前ら、見るか？」

　調査班員に声をかけられ、優毅たちは奥の間に向かった。ただ己の力不足を嘆いていても仕方がない。せめて現状を直視したいのは、ふたりとも同じだった。

　隣室で優毅が見たのは、真紅の壁だった。本来の壁紙の色ではあり得ない、不ぞろいな斑まだらに染められた部屋。ブレスレスの死骸から出た異臭とも異なる、嗅ぎ覚えのある匂いが鼻を突く。

「彼女の──ブレスレスの母親だそうです。血縁はないみたいですけどね」

　調査班員の言葉を理解するのに、数瞬のタイムラグがあった。

　この壁を染めているのは、母親から流れた血ではない。それだけでは、この量はあり得ない。彼女の母の肉体がすり潰され、塗料となって部屋中に塗りたくられたのだ。

　腹を殴られた時よりも強烈な吐き気が優毅の胸にこみ上げる。顔を歪ゆがめ、奥歯に力を込めて耐える。勇生の方は耐えられず、口元を押さえ、真っ青な顔でトイレに駆けこもうとする。

「トイレも現場検証の対象だ。汚すな。これに出せ」

　調査班員が、勇生にビニール袋を手渡した。恥ずかしさと情けなさに秀しゆう麗れいな眉まゆを歪めて、勇生は嘔おう吐とする。

「警官でも同じだよ。刑事でも鑑かん識しきでも、こういう現場に馴れなきゃ仕事にならない。馴れるしかないんだが、馴れきってもいけないんだな。ルーティンワークになってしまうと、捜査の上でも仕事への意欲の面でもまずい。まあ、お前たちは事情が事情だけど、肝きもに銘じてくれ。こういうモンと戦ってるんだってな」

　元体の母親は後妻であり、関係は決して良好ではなかった。父親は北海道に出張中。母親を殺した時点で堕壊コラプシヨンしていないため、『願い』は父親とふたりだけで暮らす事だったと推測される。ブレスレスの感染経路は不明。遺体が原形を留めていないので、死者の人数と身元を確認するために壁に塗と布ふされたものをＤＮＡ鑑定に回す──調査班員たちの会話が優毅の耳にこびりつく。

　この少女がどういう理由でブレスレス化したのか。父と、義母とどういう関係にあったのか。詳細な情報がハンターに伝えられる事はない。こうして現場で漏れ聞けただけでも優毅たちには幸運だった。

「……どこが、違うんだ……」

「何が、ですか」

　強行班員が車から持参したドリンクで口をすすぎ、勇生が訊ねる。

「よくわからないが、彼女は父親の事を考えすぎてブレスレス化したんだろ。それで義理の母を殺したなら……それは智笑美を守るために相手を半殺しにした俺と、どこが違うんだ？」

「全く違います」

　迷いの言葉を吐く優毅に、間かん髪はつを入れず勇生は告げる。

「他人を傷つけたり、排除しようとしたりする感情は、率そつ直ちよくかも知れませんが、正しい愛情ではないでしょう……ないはずです」

　口の中に残った吐と瀉しや物ぶつを排除するかのように、勇生が言葉を吐き捨てる。

『ハンター及び強行班は、山やま上がみ班を警備に残して撤てつ収しゆうしなさい』

　通信機から奈槻の指示が聞こえる。その声に縋すがって、優毅はただ逃げるように部屋から離れた。




　しかし、本部に帰き還かんしても心が休まるわけではない。作戦に参加したメンバーを集めたブリーフィングルームで優毅に知らされたのは、中居の死だった。

「ブレスレスのエネルギー奪取で受けた傷害を治療する方法はまだ見つかってないの」

　現場の報告をまとめたミアが、淡々と告げる。ハンカチは涙を拭うのではなく、アレルギーでぐずる鼻を押さえているだけ。

　生命力の減退だけならいずれは回復する。だが、ブレスレスに貫かれた傷はその部分の細胞そのものが変質壊え死しするため、通常の方法で治癒する事はない。侵おかされた部位を周辺ごと切除するのが、現状で有効な唯一の治療法だ。

「彼女は内臓まで深くやられてたからね」

「……そうですか……」

「現場の状況はモニターしてたわ」

　奈槻の口調は冷たい。

「ハンターを守るという強行班員の使命を、彼女は果たした。優秀な人材だから残念だけど、アルゴルが守れたのはよかったわ」

「……それで、いいんですか？」

　当のアルゴル──勇生が立ち上がる。

「いいのよ。有能な強行班員は貴重だけど、ハンターはその何倍も貴重なんだから」

「〈幻銃ガン・フアントム〉を撃てないハンターでも？」

　血を吐くような優毅の問いに、奈槻は頷うなずく。

「ブレスレスに効かない〈幻銃ガン・フアントム〉であってもですか？」

　勇生が訊ねてもやはり肯定する。

「現在、ブレスレス事件の発生頻ひん度どは上がっているわ。各ハンターには一層の努力と、能力向上を期待します。では、解散[image: ]」

　ぽん、と優毅の肩を叩いたのは村瀬だった。目を細め、口唇を意図的に曲げた笑みだけを残し、無言で去っていく。他の強行班員も次々に部屋を出ていき、優毅と勇生、それに奈槻とミアだけが残された。

「どうしたの？　出動したハンターは検査の後、休息を取る義務があるのを忘れたわけじゃないでしょ？」

　鼻にハンカチを当て、ミアが訊ねる。ほとんど未知の〈幻銃ガン・フアントム〉だが、発射がハンターの心身に負担をかけるのは明らかだ。ローテーションもその事に配慮されている。

「質問があります」

　勇生は挙手をして質問を返した。

「〈幻銃ガン・フアントム〉の威力を上げる方法は、存在するんでしょうか？」

　思い詰めた蒼そう白はくな表情、強ばって震える肩。勇生の感情が、外から見ても手に取るように理解できる。

「はっきりとした事は不明よ」

　ミアの答は、あっさりしたものだった。〈幻銃ガン・フアントム〉の性能は一定不変ではない。だが、単純にハンターの感情が高ぶればパワーが上がるというものでもないのが、これまでのデータでわかっている。

「アメリカで一例、〈幻銃ガン・フアントム〉の能力が大幅に変化したケースはあるけど、何しろサンプルがひとつだからね。因果関係とかは不明のまま」

　ミアはいつものようにオーバーアクションで白衣の肩を竦すくめた。

「わかりました……」

「俺は……訓練に戻っていいですか？」

「そうね。出動はしたけれど発射はしていないし。構わないでしょう。度を超さないようにね」

「ありがとうございます」

　一礼し、部屋を出ていく優毅に勇生がついてくる。

「優毅さん……強くなりましょう」

「……ああ……」

「生返事はよしてください。僕たちは、必要とされている。僕たちが戦わなければブレスレスの被害が拡大するのは事実なんです。それ自体は誇るべき事ですけど、そこで僕たちが弱ければ他人に犠牲を強いる事になる。後悔するより、強くなって次の犠牲を食い止める以外ないんです」

　口調は熱っぽいが、勇生の判断は冷静だ。非情だが、最も合理的な判断。他人の命を守るための。

「……じゃあ、俺は射撃訓練があるから。高出水くんは、休め」

「はい」

　勇生の主張の正しさを完全に飲みこんだわけではない。だが、他にできる事もしたい事もなかった。

　時刻は零時近くになっていた。ブレスレスに備えて終夜体勢の〈ＳＴＡＢ〉本部も、やはり夜は静かだ。優毅の靴音だけが異様に響いている。

「失礼します」

　ＩＤでロックを解除し、射撃訓練場に入ると先客がいた。

「ベネトナーシュ……？」

　長い黒髪の少女が、黒い戦闘服姿で銃を構えている。首筋にパッドがなく、コードも伸びていない。外観も黒鉄色。訓練用の模擬銃ではなく、本物の〈幻銃ガン・フアントム〉だ。

　先端に巨大な銃剣を備えた長大なライフルを立ってホールドし、ベネトナーシュは静かに引き金を引く。肩が、微び動どうだにしない。まるで彫刻のような、乱れも揺らぎもない、安定したフォーム。

　前方のターゲットに、六つ目の弾痕が刻まれた。中央への命中。他の五つも、その周辺に固まっている。

　打ち終わった〈幻銃ガン・フアントム〉を立てる。そのまま、彼女の手の中の黒鉄色の塊かたまりが半透明になり、空気に滲にじむように消える。

「あ、あの……っ[image: ]」

「何？」

　初めて会った時と同じ、冷淡な態度でベネトナーシュが優毅を見る。

「えと……その……ありがとう」

「何が？」

　ベネトナーシュは優毅の方を見もせずに〈黒革ブラツクスキン〉を外した。

「最初の時、助けてもらったからさ」

「前にも聞いたわ」

「あ、ああ……」

　自分の訓練用模擬銃を準備するのも忘れ、優毅は何とかベネトナーシュとの会話を試みるが、彼女の方には取り付く島もない。

「こんな遅くまで練習か？　今夜のシフトには入ってなかったはずだけど……」

　本題を切り出すのに躊ちゆう躇ちよし、こんな「世間話」をしてしまう。

「自主的に待機してる。ハンターの数は足りないし、当番の連中だけじゃ力不足の事もあるでしょ。あなたの家の時みたいに」

　落ち着いた──というよりは抑よく揚ようの乏しいアルトが答える。

「……射撃、上手いんだな」

「ええ」

　喜ぶでもなく、あっさりとベネトナーシュは肯定する。

「恥ずかしい話だが、俺、〈幻銃ガン・フアントム〉が撃てなくて……。どうすればいいのか……」

　ようやく、絞り出すように本題を吐き出す。

「教えてくれないか？　どうすればいい？　何か、撃つためのヒントとか」

　単に第一印象の問題ではない。彼女は、他のハンターとは違う。直接紹介されたメンバーだけではない。現在〈ＳＴＡＢ〉に所属する一二人のハンター全員の基礎資料は教えてもらったが、格闘戦に使える〈幻銃ガン・フアントム〉は彼女のものだけ。村瀬の《ベテルギウス》もナックルガードに似ているが、あれは単に射程距離が限りなくゼロに近いというだけだ。殴る事でダメージが発生しているわけではない。

　本名が明らかにされていない事。〈幻銃ガン・フアントム〉を発射しても快感に襲われたように見えない事。

　特別な彼女なら、例外である優毅の行き詰まりを打破するヒントを与えてくれるかも知れない。

　何の根こん拠きよにもなっていないが、優毅はその可能性に縋すがった。

「……助言できる事なんてないけど……」

　珍しく、ベネトナーシュが考えこむ気配を見せた。

「強いて言えば、解放する事ね」

「解放？」

「そう。自分を肯定し、解き放つ。〈幻銃ガン・フアントム〉を出せる自分、撃てる自分、ブレスレスを始し末まつする自分をはっきりとイメージして、それを素直に受け入れる。頭で考えた理屈や倫理じゃなく、身体が感じている流れに乗る……それが基本よ」

「そうか……」

　カウンセリングで言われたのと大差ない内容だった。

「俺は……撃つのが正しいって思えないんだ。多分、だから撃てないんだろう」

　苦い言葉がこぼれる。

「確かに相手は怪物なのかも知れない。けど、こっちも力で対抗して、相手を殺してしまうってやり方が正しいのか……。正義を看板にしてただ暴力をふるう事に酔ってるんじゃないかって気がして……。気持ちいいってのも……その……気持ち悪い」

　最も根深い恐れ。

　撃とうとするだけで全身の神経を痺しびれさせるようなあの快感。理緒や勇生が発射した時の忘ぼう我がの表情に、優毅は嫌けん悪おを感じてしまう。

　ただ、ベネトナーシュだけは違う。どういう理由かはわからないが、彼女だけは〈幻銃ガン・フアントム〉の快楽に溺れる事なく使いこなし、ブレスレスを倒している。

　だからこそ、優毅はベネトナーシュに相談したのだ。

「正しい必要はないわ」

　だが、ベネトナーシュの返答は、優毅の予想を裏切るものだった。奈槻の訓辞も、カウンセラーも〈ＳＴＡＢ〉の正しさを受け入れようと説得していたのだから。

「正しいとか、正しくないとか、そんな事は関係ない。撃つしかなかったら、撃つ。呼吸や睡眠と同じように」

　そうだろうか。撃つ──殺すという意志を込めた行為を、半ば自動的な生理現象と同等に扱っていいのだろうか。

「呼吸や睡眠で納得できないなら、食事やセックス。生きるために必要な事、生物にとって必要な事は気持ちいい。生き物の身体って、そういうふうにできている。だから、ブレスレスを処分するのは、必要な事」

　思わず拳に力が籠こもってしまう。理屈では矛盾はないのかも知れない。だが、優毅には受け入れがたい考えだった。これが彼女を支える信念なのか。〈幻銃ガン・フアントム〉を撃っても表情ひとつ変えない強さの源なのか。

「もし、それでも駄目なら──」

　ベネトナーシュが、言葉を切る。

「ブレスレスを倒す事に自分の全存在を捧げてしまえばいい。そうすればいいでも、そうしたいでもなく、そうするしかないものとして己おのれを定めてしまえばいいわ。ブレスレスを破壊する事を、存在するたったひとつの目的にしてしまえば、快感も後ろめたさも関係ないわ」

　できるのだろうか。そんな事が。だが、自分には他に何かがあるだろうか。

　智笑美は死んだ。両親も死んだ。親友と呼べる者も、恋人もいない。将来の夢も、今打ちこんでいる事もない。

〈幻銃ガン・フアントム〉を使うハンターである事だけが、今の櫂原優毅の全て──いや、現状ではハンターですらない。

「口で言えるのは、それだけよ。頑張って」

　優毅に背を向け、ベネトナーシュがドアに手をかける。

「あ……ありがとう[image: ]」

「ブレスレスを処理できる人間が増えるのはいい事。ただ、それだけよ」

　長い髪の少女が出ていく。ドアが閉まる。優毅は、模擬銃を手にするでもなく、ただ対面にある同心円のターゲットをじっと見つめて己の心を研ぎ澄ました。

　この場にはない〈幻銃ガン・フアントム〉をホールドしたつもりの両手をそっと上げ、標的に向ける。

　撃つ。放つ。射抜く──そして倒す。

　それができなければ、自分がここで生きている意味はないのだ。




「勇生、こんな時間にどこへ行く？」

　まだ夜が明け始めたばかりの時間、まだ新しいシューズのストラップを留める勇生を父の史朗が呼び止めた。父の声を聞くのは、勇生にとって数日ぶりの事だった。

「ジョギングです。父さんこそ、いつ帰ったんですか？」

「……仕事だ」

　史朗はぶっきらぼうに答える。着崩れたスーツに、緩んだシャツ。妙に甘ったるい匂いがしている。

　八〇年代に学生ベンチャーとして会社を興おこした史朗は、バブル崩壊やその後の不況期を乗り切り、大手プロバイダや消費者金融を傘下に収めている。今は五一歳。晩婚で、勇生の母親とは一〇歳差がある。

「僕が訊ねたのは理由じゃなくて、帰宅時間です。わざわざ仕事だと強調しなければならないような事があるんですね」

「……子供の口出しする事じゃない……」

　勇生の追求に、史朗は苦い表情で顔を背そむける。

　父に、まだ隠そうとするだけの倫理観がある事が、むしろ勇生には滑こつ稽けいだった。

　両親にそれぞれ愛人がいる事を勇生は小学生の頃から知っている。父よりも十歳以上も若い母は友人と旅行中だが、その「友人」の正体は父も理解している。

　勇生はひとりっ子だが、それはあくまでも戸籍上の嫡ちやく出しゆつ子しとしては、という意味だ。「兄弟」がどこにどれだけいるかは、考えたくもない。

　愛情などとっくに消えている。あるいは最初から無かったのかも知れない。客観的に見て自分が恵まれた環境で育った事を、勇生は自覚している。ただ、家族の団だん欒らんを経験した記憶はない。

「お前にもそのうちわかる。いろいろあるんだ、いろいろな」

「大人の世界の事なら、もう見せていただきました。それこそ、いろいろね」

　愛人の事だけではない。自分の会社を乗っ取られ、従業員の大幅解雇を止めてもらうように額を床にすりつけて懇こん願がんする相手を面めん罵ばする姿や、電話口で表おもて沙ざ汰たにできない指示を部下に飛ばしている姿も、勇生は何度となく見ているのだ。

　我が子の鋭い舌ぜつ鋒ぽうに、史朗が一瞬黙る。

「身体を鍛えたいならジムにでも通えばいいだろう。外は危ない。お前には私の息子という立場を考えてもらわないと……」

「行って来ます」

　父には答えず、玄関から門への長いアプローチを走る。

　高出水の家は都内でも有名な高級住宅街に位置する。勇生が生まれる直前、バブル崩壊で売りに出された屋敷を史朗が購入したものである。近所のほとんどは古くからの名家で、露ろ骨こつな成金は高出水一軒だ。仰々しい建物を買い、己に不足している権威を補おうとする。家庭を顧みないのに、珍しく息子に会った時には善良な父親の顔をしようとする──そんな俗物性も勇生は嫌いだった。

　ただ、この家がありがたいのは広い公園が近い事だ。ペースを上げる。荒くこぼれる息が白い。パーカーの襟えり紐ひもを引き締める。

　鍛えたい。もっと強くなりたい。強くならなければならない。

〈ＳＴＡＢ〉のトレーニングだけで不足なら、一秒を惜しんで鍛たん錬れんするだけだ。

〈幻銃ガン・フアントム〉の威力を増強する方法がわからないなら、連続発射に耐えられるようになればいい。発射時の衝撃──正確に言うなら快感──に耐える訓練は〈ＳＴＡＢ〉で重ねるしかないが、体力そのものの増強をするだけでも意味はあるはずだ。

　犬の散歩をする初老の紳士とすれ違い、湿った空気の公園へと踏みこむ。元々交通量の少ない地域だ。早朝という事もあり、都内とは思えない澄んだ空気が肺に入りこんでくる。

「はぁ……はぁ……」

　息が上がってくる。太股の筋肉が痛む。懸命にフォームを整えようとするが、足下がふらつく。

「く……っ。どうして……どうして、僕は……」

　両手を膝に突き、俯うつむいて息を継ぐ。意欲だけ先走っても、身体は一いつ足そく飛びに強くならない。鍛えられたという手応えがない。

「高出水くん？」

　不意に名前を呼ばれ、顔を上げる。

　ノートパソコンを膝に広げ、ベンチに座っている若者がいた。自然な形に整えた長めの髪。自分のような、未熟で尖とがった印象のない穏おだやかな人だ。端正な顔立ちは名めい匠しようの手になる彫刻を思わせる。それも英雄ではなく、芸術家か聖者を写した肖しよう像ぞうだ。

　見覚えはあるのだが、咄とつ嗟さに名前が思い出せなかった。

「覚えていないかな？　雨う月げつ。雨月鎮まもるだよ」

「お久しぶりです。雨月先輩も、近所だったんですか？」

　駆け寄り、礼をする。

　雨月鎮。二年前の創倫中等部の生徒会長だ。勇生がなかなか思い出せなかったのは、成長で顔立ちと髪型が変わっていたから。勇生もクラス委員として顔を合わせ、一緒に仕事をした事もある。卒業後はそのまま高等部へ進んだと記憶している。

「まあね。君は早朝ジョギングかい？　感心だね」

　一度立ち上がり、挨あい拶さつをしてから鎮はまたベンチに座る。

「いえ。個人的な動機で……特に、誉ほめられるような……事じゃ……ありません……」

　白い息を何度も吐きながら説明する。

「雨月さんは、どうしてこんな時間に」

「強いて言えば散歩かな？　自分の家にだけ籠もっていると、どうしてもイメージが限定されたり、息が詰まったりするからね」

　ノートＰＣを閉じ、鎮が微笑む。

「中等部はどう？　君が生徒会長なんだろう？」
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「……創倫の生徒会なんて、ただのお飾りです。今の僕には、雨月さんみたいな事はできません」

　息を整えながら、首を振る。二年前に鎮は生徒会を率ひきい、理不尽で時代遅れの校則をいくつも改正した。だが、今の生徒たちは、それが勝ち取ったものだという事を忘れてしまっている。せっかく改めた規則がずるずると元の通りに戻されようとしているのに、まったく意識していない。奔ほん走そうしているのは勇生ひとりだ。

「悩みがあるみたいだね。僕でよかったら相談に乗るよ」

　ベンチの片側に寄り、座面をハンカチで拭う。勧められるまま、勇生は鎮の隣に腰掛けた。

「悩みというか……自分の力不足が歯がゆいだけです。やらなければならない事があるのに、今の僕にはそれが叶わない」

「やらなければならない事っていうのは何？」

「……それは、話せません」

「まあ、プライバシーに関わる事もあるだろうから、深くは訊かないよ。ただ、それだと一般論しか話せないけど、それでも構わないかな？」

　勇生は頷うなずいた。

「ひとりの力で足りないのなら、みんなで協力すればいい……なんていうのは意味のない綺き麗れい事ごとだね。人に頼れない事もあるし、最後には他人の力なんて当てにならない。結局、自分の願いを叶えるのは自分自身だよ」

「そうですよね……」

　熱く白い息がこぼれる。みんなで力を合わせるなどという空くう疎そな建たて前まえは、勇生も最初から信じていない。ほとんどの人間は直接自分に影響のある事でなければ関心を寄せないのは、生徒会長として実感しているし、智笑美からも聞いている。

「僕が校則改正のために働いたのも、みんなのためとかじゃない。僕自身が、そうしたかったからだよ。他人のために犠牲になったとかじゃなく、むしろ僕の願望のため『みんなのため』という命題を踏み台というか旗はた印じるしに利用させてもらったのかな？」

「そんな……雨月さんは立派ですよ。僕は、そう思います」

　穏やかに笑う鎮に、勇生は思わず反はん駁ばくしてしまった。精力的に生徒たちの意見をまとめ、資料を作り、教師や理事会に働きかける鎮の姿を、勇生は間近で見ていたのだ。

「そのくらいの気持ちで行動した方が力が出せるっていう事さ。他人のために自分を犠牲にしていると考えていると、気持ちが折れた時に他た罰ばつ的になってしまう。あくまでも自分自身の問題なら、強い力が出せる」

「……そうですね」

　勇生は右手を握りしめる。〈ＳＴＡＢ〉で戦うのは、社会や人類のためではない。何よりもまず、智笑美の復ふく讐しゆうのためだ。それでもなお、彼の《アルゴル》は弱い。先日の戦いでも、有効打を与えられなかった。

〈幻銃ガン・フアントム〉を鍛える方法は誰も知らない。

　万が一の希望に縋すがってインターネットで情報を漁あさりさえした。頻ひん発ぱつするテロや猟奇殺人の背後には怪物が存在しているという胡う散さん臭い話はあっても、〈幻銃ガン・フアントム〉や〈ＳＴＡＢ〉、過去にアメリカで起きた事件に関する情報は見つからなかった。

　まるっきり無関係だが、妙に心惹ひかれるサイトがあってブックマークに入れたのと、〈ＳＴＡＢ〉の情報隠いん蔽ぺい工作が成功しているのを確認できたのだけが収穫だ。

「本当にやりたい事、やらなきゃいけない事があるのなら、迷ったり悩んだりする事はない。違うな。逡しゆん巡じゆんしたり自制したりする余裕があるという事は、それは本当の願いとは言えないと思うよ、僕は」

　またノートを開き、キーを叩きながら鎮は独り言のように話す。画面の内容は、勇生の位置からは見えない。

「人間っていうのは不便だよね。二四時間しかない一日のうち、どうしても食事や睡眠に奪われる時間がある。何かの願いがあっても、自分の全てをそれに捧げる事はできない」

　鎮が勇生と会話しながら作業を再開したのも、時間が惜しいからだろう──勇生はそう判断した。

「願いっていうのは……そうだな。恋に似ているんじゃないかな？」

「恋……ですか？」

　場違いなたとえに、勇生は首を傾かしげた。

「そう。高出水くんは誰かを好きになった事はあるかい？」

　事も無げに、鎮は訊ねる。

「……あります」

　好きになった。愛していた。愛されていた──と思う。気持ちが通かよいあっていたと信じられる。

　だけど、それは失われた。理り不ふ尽じんな暴力に、あり得ざる異常によって、永遠に取り戻せない世界へと運び去られた。

　奇跡的とも言える偶然で仇かたき討うちできる立場は得られたのに、それに見合う力がない。

　復ふく讐しゆうの機会そのものが手に入らない方がましだったとは絶対に思いたくない。だが、現状は勇生に己の無力さを突きつけるばかりだ。

「誰かを好きになる瞬間、損そん得とくとか、自分と釣り合う相手かどうかとか、そんな事は考えない。打算や妥だ協きようが混じるのは本当の恋じゃない……なんて、そこまでロマンティックな事を言う気はないけど、純粋な想いは強いよ」

　その通りだ。智笑美とひかれあった事には何の利害もない。ただ、彼女という人間を素晴らしいと感じただけだ。

「恋じゃない事でも、恋と同じような気持ちになれば、たいていの事は何とかなるんじゃないかな。一般的な正しさを頼ったりせず、自分にとってだけ正しい。それで充分。他人の評価やモラルは付ふ随ずいするものでしかない。いや、無視したって構わない。もちろん人のためになるのが悪いわけじゃないけど、まずは自分の正しさを信じる。それが、迷いを消すっていう事だと僕は思う」

　穏やかに、鎮は目を細めた。

「自分の中に確たる正しさを持っていないと……そうだね。例えば、やらなければならない事がふたつ、同時に並んだ時に迷って何もできなくなったりする。本当に自分にとって大切な事が何なのかわかっていたら、そんな時にも悩まないはずだ」

「そうですね……ありがとうございました」

　立ち上がり、お辞じ儀ぎする。

「もう、行くのかい？」

「はい。時間を無駄にしたくありませんので。あ、その……雨月さんのお話が無駄っていうのではなくて、自分の目的のために……」

「はは……。それでいいよ。君は君の願いのために、頑張るべきだ。僕は時々ここにいる。また何かあったら、ここか高等部に訪ねてくればいいよ」

「はい。ありがとうございました」

　一度頭を下げ、勇生は走りだす。数十メートルを進んでから、何気なく振り返る。

　鎮は、まだじっと勇生を見つめていた。







第四章　　焼き尽くす者の降誕







「確かに、データ上の威力は向上しているわね」

〈ＳＴＡＢ〉本部ディレクタールーム。勇ゆう生きが差し出した訓練結果の資料に目を通し、奈な槻つきはそういう評価を下した。

「では、ローテーションに復帰したいので、許可をお願いします」

「そう単純な話でもないわ」

　意気込む勇生に、奈槻は苦笑して首を振った。優ゆう毅きはただ、居心地悪く勇生の隣に立っているだけ。

　初めての実戦から一週間が過ぎた夜。前回の出動で満足な成果が上げられなかったため、優毅たちふたりは正規のローテーションから外され、いわば「補欠」扱いになっていた。

　奈槻にとっても苦渋の決断だった。ハンターの絶対数が不足している中、ふたりが戦力にならないのは他のメンバーに負担をかける事になる。それでも、これから成長するかも知れない貴重なハンターを戦場で無む為いに死なせるわけにはいかない。

　だから、勇生が懸命に志願しても予よ備び役えき扱いにしたのだ。

　出動を禁じられている間、勇生はトレーニングを重ね、〈幻銃ガン・フアントム〉の威力と命中精度を少しずつアップさせているが、優毅の方は未だに発射できずにいる。ベネトナーシュの助言も、今のところは効果をもたらしていない。

「〈幻銃ガン・フアントム〉の威力はハンターのコンディションにも左右されるし、訓練用のターゲットで計れる破壊力がそのままブレスレスに与えるダメージになるとも限らないのよね。ある程度の相関関係があるのは確かなんだけど」

　数少ないサンプルから得られたデータを基に、不安定で不確実なものを運用するしかない。それが〈ＳＴＡＢ〉の現状だ。幸い、この一週間は実際の出動がなかったから助かったが。

「……そうね。では、アルゴルは明日、二一時からのローテーションに入ってもらいます。櫂原君は現状のまま、訓練を重ねてください。以上」

「はい[image: ]」

「……了解しました」

　一礼して退室し、喫茶室に向かう。利用者はふたりだけだ。今日も、優毅は野菜ジュース。勇生はブラックコーヒー。

「……調子、いいんだな？」

「ええ。迷わないコツって言ったら変ですけど、自分なりにマインドセットの仕方を覚えましたからね。僕ぼくにできたんですから、優毅さんにだってできます」

「俺おれは……いいよ」

　口唇で形だけ微笑し、優毅は俯うつむく。

「それじゃ駄目です。あなたにだってできるはずですから、やってみせてください」

　真顔で、勇生は訴える。

「あなたは、強くなるべき人なんです。智笑美さんが、最も信じ、頼った正義があなただ。彼女の信頼にふさわしい力と正しさを身につけてください。諦めで逃げる事は、僕たちには許されないはずです」

　鈍にぶい刃を強引に突き立てるような勇生の言葉に、優毅は身じろぎする。返す言葉が出てこない。

「僕が……僕があなたであったなら……」

　口唇を噛み、握りしめた拳こぶしをテーブルに押しつける。それでも勇生は俯かず、目を逸そらさず、優毅を睨にらみ続ける。

「あれ？　櫂かい原ばらくんにアルゴル？」

　その緊張を破って理り緒おが入って来た。まだ黒い戦闘服ではない。私服だ。

「プリケリマさん、これから待機ですか。僕も明日からローテーションに復帰する事になりましたので、よろしくお願いします」

　居住まいを正し、平静を装った声で勇生が挨あい拶さつする。

「そう[image: ]　よかった。一緒に頑張ろう[image: ]」

　何が良かったのだろう──優毅は煩はん悶もんする。

　力を奮い、敵を消滅させるのが喜ぶべき事なのか。優毅にはわからない。いや、受け入れる事ができない。

「優毅くんも、早く撃てるようになるといいね。ほら、最近ふたりが頑張ってるせいかな？　みんな待機明けには実銃射撃訓練申請したりとか、熱心なんだよ」

　オレンジジュースを飲みながら、理緒が説明した。射撃訓練場に足繁く通い、発射を試している優毅は実感している。確かに〈ＳＴＡＢ〉に入隊したばかりの頃に比べると、ダミーではなく本物の〈幻銃ガン・フアントム〉でトレーニングする者をよく見かける。元からダミーを用いないベネトナーシュは別格としても、だ。

　だが、優毅にはそれもいい事とは思えなかった。

　確かにハンターが熱心で積極的に能力向上に努めるのは正しい。しかし、〈幻銃ガン・フアントム〉を撃つ彼らの酔ったような表情を、優毅はどうしても素直に肯定できないのだ。

「ここしばらく事件がなかったけど、今夜あたりそろそろ何かありそうな気がするんだよね。腕がなるっていうかさ。ブレスレスが出たら、あたしがやっつけてやる。奈槻さんに、誉めてもらうんだ……」

　夢見るような理緒の瞳ひとみには、目の前の優毅たちは映っていない。

　これだから、優毅は〈幻銃ガン・フアントム〉を──力を受け入れるのを恐れてしまう。

　そして、理緒の予感──彼女にとっては、ある意味で期待──は的中した。

　それから小一時間が過ぎた夜の八時過ぎ、緊急コールが流れて基地内の全ハンターにブリーフィングルーム集合が命じられたのだ。

　待機ではなく訓練をしていた優毅と勇生も駆けつける。

　理緒──プリケリマやベネトナーシュを含め、ハンターが六人。強行班員の人数も多く、座りきれない分は壁かべ際ぎわに立って並んでいる。前回の出動時に比べれば倍以上の動員だ。

「ブレスレス事件が発生しました。現場は、埼玉県秩父市」

　元げん体たいは一七歳女子。両親を惨ざん殺さつする姿を近所の住民に目撃され、ブレスレスである事が確定。堕壊コラプシヨンは未確認。ここまでは標準的なブレスレス事件だ。

「ただし、目標は武甲山山中に逃走しました」

　ざわ……っ。

　強行班員たちがざわめき立つが、ハンターの反応は鈍い。ただ、ベネトナーシュひとりが微かすかに眉まゆを動かした。

「所しよ轄かつの警官隊にも人を出してもらっていますが、これは〈ＳＴＡＢ〉が経験した事のないケースです。山狩りとなると、かなりの人数が必要になります」

　スクリーンに表示された地図に推定逃走経路を重ねながら、奈槻が説明する。

　ようやく事の重大さに気づいたのか。理緒やデネブの藤ふじ村むらが顔を見合わせる。

「ハンター一名に強行班員を五人ずつ割り振って、五班を構成します。ベネトナーシュだけは単独で行動。詳しい説明は移動中に──」

「……何で特別扱いなのよ」

　理緒の嘆きは、小声だが優毅の耳には届いた。恐らくは席の近いベネトナーシュにも聞こえているだろう。だが、彼女は無反応だ。

「バイクの機動力を活用するためよ。山の奥の方は徒歩で検索するしかない分、周辺地域をベネトナーシュと一般警官に頼る事になるわ」

「僕も出動させてください」

　勇生が立ち上がる。

「駄だ目めよ。あなたは夕方から実銃訓練を重ねているわ。体力面で不安がある。それに。戦力としてもね。後ご詰づめとしてここに待機してもらいます」

　広範囲にブレスレスを探すミッションのため、通常ではあり得ないハンターの単独編成だ。まだ戦力面で確実とは言えない優毅や勇生を投入するのはリスキーすぎるというのが、奈槻の判断だった。

「では、出動[image: ]」

　奈槻から班編制の指示を受け、全員が立ち上がる。残るのは優毅と勇生。強行班では先日の負傷が完治したばかりの岩いわ切きりや、最近補充された隊員が数人残っただけだ。

「……残念ですよ。せっかく現場復帰できそうだったのに……」

「ま、無理はするなって事だ。今日はもう射撃も格闘も訓練はすんだんだろ？　休憩室で将しよう棋ぎでも打つか？」

　眉み間けんに皺しわを寄せる勇生を気遣ったのか、岩切が陽気に肩を叩く。

「いえ。司令室で見学しています。出動できないなら、ディレクターの指揮を見るだけでも対ブレスレス戦の勉強になりますから」

「そうか。残念だな。俺は強行班の待機室にいるから、何かあったら声かけてくれ。熱心なのはいいが、気ぃ詰めたままだと疲れるぞ」

　笑いながら、岩切は出ていった。

「優毅さんも一緒に見学しましょう。僕たちの戦いを、直視するんです」

　誘われるまま、司令室に向かう。名前の割には、特別な部屋ではない。見た目はドラマで見るような刑事部屋に似ている。奈槻やミアが着く席にはコンピュータの端末が据えられ、その他に通信コンソールに向かう要員が数人。正面の大型スクリーンには地図やさまざまなデータが表示されている。

　各隊員のヘルメットに装備されたカメラの映像が次々と切り替わり、地図上では各小隊の動きが表示される。ベネトナーシュだけ速度が速いのは、山中をオフロードバイクで移動しているからだ。

　最初に集合がかかってから二時間。未だブレスレスは発見されないが、確実に検索すべき範囲は狭せばまっている。

「菅すが田た隊はそこから北へ回って。そう、一般警官はチェックが終わったエリアの監視に残して、なるべく〈ＳＴＡＢ〉が先行するように」

「ディレクターには、迷いがありませんよね」

　ひっきりなしに指示を飛ばす奈槻の姿を見ながら、勇生が感心する。

「やはり自分のなすべき事に確信がある人は強いんです」

　その時、通信を受けた女性オペレータが大声で叫んだ。

「所轄から連絡です[image: ]　ブレスレス事件発生っ[image: ]」

「何ですって？」

　奈槻が振り返り、訊たずねる。

「確認して。秩父の件の二重連絡とかじゃないの？」

「間違いありません」

　告げられた現場は東京の西にある街。優毅の地元だった。

　元体は高校生男子、素す性じょうその他は現在確認中。警官の追跡を受けて逃走しており、堕壊コラプシヨンは確認されていないがその兆ちよう候こうは見られる──そんな情報が告げられる。

「同時に二か所とはね……」

　奈槻が親指の爪を噛む。過去にはなかったケースだが、ブレスレス対策が頼っているサンプルは統計上有意にならない数だ。むしろ最近の異常な多発ぶりを考えれば、想定すべき事だった。

「同時に……」

　勇生が呟つぶやく。

　単に事態の深刻さに戦おののいているのでも、不安や闘志を感じているのでもない。何か言葉に引っかかっているように優毅には感じられた。

「勤務明け以外で自宅に戻っている全ハンターを召集して。それと、現在待機中のアルゴル、櫂原優毅の両名を出動させます。現場指揮官は強行班岩切巡査長」

「俺たちが……？」

「命令よ[image: ]」

　優毅の逡しゆん巡じゆんを、奈槻の鋭い声が遮る。

　ブレスレスは単に危険なだけではない。危険の源でもある。他の人間をブレスレスにする危険性もあるし、追いつめられたブレスレスが堕壊コラプシヨンし、凶暴化するリスクも増大する。更に、堕壊コラプシヨンした異い形ぎようの怪物が人目に触れれば情報の隠いん蔽ぺいも困難になり、間接的にブレスレスの発生を促す。時間との戦いを強制する敵なのだ。

「他のハンターが揃そろい次第、追撃班を編成して派遣するわ。ただ、今は時間が惜しい。あなたたちふたりだけで、やれるところまでやってもらうわ」

「了解しました」

　勇生が敬礼した。遅れて、優毅も同じ動作をする。

　奈槻の指示を受け、すぐに装備を調ととのえて専用車両に乗りこむ。〈ＳＴＡＢ〉の専用車両は元々数が多くない上に、埼玉の山狩りにほとんどが出払っている。優毅たちと岩切を含む五人が一台のワンボックスに搭乗し、他に強行班員が三人、通常のパトカーでサイレンを鳴らして走りだす。

　この八人が、現時点で〈ＳＴＡＢ〉が動員できる全戦力だった。

「まさか一か月ちょっとの間に、同じ街で二度もブレスレス事件とはな。感染して連続したんなら、まだ理解できるんだが……」

　愛用のショットガンを点検しながら、車内で岩切が呟つぶやく。彼にとっては久しぶりの出動。復帰直後で現場指揮官を任せられたのは、実戦経験の豊富さからだ。他のメンバーは経験が浅く、配属されたばかりで今夜が初出動という者がほとんどだった。

『現場からの報告を伝えます』

　通信機から奈槻の声が聞こえる。時間を少しでも節約するための、移動しながらの簡かん易いブリーフィングだ。

『ブレスレスは付近の小学校に逃げこみました。幸い、時間帯もあって中に市民はいませんし、宿直の校務員や警備員なども存在しません。警官隊には校舎を封ふう鎖さし、逃亡を防ぐ事に専念し、それ以上の刺激をしないように指示しています』

　現地に到着したら、校舎内の非常シャッターなどを利用して徐々に相手の行動範囲を制限し、追いつめる。戦力に不安があるので、基本的に八人が固まって行動する。

『あなたたちの〈幻銃ガン・フアントム〉では確実にブレスレスを処理できるかどうか、不安があるわ。できるだけ早く追加のハンターを投入するから、無理はしないように』

　校舎の見取り図が届き、具体的な進入ルートが作成され、全員に通達されたのは現地に着く直前だった。

「夜間で屋内なんで暗あん視しシステムを忘れるな。堕壊コラプシヨン前のブレスレスは特別夜よ目めが利くわけじゃないから、こっちが有利になる。まず、外部に通じるシャッターを全部下ろした上で、校舎南側から順繰りに潰していく」

「それなら昇降口や教職員玄関よりも、一階南端の非常口から入った方がいいです」

　岩切のプランを受けて、優毅は提案した。

「ん。確かにそうだな。この学校、知ってるのか？」

「母校です」

　ブレスレスが逃げこんだのは、優毅や智笑美が卒業した小学校だったのだ。

　卒業してからも何度となく近所を通り、懐かしく見慣れたはずの建物のはずなのに、取り囲むパトカーの赤色灯に照らされた姿は、ホラー映画のセットのようにさえ優毅の目には映った。

　警官隊が張ったバリケードを過ぎ、校舎に直接横付けして非常口から侵入する。

「〈黒革ブラツクスキン〉、装着」

　岩切の指示に従い、優毅たちは手袋を填はめた。一瞬、痺れるようなパルスが全身を駆けめぐる。身体の芯が熱くなる感覚。

　手の中にずっしりと重い、実在しない鋼はがねの塊かたまりが現れる。

　だが、歯を食いしばるほどではない。装着や〈幻銃ガン・フアントム〉発現の感覚にはかなり馴れた。馴れてしまった。だが、まだ撃てない。

「荒あら木きはここに残れ。俺の指示に従ってシャッターを順次下ろしていくんだ」

　隊員をひとり、職員室の防火設備管理コンソールの前に待機させ、岩切が優毅たちを先導する。

「目標を見つけてもすぐには撃つな。ディレクターから指示があった通り、俺たちは奴の逃亡を食い止め、万が一に備えるだけでいい。相手を確実に仕留められるハンターの到着まで持たせるのが目的だ」

「岩切さん、大丈夫です。僕は……戦えます」

「駄目だ。意気込みはわかるが、お前は前の出動でも充分なダメージを与えていない。訓練データだけじゃ俺は信頼しない。下へ手たなちょっかいを出せば堕壊コラプシヨンを促すだけだ」

《アルゴル》片手の勇生の訴えを、岩切は冷たく拒絶した。それでも、勇生はうなだれたりしない。バイザー越しに、真っ直ぐ岩切を見つめている。

「だがな」

　勇生の肩に手を置く岩切の声が笑った。

「万が一の時は頼りにしている。だから、迂う闊かつには撃つな。いいか？」

「はい」

　興奮を抑えた声で、勇生が頷く。

　優毅もまだ名のない〈幻銃ガン・フアントム〉を握りしめる。

　心の片隅で、増援の到着を待ち望んでいる自分と、拒んでいる自分がいる。

　他のハンターが間に合えば撃つ必要はない。だが、撃たなければならない。

　味方が来なければ、勇生と自分だけが戦力。

　前回のように、村瀬が助けてくれる事はあり得ない。自分自身で戦うしかないのだ。

　そこまで追いこまれれば、ひょっとしたらこの〈幻銃ガン・フアントム〉も火を噴いてくれるかも知れない。いや、噴いてくれ。

　矛む盾じゆんする願いのせいで、喉が強こわばる。

「……それにしても、何で小学校なんかに逃げこんだんでしょうね？」

　強行班員のひとり、上うえ野の村むらが震える声で訊ねる。まだ実戦経験のない新人だ。

「さあな。だが、こっちとしちゃやりやすいのは確かだ。民家や街まち中なかと違って人目を気にせずぶっ放なせるからな」

　答えながら岩切が先導し、検索の完了した範囲からシャッターを下ろし、防火扉まで完全にロックする。

〈ＳＴＡＢ〉の制式ブーツは耐久性と動きやすさを追求していて、静せい粛しゆく性は重視されていない。夜の校舎に、七人分の足音が騒々しく響く。

　フランキ・スパス15だけなく、半分はサブマシンガンを装備している。機種はイタリア製のスペクターＭ４。Ｍ１９１１Ａ１拳銃と弾丸が共用できないという運用面の不効率さがある上に、サブマシンガンとしてはやや重いが、フルオート時の安定した命中性とロングマガジンで五〇発という装弾数の多さから〈ＳＴＡＢ〉で採用したものだ。発射速度も弾速も充分。もちろんブレスレスに傷を与えるのは不可能だが、牽けん制せいや足止め用には有効と言える。

「小学校なんて本当に久しぶりですよね。何か廊下とか天てん井じようとか、ずいぶん狭く感じます。こんなところで戦いになったら……」

「上野村、口数が多いぞ」

　岩切の叱しつ責せきに、上野村班員は優毅の傍らで肩を竦すくめた。むしろ、震えたという方が正確か。ヘルメット越しにも緊張が伝わってくる。

　優毅にとっては懐かしい──というよりどこか奇妙な空間だった。かつては通い慣れていた校舎だ。大きな改装などはされていないのに、あの頃とは何もかもが違って見える。無人の夜だからか。それとも、自分が変わってしまったからか。

　単純に視点ひとつ取ってもあの頃よりは頭ひとつ分以上も大きいし、何も知らない小学生としてではなく、怪物を駆く除じよする武装隊員としてこの場にいるのだ。

　やけに短く感じる廊下を、岩切に従って〈幻銃ガン・フアントム〉を構えたまま進む。

〈ＳＴＡＢ〉の装備は防寒のはずなのに、空気の冷たさが肌を刺す。

　がさっ[image: ]

　前方、廊下の角で何かが動いた。

　少なくとも、サイズは人間。

「わあっ[image: ]」

　絶叫。連続する軽い射撃音。

　上野村が引き金を引いたのだ。

　九ミリパラベラム弾がモルタルの壁に縫ぬい目を刻む。

「ひぃっ[image: ]」

　人影は、ほとんど四つん這いで階段を上へと逃げていく。

　今度ははっきりと見えた。紛れもない人間の体格。若い男だ。

「馬鹿野郎っ[image: ]　櫂原、アルゴル、ついてこい[image: ]」

　叱責と同時に岩切が走る。言われた通りに続く。

　相手の動きが確認できた時点で、岩切が足を止めた。手の動きで優毅たちを制する。

　逃げた男は大柄だがしまりのない撫なで肩の体系に、皺しわのよったブルゾンを引っかけている。恐怖に震える顔が、一瞬こちらを振り向いた。

　優毅は、その顔を見た。

　見てしまった。

　脚が、止まる。

「荒木、聞こえるか[image: ]　俺の現在位置はわかるな？　目標は西棟三階。そこから逃げられるルートは、俺たちが昇っていく一本以外は全部封ふう鎖さしろ[image: ]　防火扉はシャットアウトできないが、開閉の音で目標の移動はわかる[image: ]」

　指示を飛ばし、よろつく足取りで駆け寄った上野村を、ヘルメットの上から叩き伏せる。

「馬鹿野郎[image: ]　何故撃った[image: ]」

「だ、だって……相手は不死身の化け物なんでしょ？　そんな奴に襲われたら……[image: ]」

「てめえは再教育だ[image: ]」

　バイザーを上げ、岩切は唾を吐いた。係けい累るいのない独身で、射撃訓練の成績が優秀でも実戦経験は別だ。殉じゆん職しよくした中なか居いのレベルで冷静に行動できる強行班員は少ない。

「奈槻さん、聞こえますか？」

　優毅は、通信機に向かって叫ぶ。

『作戦行動中はディレクターと呼びなさい』

「細かい事はいい[image: ]　あのブレスレスは、何者だ[image: ]」

　興奮で優毅の口調が荒くなる。

『元体の素性については教えられないわ。ただ、確保と処理に努めなさい。増援のハンターは遅れそうだから、あなたたちに頑張ってもらうしかないわ』

　あくまで、奈槻の声は冷たい。

　ブレスレスが何者だったのか。どんな願いで変じたのか。それは考慮するべき事ではない。考慮してはいけない。ただ、危険な人殺しの怪物として処分すべき対象。

　だが──。

「いいから答えろ[image: ]」

　ヘルメットが震えるほどの大声で怒鳴る。

「多た賀がって男じゃないのか[image: ]　この街出身の[image: ]　教えろ[image: ]」

　質問ではなく、確認。

『……そうよ。でも、あなたへの指示は変わらないわ。投入できるハンターはあなたとアルゴルだけ』

　観念したのか、他の意図があるのか、優毅には判断する暇もなかった。〈ＳＴＡＢ〉本部からはすぐにデータが送られてきた。

　刑事事件で補導され処罰を受けた後は、近所の目を避けるために隣県の全寮制男子高に入学しなおしていた。今回、夜間に中学校へ忍びこもうとしたところを発見され、職務質問をした警官に素手で異常な重傷を負わせた事からブレスレスである事が発覚。追われて、現在の小学校に逃走。

『現在の住所から故郷に帰ってきた動機は不明よ。ただし、確かめる意味も必要もないわ。確実に仕し留とめなさい。以上』

「く……っ[image: ]」

　通信がうち切られる。優毅は壁を殴った。

「優毅さん……？　知ってる人なんですか？」

　バイザーを上げ、勇生が訊ねた。

「……忘れない……忘れられるかよ、畜ちく生しようっ[image: ]　奴は……智笑美を襲った男だ[image: ]」

　一瞬見えただけでも間違えようがない。優毅自身が何度も殴りつけ、血に染めた顔。

　夏の陽の熱。蝉の鳴き声。鉄てつ錆さびの匂い。手を濡らすなま暖かい感触。怯おびえる妹。

　優毅の中に、最も忌いまわしい刻印として焼きついている記憶のパーツ。

　あの時の傷跡がまったく残っていないのは整形したからか。

「ブレスレスは……ある執しゆう念ねんに突き動かされる……」

　無意識に、教えられた言葉が口を突く。

「だから……だからこの学校に……」

　多賀を駆り立てる衝動があるなら、それは智笑美を襲ったものと同質に違いない。だから、事件以来離れていた街にブレスレスとして舞い戻り、逃げこむ先として小学校を選んだのではないか。幼い少女を襲いたいという欲望──願いゆえに。

「それなら……遠慮なく撃てますね」

　勇生の瞳に、暗い炎が灯った。

「どういう意味だ？」

「目標は、僕や優毅さんが憎むべき相手だって事です」

「……そんな事は考えるな」

「何故です？」

　優毅の言葉に、勇生は間髪入れずに反論する。

「個人的な憎悪や嫌悪で戦うべきじゃないとか、怒りに身を任せるなとか、そんな綺き麗れい事ごとでごまかしたり逃げたりする意味はありません。むしろ好機と考えるんです。僕たちにとって、どれだけ憎んでも構わない──いえ、積極的に憎むべき相手が、人類の敵でもあるという事実を」

「俺は……そんな考えは嫌だ[image: ]」

「そうやって逃げ続けるんですか？　あなたの力が必要なんです。その力は正しい。誇ってください。智笑美さんを救った力を[image: ]」

「俺は……」

〈幻銃ガン・フアントム〉を握りしめる。重い。スペック上の体感重量は三キログラムだが、倍にも三倍にもなったと感じる。複雑に絡み合った錠じよう前まえが、ぎりぎりと自分自身の手まで締めつけているようだ。

「……僕は、やります。あいつを憎む。絶対の殺意を込めてこいつを撃ちます。その怒りが、必ず奴を消滅させるはず」

　勇生の手では、いびつな多銃身が鈍く光っている。強い意志に満ちた視線。その目に、優毅の姿が映る。小さな鏡像だ。自分自身の眼まな差ざしを、優毅は確かめる事ができない。

「やる気があるのはいいが、逸はやるな。上野村と同じようなミスをされたら困る。俺の指示があるまで発砲するな」

「わかってます」

　研ぎ澄ました声で力強く答える勇生の隣で、優毅は無言で頷うなずくのが精一杯だった。

　発砲できるかどうかすら、確かではないのだ。標的が私的な怨念の対象である事は、勇生にとっては鼓こ舞ぶになっても優毅にはむしろ重荷でしかない。

「まあ、学校なのは幸いだ。何とかこのまま追いつめて刺激しないように……」

「違います、岩切さん。急がないと」

　早口だが冷静な勇生の言葉に、岩切が一瞬小首を傾げた。

「相手が堕壊コラプシヨンしたら……いえ、堕壊コラプシヨンしなくてもブレスレスなら屋上から飛び降りても無傷です。追いつめた事にはなりません」

「来いっ[image: ]　上野村はここに残って階段の確保[image: ]」

　返答もせず、当てにならない上野村をひとり残して岩切は走りだした。

　つい人間相手の常識で、今までの警察生活の慣れで考えてしまっていた。自じ暴ぼう自じ棄きになった犯人が屋上から飛び降りれば、死なないまでも無傷ではすまない。その時点で確保できる。

　だが、ショットガンの一粒弾を受けてもダメージを受けない、熔とけた金属の中に封じられても平気なブレスレスは違う。屋上は、外に通じる出口だ。

　六人が階段を駆け上がる。

「生徒が昇ると危ないから、屋上への扉は閉へい鎖さされているはずです[image: ]」

　走りながら、在校していた時の記憶をたぐって優毅が告げる。

　だが、たどり着いた扉は鋼鉄の錠前がねじ切られていた。外側は錆びているのに、断面だけが真新しく光っている。

「まずいな……。ディレクター、増援の予定は？」

『体調の問題で、動けるのはベテルギウスとサダクビアだけよ。ふたりとも、そちらに送るには最速で四〇分はかかる』

　岩切が舌打ちする。自覚があるのか無意識かはわからないが、相手はブレスレスとしての力を使っている。悠ゆう長ちように味方を待っている余裕はなくなっている。

「アルゴル、撃てるんだな？」

「はい。撃ちます[image: ]」

「よし。じゃあ、俺が命令したら撃てるだけ撃ちこめ。櫂原も、できるなら撃つんだ。通常火器でつつくのは無しだ。俺たちはハンターふたりを守る。いいな？」

　強行班員たちが頷く。優毅も名無しの〈幻銃ガン・フアントム〉を握りしめ、頑丈そうな安全装置をさする。

　目の前の錠前のようにこれを破壊できれば、多分撃てる。だが、錠前を壊したのはブレスレスの力だ。ある欲望に駆られ、それ以外は考えられないモノの、人じん外がいの力。

〈幻銃ガン・フアントム〉はそれとどう違う？

「行くぞっ[image: ]」

　優毅が逡しゆん巡じゆんしているうちに、岩切がドアを蹴り開ける。鉄板が震える耳障りな音。

　暗い夜空。広くもないコンクリートのフロア。縁を取り囲む金網の向こうには疎まばらな灯りを散りばめた、優毅が知っている夜景。

　ブレスレス──多賀は金網にへばりついて震えていた。

「く、来るなぁっ[image: ]」

　へたり込んだまま、多賀が大きく手を振る。

「待てっ[image: ]」

《アルゴル》を向ける勇生を、岩切が鋭い小声で制した。

「銃撃を受けてもまだ堕壊コラプシヨンしていない。ただでさえ、こっちの戦力は不足気味なんだ。半端にちょっかいをかけるのは避けろ。やるなら、一気にだ」

「やれます。奴が堕壊コラプシヨンしても、僕は充分に戦えます」

　フェイスガードを上げ、確信に満ちた目で勇生は岩切を見据えた。

　優毅にはわかる。その自信は、相手が多賀だからだ。

　単なるブレスレスではない。直接の敵として憎みうる存在。

「落ち着け」

　岩切の厚い手が勇生の、そして優毅の肩をプロテクターの上から叩く。

　強行班員とハンター、全員が物陰に隠れて息を潜める。

「お、お巡りさぁーん」

　多賀の半泣き声が聞こえた。

「俺、まだ何もやってないよぉ[image: ]」

「……まだ……だって？」

　勇生の柳りゆう眉びが跳ね上がる。

「本当だってばぁ。変な奴に『願いはあるか』とか言われてさ……。何か気づいたら身体が変になっちゃって……」

『岩切隊長、待って[image: ]』

「わかってます。貴重な手がかりだ」

　多賀はブレスレスになり、強迫観念に突き動かされてはいるが、まだ自分でそれを抑えこんでいる。もし、彼を「生きた」まま確保できればブレスレスの感染経路が調べられる。説得のため、改めて元体の氏名、年齢などのデータが全員に送信される。

　優毅の感情には応じなくとも、必要であり有用であれば、資料は簡単に明かされる。

「多賀君、聞こえるか？　こちら、警察だ」

「う、撃たないでっ[image: ]　撃たないでくださいっ[image: ]」

　岩切の呼びかけに、多賀が泣きわめく。

「落ち着いてくれ。君がおとなしくしてくれるなら何もしない」

　物陰から半身だけを乗り出し、岩切が声を和らげる。ショットガンは構えたままだ。

「……おとなしく……できないんですよぉ……っ[image: ]」

　多賀の叫びは、悲鳴にもあえぎにも聞こえる。

　岩切は、片手で優毅たちに〈幻銃ガン・フアントム〉を構えるようにサインを出した。

「あの男に会って、ブレスレスとか言うのにされてから、ずっと苦しいんだよぉっ。やっちゃヤバいから、ずっと我慢してたんだ[image: ]　警察なら知ってるよね？　俺、前に小学生に手ぇ出そうとして捕まった事があるんだよ[image: ]」

　びくり。

　優毅の手が強こわばる。勇生の肩が震える。

「そん時、酷ひどい目にあったから、やりたくても我慢してたんだよ[image: ]　それが、あのガキに会って……何かされてから止まらねぇんだ[image: ]」

「何を……」

　ひとりごちる勇生の言葉は熱い。

「……我慢してたっていうのは、つまり欲望を抱えたままずっと生きてきたっていう事じゃないか。ブレスレス化する強い願いに、小さな女の子を襲いたいって事を選んだっていう意味だ[image: ]」

　優毅の銃じゆう把はを握る手にも力が籠こもる。落ち着こうとしても、指が強ばってしまう。

「苦しいんだよぉ……。その事しか考えられなくて……」

「落ち着け[image: ]　衝動を抑えたいなら、我々が協力する[image: ]」

　岩切の言葉は単なるその場しのぎだ。装備は殺傷のための武器だけ。取り押さえる準備などしていない。それ以前に方法がない。

「気づいたら、この街に戻ってきちゃったんだ……。あの時の……捕まった時の女の子にもう一度会いたくて……」

　多賀の身体がガクガクと痙けい攣れんする。絡まった無数の糸をでたらめに引かれたマリオネットのように、手足があらぬ方向に曲がり、戻り、また曲がる。

「多賀っ[image: ]」

《アルゴル》を構えたまま、勇生が飛び出した。

　束ねられた銃身が、真っ直ぐに多賀を指す。

　撃つ。

　怒りを込め、憎しみを込め、勇生は奴を撃つ。

　だが、優毅の脳裏にひらめいた予想を裏切り、勇生はフェイスガードを上げたままで叫んだ。

「聞こえるか、多賀。僕は、ただ警察の一員っていうだけではない。お前を、憎む資格を持つ者だ」

「し、資格……？」

　多賀の身体の振動が止まった。

「そうだ。かつてお前が汚けがそうとした少女の……関係者だ[image: ]」

「……だ、誰の？」

　噛みしめた奥歯が砕け散らない事さえ、勇生にはもどかしい己の弱さの証明だった。

「いいから聞くんだ[image: ]　僕には資格もある。手段もある。だが、お前がおとなしく投降するなら撃たない。憎んでいるが……お前以上に、ブレスレスを生み出している者を憎んでるからだ。僕に、撃たせるな」

　勇生の行動を、彼自身の言葉が縛しばる。だが、それはただの束縛ではない。引き締め、引き絞り、束ねて一点へと収しゆう束そくさせていく。

「……あいつは……あいつ……駄目だ。苦しいんだよ。我慢できねえんだ。そんな事、考えてられっかよ[image: ]」

「落ち着け[image: ]　興奮するな」

「だったら……だったら、女の子連れて来てくれよぉぉっ[image: ]」

　岩切の言葉に、多賀が咆ほう哮こうする。

「俺はただ、あの子にやりかけた事をヤっちゃいたいんだよぉぉぉっ[image: ]　なんで、それをヤっちゃいけねぇんだよぉぉぉぉっ[image: ]」

　曲がりくねった両手で胸元を掻かきむしり、多賀が叫ぶ。大きく開かれた口の端から唾液が溢あふれ、こぼれる。その滴が、足元のコンクリートを溶かした。

「堕壊コラプシヨンするっ[image: ]　撃て[image: ]」

『発砲を許可します[image: ]　情報はいいわ[image: ]』

　岩切の命令と奈槻の許可、そして勇生の攻撃。

　早かったのはどれだろうか。

「貴様ぁッ[image: ]」

　声と同時に《アルゴル》が火を噴く。不ぞろいなマズルフラッシュが閃く。

　断続的な音を伴奏に多賀がのけぞり、金網に叩きつけられる。

「死ねっ[image: ]　死ねっ[image: ]　死ねぇっ[image: ]」

　異い形ぎように膨ふくらみかけた右腕がちぎれ飛ぶ。

「やったっ、やったぁぁぁぁぁっ[image: ]」

　さっきまでの抑えた説得とは正反対の、弾けるような響き。勇生の声は歓喜の絶叫。

　ブレスレスにダメージを与えれば、発射の瞬間を上回る快楽が得られる。

　二連射、三連射、四連射。

　銃身が回る。火花が瞬またたく。

　多賀の身体が砕かれ、削れていく。

「僕の怒りを、憎しみを──受けろっ[image: ]」

　貫通した非物体の弾丸が背後の金網まで打ち破る。

　引きちぎられた多賀の身体が倒れる。

「はは……は……やった。僕が……僕がやったんだ……っ[image: ]　戦える[image: ]　僕はブレスレスを倒せる[image: ]」

　だが、優毅の方は〈幻銃ガン・フアントム〉の銃口を多賀に向けたまま、未だ動けない。

《アルゴル》の攻撃だけで片が付いた事を、心のどこかで安あん堵どしている。

　ベネトナーシュの言葉を思い出しながら神経を集中しても、雑念は払えない。〈幻銃ガン・フアントム〉に全てを捧げる事ができない。

　相手はただの標的ではない。智笑美を襲った相手だ。

　こいつがおぞましい行為に及ぼうとしなければ、智笑美が淑鵬に通う事もなかった。ブレスレス事件に巻きこまれて死ぬ事もなかった。

　妹の運命を狂わせた最初の歪ゆがんだ歯車。

　憎い。

　憎んでも憎んでも足りない。撃ち、殴り、踏みにじりたい相手。

　今、自分の手の中には多賀を消滅させるべき武器がある。撃ってもいいという正当性もある。

　怨おん念ねん。憤ふん怒ぬ。憎ぞう悪お。

　黒く熱い感情を正義の美名で包む。

　それは容た易やすく、甘美な誘惑だ。

　だからこそ、優毅は躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「貴様は……貴様は智笑美さんの仇だ[image: ]　憎むべきブレスレスだ[image: ]　僕は正しい[image: ]　貴様を殺す事は、絶対に正しい事だっ[image: ]」

　己を鼓こ舞ぶするように叫びながら、勇生は更に《アルゴル》を撃つ。

　倒れて動かない「死体」が衝撃で踊り、黒い体液が飛び散る。

　勇生の真っ直ぐな怒りは、確かに《アルゴル》の威力を増していた。

　優毅が未だ獲得していない、絶対の自信。己の正しさへの信頼──否、信仰とでも呼ぶべき感情。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　がっくりと膝を突き、勇生が緩んだ口から荒い息を吐く。顔に流れる汗を、左手の甲で拭う。目は充血し、焦点が定まっていない。全力を出しきった結果だ。

「僕は……僕は勝った[image: ]　強くなれた[image: ]　智笑美さんを苦しめた奴を、この手で仕留められたんだぁああああっ[image: ]」

　ひざまずいたまま天を仰ぎ、勇生が咆哮する。

「やったか……」

　強行班員のひとりが呟つぶやく。岩切が時計を確認し、状況の終了を報告しかける。

　だが──。

「……痛ぇよ……」

　不意に、くぐもった声が響いた。震える、若い男の声。

　多賀だ。

「痛ぇよ、お巡りさん……。俺、我慢したんだぜ。小さな女の子、襲いたくても、我慢したんだよ。殴られるの嫌だからさぁ」

　倒れたままの多賀の、失われた手足が再生する。人間のものではない。甲こう殻かく類るいのような濃緑色の艶つややかな装そう甲こうに覆われ、先端には指がない。

「堕壊コラプシヨン確認っ[image: ]」

　岩切が宣言する。

「我慢しても殺されるなら……我慢しなくていいんだよなぁ……」

「……くっ……。うあっ[image: ]」

　膝をついたまま《アルゴル》を撃とうとする勇生だが、トリガーに指をかけた瞬間にのけぞって倒れ伏す。

　弾丸は打ち出されず、束ねられた銃身がからからと空転するだけだ。

「もう、いいやぁ……。女の子、かわいいもんなぁ……。そうだよ。俺、ずっと襲いたかったんだよ。何で我慢してたんだろ？」

　多賀の下腹部が膨れ上がり、衣服を破る。ブリッジ体勢の身体の上に、直径一メートルもの肉の球体が生じ、更に膨張していく。

「う、うわぁっ[image: ]」

　上野村の失敗を見ているはずなのに、強行班員たちが銃を撃つ。

　だが、通じない。スパス15は僅かに変へん貌ぼうした身体を揺らすだけ。スペクターＭ４の連射は全く効果なく弾き返されて終わりだ。

　肉の塊は更に膨れ上がり、二倍、三倍とサイズを変えていく。

　増殖が止まらない。既に体長は五メートルを越えている。

『なんてサイズ……？　前例がないわ[image: ]』

『まさか、ブレスレスとして衝動を抑制した反動が堕壊コラプシヨン後に現れるっていうの？』

　通信機の向こうでは、奈槻とミアが怪物の姿に驚いている。

「苦しいんだ。メシも食えない。酒も飲めない。眠れもしない。てめえでしごいても駄目。もう、ヤりたくてヤりたくて……耐えられねえんだよぉぉぉぉぉぉっ[image: ]」

　肉の塊が裂け、赤黒い粘膜がめくれ上がる。微細な襞に包まれた、太く、先端の膨れた触しよく手しゆが生える。二本、三本──七本で増殖は止まった。グロテスクな軟体動物や内蔵を連想させる誇張された塊が、人間の胴の上に乗っている。

　胴の上、というのは曖あい昧まいすぎる言い方だろう。下腹部──性器の位置だ。

「ひぃっ[image: ]」

「攻撃っ[image: ]」

　強行班員が悲鳴を上げたのと、岩切が命じたのは同時だった。

　既に堕壊コラプシヨンした以上、手て控びかえる意味はない。

　猛獣を仕留めるためのスラグ弾が、かつて多賀だったモノに注がれる。異形と化したブレスレスに通じないのはわかっている。打撃を与え、ハンターへの接近を阻はばむのが目的だ。

　しかし、その意図さえ通じず、裏返した四つん這い状態で、多賀だった怪物はがさがさとこちらに近づいてくる。

「高出水、こっちだ[image: ]」

　まだ回復していない勇生の襟首を引きずって後退、階段室の陰に隠れる。

　波打つようにうねっていたブレスレスの触手が、先端を強行班員に向けると赤黒く膨れ上がって硬直した。表面の襞だけが小刻みに動いている。

　ぶっ[image: ]

　先端から青白い粘ねん液えきが噴き出し、班員に命中する。ただ、相手を押さえつけるだけの粘着液ではない。倒れ伏しコンクリートの床に貼り付けられ、はみ出した部分だけで足あ掻がく隊員の身体から、樹脂を焦がした煙が立ちのぼる。肉の焼ける悪臭がそれに続いた。

　強酸特有の臭いはない。通常の化学反応とは異なるプロセスで防護服や隊員の肉体を侵しているのだ。呻うめき声さえ上げないまま、隊員の動きが止まる。

「散会しろっ[image: ]　奴の正面に立つな」

「正面ってどっちですかぁっ？」

　岩切が指示を飛ばす。残った班員たちは当惑しながら、それでも距離を開いてブレスレスを取り囲み、銃弾を叩きこむ。

　肉色の巨体が震える。震えるだけだ。ダメージにはなっていない。

　ブレスレスを倒せるのは〈幻銃ガン・フアントム〉のみ。

〈幻銃ガン・フアントム〉を使えるハンターのみ。

　理由は不明。だが、これまでに例外のない冷れい徹てつな事実。

　それでも岩切たちが食い下がるのは優毅たちの命を守るため。そして、少しでも敵を引きつけておくためだ。自由になったブレスレスは民間人を襲う。

「く……くそ……っ」

　右手に《アルゴル》を構えたまま、左手で身体を支えて勇生が飛び出そうとする。

「無理だ。もう限界だろ[image: ]」

「僕が……僕が撃たなきゃ……。奴は、智笑美さんの、敵だ[image: ]　僕が憎むべき敵だ[image: ]」

　憎むべき、敵。

　憎悪とは強制され、増強されるものなのだろうか。

　ただでさえ人の内には怒りと憎しみが満ち溢あふれて、隙すきあらば堤防を破って溢あふれ出そうと狙っているのに。

　遮しや蔽へい物ぶつから半身を乗り出し、勇生は《アルゴル》を向ける。

　トリガーを引いても、銃身は空転するだけ。それでも勇生は華きや奢しやな身体を痙けい攣れんさせ、口元を緩ませる。まるで延髄に電極を繋つながれた哀れな実験動物のように。

「はぁ……はぁ……っ[image: ]」

「しっかりしろ、高出水っ[image: ]」

　荒い息の勇生を引き戻し、頭を揺する。ヘルメットを剥はぎ取り、頬をはたく。

　三発目でやっと目の焦点が合い、引き金にかかりっぱなしだった指が離れた。

「あ……優毅さん」

「しっかりしろ[image: ]　変だぞ[image: ]　お前は〈ＳＴＡＢ〉のハンターとして使命で撃ってるのか？　多賀が憎くて撃ってるのか？　それとも〈幻銃ガン・フアントム〉を撃つのが気持ちいいから撃ってるのか？　どうなんだ[image: ]」

「……あ……」

　優毅の詰きつ問もんに勇生は呆ぼう然ぜんと頷うなずき、それからかぶりを振った。

　問いへの答ではない。ただ、半ば反射的な行動だろう。

「うわぁっ[image: ]」

　遠ざかる悲鳴に、優毅は振り向いた。

　強行班員の数が減っている。粘液攻撃を受けて倒れている三人を含めても、六人しかいない。恐らくは今の声の主が屋上から落とされたのだ。

「本部……ディレクター……っ[image: ]　増援は？」

『まだよ。今、出動したところ[image: ]　そちらに到着するまでには二〇分はかかるわ[image: ]』

　二〇分──絶望的な時間だ。

　それだけあれば、ブレスレスはここにいる全員を始末できる。学校を離れ、街に逃げ出す事もできる。

　優毅が、智笑美が生まれ育ったこの街で。

　思い出す。小宮つぐみの事を。

　彼女は堕壊コラプシヨンしてなお、勇生を求めた。ならば、多賀もやはり己をブレスレス化した欲望を満たそうとするのではないか。かつての妹のような幼い女の子に毒牙を突き立てるのではないか。

「俺が……撃つ[image: ]」

『櫂原くん？』

　宣言し、ヘルメットを脱ぎ捨てる。

　最後に聞こえたのは、奈槻が名前を呼ぶ声。

　選せん択たく肢しはない。

　なら、自分をぎりぎりまで追いつめ、解き放つしかない。

　力を行使する事を恐れて味方が死ぬのを見過ごすか。

　力を行使して敵を死に追いやるか。

　いずれを選んでも「死」からは逃れられない。責任の一端を担わずにはすまない。

　それならどちらが正しいかは自明だ──自明のはずだ。

「うぉおおぉっ[image: ]」

　雄叫びを上げて躍り出る。

〈幻銃ガン・フアントム〉を両手でホールドし、敵に向ける。

「櫂原っ[image: ]　距離を取れ[image: ]」

　既に岩切はスパス15の弾丸を使い切り、拳銃を抜いていた。これもブレスレス相手には牽けん制せいにしかならない。

「うわぁっ[image: ]」

　ブレスレスの飛ばした粘液が、ふたりの強行班員を同時に命中する。

　残りは、岩切だけ。

「ぐっ[image: ]」

　その岩切の胴を、伸びた触手が殴打する。弾き飛ばされて金網にぶつかる。前回の傷が開いたのか。黒い防護服の太ふと股ももに血が滲んでいるのがわかった。

　あの時と同じだ。何もかも。

　目の前に危険が存在している。

　脅おびやかされそうな人がいる。

　対処できるのは自分だけ。

　そして、相手も同じだ。

　姿は変わってしまったが、三年前の夏の日、智笑美を襲ったあいつ。

　なら、できるはずだ。

　あの時と同じように、相手に殺意を向ける事が。ただ怒りに身を任せる事が。

　一度やったのだから。

　馴れる事ができる。エスカレートさえもできるはずだ。

　ずる……ずる……。

　既に力を失った人間だった時の四肢を引きずりながら、なめくじに似た動きで巨大な肉塊が近づいてくる。

　その下端に、元のままの多賀の顔がくっついていた。

　言葉も話さない。何の感情も、意志も感じられない虚ろな目と半開きの口。

　憎め、怒れ、嫌え、拒め──殺せ。

　そうしても構わない。許される。いや、誉められる。望まれている。

　トリガーに力を込める。

　動かない。

　もっとだ。もっと憎悪しろ。

　奴はもう人間じゃない。人類の敵だ。処理すべき標的だ。

　高ぶる。胸の中心からの圧力が高まってくる。

　それなのに、まだ足りない。

　ぶびゅっ[image: ]

　触手の一本が粘液を吐く。

　サイドステップでかわす。

　直撃を避けたが、飛び散った飛沫しぶきがむき出しの頬に当たる。

　じゅうじゅうと、肌が灼やける。刺すような痛みが顔面を走る。

　もう一度トリガーを引く。今度も動かない。

　まだ足りないのか。自分自身の命を危険に晒し、肉体に痛みを受けてさえ、内なる衝動は解放されないのか。

　触手が振り下ろされる。

　半ば自動的に、身体が回避行動を取る。

「畜生っ[image: ]　何故だ[image: ]　何故撃てないっ!?」

「僕が……戦いますっ[image: ]」

　ふらつきながら、勇生が飛び出す。萎なえた腕で、懸命に《アルゴル》を上げようとする。

「馬鹿、隠れてろ[image: ]　無理だ[image: ]」

　既に勇生に〈幻銃ガン・フアントム〉を撃つ力は残っていない。敵の前に身を晒してもできる事など何もない。ただ危険なだけだ。

「……できるか、できないかじゃない。優毅さんが撃てないなら、僕が戦うしかない。僕は……なすべき事をなせる人間になる。智笑美さんに恥じない人間になるんだっ[image: ]」

　震える膝で強引に身体を支え、《アルゴル》を肉塊に向ける。だが、それが限界だった。〈幻銃ガン・フアントム〉は火を噴かない。勇生はあえぎながら、必死に見つめるだけ。

　大きく振られた触手が、勇生の華きや奢しやな身体を跳ね飛ばす。

「ぐっ[image: ]」

「高出水っ[image: ]」

　階段室の壁に叩きつけられた勇生から何かがこぼれ、優毅の足元に転がる。

　携帯電話だった。開かれたボディに貼られているシールには、智笑美の笑顔。

　智笑美。妹。俺の、妹。大切な。夏。蝉の声。木立。運命。

　ブレスレス。淑鵬。死。殺されて。心の傷。

　笑顔。失われた。もう戻らない。死。

　断片的な言葉が一気に意識を満たす。

「わ、わぁああああああっ[image: ]」

　閉ざしていた口唇を裂いて咆ほう吼こうが飛び出す。

　トリガーが、震える。







[image: ]







　脳に、首筋に、心臓に、股間に。

　未知の器官が生まれたような感覚。

　そこに、温かくねっとりとした蜜が充満するのがわかる。

　目の前で、多賀が触手を振り上げる。

　金属音。撃鉄部分を覆っていた堅けん牢ろうな錠前──安全装置が外れる。吹き飛ぶ。

　だが、銃口はまだ塞がれている。

「頼みますっ[image: ]　彼女の……智笑美の仇かたきをっ[image: ]」

　勇生の叫び、悲鳴、懇願。

　それまでつかえていたトリガーが、一気に引き寄せられる。

　銃声。

　否。轟ごう音おん、爆音と呼ぶべき響きが空気を震わせる。

　銃口が、裂ける。

　純白の光が爆発する。

　全身の蜜袋が破裂する。

　どろりと流れ出たものが全身に染みわたる。

　歓喜、愉悦、快楽。

　視界が虹色に染まる。

　背骨を駆け上がる、甘美な電流。

　奥歯の芯が浮き上がる。身体中の関節が緩み、バラバラになりそうな心地よさ。

　気持ちいい。きもちいい。キモチイイ。

　他の事は考えられない。

　いや、これは思考ではない。

　感情よりも、本能よりも、更に強い生理。

　意志や理性では制御できない、生き物にあらかじめ備わった仕組み。

　毛穴という毛穴から滲み出たなま暖かい粘液が身体を包む。どんどん、どんどん流れ出る。満ちる。周囲に。街に。世界に。

　甘美な蜜の海に、名前も自我も捨てた快感神経むき出しの肉体が漂っている。

　溶けていた自分が、少しずつ復元されていく。

　細胞がひとつひとつ集まって、理性を、意識を取り戻す。

　形を取り戻した指の間から、絶対の喜き悦えつがすり抜けていく。

　もっと、もっと、もう一度──。

「……優毅さんっ[image: ]」

　名前を呼ばれ、ようやく正気を取り戻す。

　脱力した下半身が熱い事に気づく。

「やりましたね、優毅さん」

「これを……俺が……？」

　多賀は──ブレスレスは消滅していた。

　周囲には飛び散った黒い粘液が飛び散った僅かな跡と、人間だった名残の腕が一本。そして頭部が残っているだけ。巨大な肉塊はどこにもない。

　まるで超高熱と衝撃で瞬間的に破壊したように、香ばしい異臭が漂っている。攻撃の余波か。屋上のコンクリートにまで焦げた跡が焼きつき、ひび割れ、周囲を取り囲む金網までもが残らず歪んでいた。

「そうです。優毅さんの〈幻銃ガン・フアントム〉の威力です。一撃ですよ[image: ]」

　告げる勇生の顔には戦闘の流血があった。

　言われて、手元を見る。安全装置は解除されている。バレルは裂けたままだ。

　しかし、まるでフィルムを逆回しにしたかのように、破壊された銃身が少しずつ元の形を取り戻していく。同時に、安全装置も前と同じ位置に「生はえて」きていた。

「……これでまた戦えますね。智笑美さんに酷い事をした奴だけでない。もっと他のブレスレスも。すごい破壊力でした。あのベテルギウスよりも上です。これからも一緒に戦えるんです」

　嬉しそうな声で、勇生がまだ〈幻銃ガン・フアントム〉を握ったままの手に手を重ねてきた。

「……間違ってる……」

「え？」

「……変だ……。間違ってる。憎むのが……殺すのが……こんなに気持ちいいなんて、こんな事があっていいのかよ[image: ]」

　叫び、否定せずにはいられなかった。

　そうしなければ、この誘惑に耐えられそうになかった。

　敵意を解き放ち、肯定する事に伴う底なしの快楽に。

「……慣れます。慣れなくては駄目なんです」

　不意に声を尖とがらせ、勇生が告げた。

「〈幻銃ガン・フアントム〉を撃つのが気持ちいいのは、きっと正しいからです」

　優毅の実感とはほど遠い、迷いのない言葉。

　顔を上げる。

　崩れゆく多賀の顔が、こちらを見ていた。

　自分は今、どんな表情をしているのだろうか。

　憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうか。勝利の笑顔か。それとも後悔か。快楽に浸ひたった顔か。

「優毅さんが戸と惑まうのは、初めてだからですよ。一度できたんです。これから、何度でもやれます。僕たちは、やらなくてはいけないんです。ブレスレスを根絶するまで」

「違う……っ[image: ]」

　かぶりを振る

「こんなに気持ちよくて、正しくて、秘密なら……誰が止めてくれるんだ？」

　頭の中で蝉が鳴いている。

　あの時、取り返しのつかない事になる前に智笑美が制してくれた。妹が吹き飛んだ自分の理性の代わりを務めてくれた。だが、智笑美はもういない。

「止める必要なんてありません」

「もし、俺たちが間違っていたら？　やり過ぎてしまったら？」

「誰かに止めてもらう事を望むんですか？　違うでしょう？　間違わないようにすればいい。力があるのなら、恐れて捨てたり封印したりするのではなく、正しく使うように自らを鍛えるべきなんです」

　きっぱりと言い放つ勇生に、優毅は言葉を失う。

「優毅くん、撃てたのね[image: ]」

　呼ばれて振り返ると、数人の強行班員とともに理緒が立っていた。そして、ベネトナーシュも。ふたりともヘルメットは抱えたままだった。

「映像見たよ。すごいね。あんな大きいのを一発なんてさ。あたしが駆けつけなくても大丈夫だったね」

　声を弾ませ、瞳ひとみを輝かせ、理緒はいきなり優毅に抱きつく。全身を覆う汗が、火照った汗が、彼女に伝わるのが不愉快だった。

「映像……？」

「岩切さんからの映像で。状況次し第だいじゃ、あたしたちも戦わなくちゃいけないしね。でも、どうしてヘルメット被かぶってないの？　ミッション中はちゃんとディレクターの指示に従わないと危ないよ」

　一歩離れて、理緒は自分のヘルメットを優毅に被せる。

　ディスプレイの隅では、優毅が発射した瞬間が映し出されていた。

　銃口を塞ぐインサートを破壊しながら飛び出した弾丸がブレスレスに命中。同時にＣＣＤの許容量を超える白光が一瞬広がり、消える。地上に現出した超新星。あるいは神こう々ごうしい者の降こう臨りん。一瞬後、カメラが回復した時には肉の塊は破壊されていた。消去されたという方がより正確だ。

　つけっぱなしの通信機では、慌ただしく状況説明と経過報告の声が飛び交っている。

　増援の強行班員たちは岩切たちを運んでいく。粘液にやられた者は、最初のひとりが死亡、他は重傷。

「岩切隊長も意識不明なので、君たちに報告してもらう事になる。何しろふたりともヘルメット不着用だったので、交戦記録が不完全なんでね」

　強行班から更に遅れてきた調査班のひとりが優毅たちに告げた。

「もう一件の方は？」

「片づけてきたわ」

　勇生の問いに答えたのはベネトナーシュだ。

「こいつがすばしっこくて、追いつめたはいいが他のハンターの〈幻銃ガン・フアントム〉がなかなか当たらない。結局、彼女がバッサリさ」

　ベネトナーシュに同行してきた強行班員が、身振り付きで説明する。見ると、ブーツには山狩りの名残の泥や草が着いていた。

「あたしだけ運悪く、ブレスレスにかち合わないでね。〈幻銃ガン・フアントム〉を撃たなかったから、ここに応援に来られたわけ」

　悔しそうに理緒が説明を加えた。

『聞こえる？　櫂原くんに渡して』

　調査班員の通信機から奈槻の声が聞こえた。受け取り、耳元に当てる。

『発射を確認したわ。今後、あなたを〈ＳＴＡＢ〉の正規ハンターとして扱います』

「……はい……」

　うなずくしかない。既に、受け入れてしまった事だ。

『コールサインについて希望はある？』

「……別に。そちらで勝手に決めてください」

　星の名前などほとんど知らない。それに、自ら命名する事で〈幻銃ガン・フアントム〉に愛着を持ってしまうのが怖かった。

　櫂原優毅という人間の自我や精神が、あり得ない幻の金属塊に吸いこまれ、どろどろに溶解して発射されてしまいそうな予感さえする。

　拒絶しなければならない。このおぞましくも甘美なモノを。

『じゃあ、わたしが名付けるわ。ＪＧＰ─12の名称、および櫂原優毅のコールサインを現時点以降、シリウスと登録します』

　シリウス──優毅にも覚えのある名前だ。見た事もある。おおいぬ座アルファ。全天で最も明るく輝く冬の星。

「……了解しました」

　短く答え、通信機を返す。

「これで本当に仲間ね」

　理緒が笑顔でまた手を重ねる。

　優毅はようやく自分が〈幻銃ガン・フアントム〉を出しっぱなしにしていた事に気づいた。今や《シリウス》という名を得たそれは、安全装置も銃口の挿入物も元通りになり、鈍い鉄色の輝きを放っていた。

「き、消えろっ[image: ]　消えろっ[image: ]」

　一度発射したせいか。いつもの通りには消えてくれない。

　まだ撃てる。もう一度撃てる。もっと撃てる。

　あの快楽が味わえる。

　手のひらに、背はい徳とく感と誘惑の混合物がこびりついて離れない。強ばって指の固まった手を振り回す。

「消えろーっ[image: ]　消えろ、消えろ、消えろ、消えろ、消えろっ[image: ]」

「焦ると余計に苦しいわよ。落ち着いて」

　それまで黙って見ていたベネトナーシュが告げた。

「あ？　ああ……うん」

　深呼吸し、ゆっくりと力を抜く。手の中にあった塊が薄れ、重みが消えていく。

「これで握手できるね。改めてよろしく、シリウス」

　理緒が──プリケリマが右手を握る。

　全く聞き慣れない名前だ。自分が呼ばれているという実感は湧かない。

　同じように嫌がっていた勇生がすぐにアルゴルの名を受け入れたように、自分も遠からず〈ＳＴＡＢ〉のハンターとしてシリウスの名を受け入れてしまうのか。

　ふと、顔を上げてベネトナーシュを見る。

　相変わらず、何の表情も感じられない。〈幻銃ガン・フアントム〉を使っても快楽に歪ゆがまない、ただひとりのハンターの顔。

　本名不明。素性不明。ただ〈ＳＴＡＢ〉のハンターであるだけの少女。彼女は不意にきびすを返して歩きだした。

「ちょっと[image: ]　どこ行くのよ？」

「ブレスレスが処理されたのなら、わたしがここにいる意味はないわ。本部に戻って、待機する」

　真っ直ぐ、何の迷いもない足取りで歩いていく。

　それが止まる。首だけで振り返り、横目で優毅を見つめる。

「ようこそ、戦場へ。櫂原優毅」

　ひと言だけ残し、また歩き出す。黒い姿は闇に溶けるように小学校の屋上から立ち去っていった。

「何あれ？　感じ悪い。いくら強いからってさ」

「ですが、これからは違います。《シリウス》の破壊力は〈ＳＴＡＢ〉でも最強です。だからこそディレクターも最高の星の名を与えたんですよ。シリウスの意味はご存知ですか？」

　勇生の質問に首を振る。聞き覚えはあっても、由来までは知らない。

「セイレオス──ギリシア語で『焼き尽くす者』という意味です。あなたの〈幻銃ガン・フアントム〉にふさわしい名だと……僕は思います」

　寒々とした青白い光を持つ星には不似合いだと、優毅は思った。

　星々が全て太陽と同じ自ら燃える恒こう星せいとは知らなかったであろう古代の人々が、何ゆえにこの名を与えたのだろうか。

「戦いましょう。僕たちには、なすべき事がある。たとえ、犠牲を払っても、です」

　力強く澄んだ眼差しで、勇生は改めて右手を差し出した。

　積極的に拒むでもなくただ下げていた優毅の手を強引に掴つかみ、意外なほどの力で握りしめる。

　だが、ただの握手ではない。

　最強の星を秘めた右手と、悪魔の星を宿した右手の間に結ばれた絆きずななのだ。





（終）









あとがき







　初めまして──他社で既すでに葛西を知っている方もいらっしゃるかも知れませんが、敢あえてこう挨あい拶さつしましょう。新創刊レーベルの第一弾ラインナップなのですから。

　私が今まで書いてきた中でも最もシリアス＆ハードな作品ですが、いたずらに「重さ」を振りかざすつもりはありません。あくまでも基本はエンターテインメント。皆さんにとって何らかの「刺激」「興奮」となれば幸いです。

　担当の大橋氏、イラストの金田榮路さん。麻生俊平さん、榊一郎さんなど助言してくれた沢山の方々。印刷や流通に関わる皆様のおかげで形となった『ブレスレス・ハンター』ですが、駆かられるモノを狩る者たちの物語、ふたりのユウキの苦悩と死闘のドラマはまだ始まったばかりです。

　なるべく早く次巻をお届けするつもりですので、ご期待ください。





二〇〇六年六月　　葛西　伸哉
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